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未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 

～第４０回松本市公民館研究集会・令和６年度松本市地域づくり市民活動研究集会～ 

開催要項 
 

１ 趣 旨 

社会経済環境の急速な変化や人々の価値観、生活スタイルの多様化等を背景に、私た

ちの地域はいま、様々な困難に直面しています。激甚化する自然災害に対する防災・減

災の取組み、持続的な地域コミュニティの形成、個人が地域社会で自分らしく生きられ

るウェルビーイングの実現を図るためには、地域と行政とが協力し、住民主体の自立的・

主体的な地域づくりを進めることが求められています。 

本集会は、各地で取組みを展開する住民・職員が一堂に会し、身近な地域や生活・暮

らしの課題について共に考え、互いに学びあうことで“気づき”や“つながり”を持ち

帰り、再び地域の実践に生かしていくことを目的として開催するものです。 

 

２ 期 日  令和７年２月１６日（日） 

 

３ 会 場  松本市中央公民館（Ｍウイング）他 

（松本市中央１－１８－１ 電話:32-1132／FAX:37-1153） 

※第２分科会 会場：第三地区公民館（松本市中央４－７－２８） 

※第５分科会 会場：ジャズ雅鳴きたや（松本市笹賀２９９３－１） 

 

４ 主 催  松本市、松本市教育委員会、松本市地域づくり研究連絡会 

 

５ 主 管  未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会 

 

６ 日 程 

9:00 9:30～9:45 9:45～11:50 11:50～13:00 13:00～16:30 

受付 開会式 全体会 昼食 分科会 

 

７ 開催内容 

⑴ 開会式 

⑵ 全体会(パネルディスカッション) 

ア 演 題    「地域が動き出す」～自治を紡ぐ語り合いの実践から～ 

イ モデレーター 向井 健 氏  松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科准教授 

ウ パネリスト  山岸 勝子 氏 元松本市社会福祉協議会四賀地区センター課長 

         髙山 拓郎 氏 島内島高松町会長 

         相馬 蕗子 氏 大野川小中学校コミュニティ・スクールコーディネーター  

  エ 内 容    地域づくりを進めるための対話の重要性を皆さんと一緒に考えま 

す。 
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⑶ 分科会 

 

８ 集会の配信について 

集会に関連する動画を編集し、後日 YouTubeにて配信する予定です。 

 

９ 参加申込について 

２月７日（金）までに、専用フォーム（LoGoフォーム）へお申し込みいただくか、最

寄りの地区公民館、または集会事務局（中央公民館）へ電子メール、電話、ＦＡＸ、窓

口でお申し込みください。 

※ 申込み時の確認内容：氏名／住所／電話番号／参加希望分科会 

※ 手話通訳、要約筆記通訳、託児保育が必要な方は参加申込み前にご相談ください。 

【集会事務局】 

〒390-0811 松本市中央１－１８－１ 松本市中央公民館（Ｍウイング） 

電話：0263-32-1132／FAX：0263-37-1153 

E-mail:gakushu@city.matsumoto.lg.jp 

 

10 その他 

 松本市営中央駐車場（Ｍウイング北棟）は有料です。公共交通機関等での参加にご協

力ください。 

 テーマ タイトル 

第１分科会 地域防災 
いざって時、どう動く？ 

～地域で取り組むお互い様の防災対策と行政との連携～ 

第２分科会 子ども・若者 
地域は子育て応援団 

～地域にある子どもの居場所を知ろう～ 

第３分科会 共生社会 
共生社会 

～違いを力に、共に生きる未来へ～ 

第４分科会 高齢者 みんなが「集う」場所をつくるには？ 

第５分科会 地域資源 身近な資源を活用した地域づくり 

第６分科会 町会 町会のシンカ 
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全体会（パネルディスカッション） 

 

 

【テーマ】 

地域が動き出す～自治を紡ぐ語り合いの実践から～ 

 

【モデレーター】 

○松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科 准教授  向井 健 氏 

千葉県生まれ。北海道大学大学院を経て、2015 年度より松本大学総合経営学部観光ホス

ピタリティ学科専任講師として着任、2021 年度から現職。社会教育主事養成課程を立ち上

げ、主担当として同課程をマネジメントする。専門は社会教育学、地域福祉論。長野県社会

教育委員、松本市公民館運営審議会委員長 

 

【パネリスト】 

○元松本市社会福祉協議会四賀地区センター課長 山岸 勝子 氏 

松本市(旧四賀村）生まれ。1985年に四賀村社会福祉協議会に入職。在宅福祉ホームヘル

パー、福祉活動専門員、通所介護管理者を経て、2005 年松本市合併に伴い松本市社協ボラ

ンティアセンター係長、2006年四賀地区センター課長。2017年松本市社協を退職後、四賀

地区社会福祉協議会会長、同年 6月より 4年間松本大学に勤務。2022年から松本市民生委

員・児童委員協議会の四賀地区民児協会長 

 

○島内島高松町会長／島高松未来づくり検討会会長 髙山 拓郎 氏 

松本市生まれ。2020年 4月より島内島高松町会長、2024年 4月より島内地区町会連合会

会長。今年度から、住民一人ひとりが「 我がこと」として様々な「 場」に参加し、関わるこ

とのできる持続的な町会活動のあり方を総合的に議論するため、島高松未来づくり検討会を

設置。職業は農業（水稲＋自家用野菜）。高校・大学を通じ合唱活動に勤しむ。現在は男声

合唱団 クール・ビア」に所属 

 

○大野川小中学校地域学校協働本部活動推進員 相馬 蕗子 氏 

白馬村に生まれ、大町市で育つ。東京都内の学童保育所、認証保育所、県内の小学校、幼

稚園、保育園、ベビーシッターなど子どもに関わる仕事に就いた後、2015 年冬に乗鞍高原

へ移り住む。自分の思い描く理想の教育保育を追い求め、2020 年春に のりくら自然保育

木のこ」を立ち上げる。2023年 4月から大野川小中学校地域学校協働本部活動推進員（コ

ミュニティ・スクール コーディネーター）として地域と学校をつなぐ活動に尽力 
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(向井健氏) 

ただいまご紹介にあずかりました、モデレー

ターを担当いたします松本大学の向井と申しま

す。 

これからおよそ２時間、皆さんと一緒に、市

内の三つの実践から、どのように地域づくりを

進めていけばよいのか、示唆を得られる時間に

していきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いします。 

本日のテーマは 地域が動き出す～自治を紡

ぐ語り合いの実践から～」ということになって

います。この「 地域が動き出す」というテーマ、

すごくいいテーマだなと思って拝見しました。 

といいますのも、逆説的にいうと、なかなか

地域は動き出しづらい側面もあるように思いま

す。例えば、今日では地域づくりの担い手不足

を始めとした様々な地域の課題や困難に直面し

ており、どうやったら地域が動きだすのだろう、

地域を変えていきたいけれども、どうしていけ

ばいいのだろう、という悩みを持って日々活動

している方がたくさんいるのではないかと思い

ます。 

その点において、本日取り上げる三つの実践

は、次の地域づくりのステップにつながるヒン

トが得られるような実践だと思います。「 地域福

祉」 町会」 コミュニティスクール」と、一見す

ると違った実践のように思うかもしれませんが、

何かそのようなヒントが三つの実践から得られ

ればいいかなと思っています。 

それでは、報告いただきたいと思います。ま

ず初めに、山岸さんからよろしくお願いします。 

 

【実践事例の報告】 

１ 四賀社協の取組みと「ふくふく亭エル」 
 

（山岸勝子氏） 

改めまして四賀の山岸です。よろしくお願い

いたします。 

四賀では少子高齢化や人口減少が進んでいま

すが、住民の皆さんは昔からの隣近所の関係を

大事にしながら地域を作っています。 

また、色々な困りごとも出てきていますが、

それもみんなで支え合っていこうよという気持

ちから、これからお話しする「 かかわり隊」の活

動が始まりました。 

地域のお年寄りから、 布団が干せない」 重

いものが持てなくなった」 草刈りができなく

なった」といった声が聞こえてくるようになり、

そういった話が地区内のお店の人や農協や民生

委員さんなど、色々なところから社会福祉協議

会に上がってきました。 

社会福祉協議会としても、実際どんなことに、

どんなふうに困っているのかを調べなければな

らないということで、まず、ニーズ調査を行っ

たのです。いっぱいやってみました。でも、本当

に困っていることは上がってきませんでした。 

だけど、町会長さんや行政の方からは こう

いうことがあります」 ああいうことがあります」

と言われます。そこでアンケート方式も変えて

みましたが、結局駄目でした。 

例えば、農協の方は毎月 1 回集金に行く、業

者の方も何かお届け物をしている。色々な関わ

りの中で皆さんと話し合いをしていくと、やは

り「 一対一」で話すこと。その機会を作らなけれ

ばいけないなと思ったのです。 

社会福祉協議会では元々、年３回ほど、ひと

り暮らしの方々が集まる機会を作っていました。

そこに来ていただいた方に、最初から 何か困

りごとはありませんか」と聞いても、「 はい、こ

れが困っています」なんて、絶対言わないので
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すよね。色々と会話をする中で、これはちょっ

と買い物が大変だろうなとか、病院はどうして

いるのかなとか、そういったことに気が付いて

くる。それがニーズ把握だなと思ったのです。 

それを何回も何回も繰り返していく中で、生

活していくのにこんな不安がある、こんな困り

ごとがある。じゃあどうしたらいいのかなとい

うことを考えて、不安や困りごとをなくしてい

けば、四賀の中で安心して暮していけるのでは

ないか。 

介護サービスとして色々な施設でケアをして

いる。ヘルパーさんも入っている。だけど、それ

らを利用していない要介護者もいる。そういう

人たちがなるべく介護保険を使わずにいられる

方法はないだろうかということも含めて考える

と、それにはやはり住民の関わりがあった方が

いいのではないか。 

でも、住民が支えるといっても、どう支えた

らいいのかも分からないだろう、ということで

住民向けの支え合い講座を開きました。お年寄

りはどんな病気を持っているのか、その病気は

どうやったら治していけるのかなど、基本的な

ことを学ぶ勉強会を平成 22年から 25年まで実

施しました。 

 関わる」ということは、人と関わるわけで

すから、ただ技術を覚えるだけでなく、その人

と良い関係づくりができる、そのための勉強会

を行いました。例えば、笑顔があって訪問する

のと、ただ言葉だけで「 こんにちは」というのと

では、やはり全然違うと思います。自分だった

らどういう対応をしてもらったらその人とうま

くいくだろうか、そういったことも含めて勉強

をしました。 

四賀の課題にはこんなことがあって、何とか

それをみんなで解決していきたい、そんな講座

を開きたいと思っているという話をしたら、本

当に大勢の方が集まったのです。でも昼間はや

はりお仕事もある。だったら大勢の方に来ても

らうために、夜やろうということで、仕事が終

わったあとの講座を開設しました。 

最初は１年で終わろうかと思っていたのです

が、皆さんが「 もう少し学びたい。もう少し学ん

で、住民とちゃんと関わってみたい」というの

で、その後も毎年、毎月やったのです。そうやっ

て、誰かのために何かをしたいという人が増え

てきました。講座の内容はここ「（スライド）に出

ているとおりです。 

最初はボランティアさんも やってやってる

んだ」という気持ちだったのですが、そうでは

なくて、やってあげることによって、自分がす

ごく幸せな気持ちになる。自己満足ではいけな

いよということも言いながらやってきました。 

お金をどうしようかという話もありました。

助けたり助けられたりだから、お互い様だよね、

といって始めたのですが、お年寄りのところへ

行ってみると、「 悪かったね」と言ってお菓子を

くれたり、ハンカチをくれたりと、いろいろな

ことが起こってくるのです。 

これはかえって負担になっているのではない

かということで、ボランティアさんたちと話し

合いをして、だったらお金をいただいた方が気

楽ではないか、ということになりました。 

最初 800円ぐらいがいいかなと思ったのです

が、最終的に 500円になって、お金をいただく

ようになりました。それで平成 23 年から平成

27年までの間に、いろいろな「 隊」が出来上がっ

ていきました。 

 かかわり隊」は生活上の困っていることを

支援する活動です。それができると、社協とし

てはまたニーズ調査を行います。他にどのよう

な課題があるのか。そこで出てきたニーズをも

とに つながり隊」も始まりました。 

民生委員さんから 月 1 回訪問するが、それ

だけでは足りない」という話があって、けれど

なかなか訪問回数を増やすことができない。特

に四賀の場合、隣から隣まですごく遠いところ
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があります。山と山とで向かい合って、対面で

 ヤッホー」といえば「 ヤッホー」と聞こえるか

もしれない。でも、そこへ行くには山道を行か

なければいけないところも多い。 

そこを何とかしたいということで、固定電話

を使いながら安否確認をする つながり隊」を

作りました。そうやって、都度ニーズ調査を行

いながら、様々な 隊」が出来ていきました。 

そして、そうしたことを何年も続けるうちに、

やはり私も退職をしまして、色々な人と話をし

ていく中で考えました。 

80歳以上の介護予防的なものは、社会福祉協

議会でも色々なサービスを設けています。でも、

その手前の方、70 代後半から 80 代にかけての

方たちの行く場所が無かったのです。 

そこへ来てコロナが始まりました。コロナに

なると、どこにも出られない、人と会わない、喋

らない。そういう状況を把握する中で、これは

何とかその人たちが来られる場所を作って、生

きがいを持った生活ができるようにしたいなと

思っていました。その中で出てきたニーズを社

会福祉協議会なり、色々な専門職なりにつなげ

ることが大事ではないかということで、令和４

年に ふくふく亭エル」を立ち上げました。 

先ほど言いましたように、ひとり暮らしで昼

間一人で過ごしている方、また、老々で過ごし

ている方は、なかなか人と会えない。保健師さ

んなどと話していると、一人で居ると精神的に

具合が悪くなってくるよね。いくら病気がなく

ても、気持ち的に落ち込んでしまうよね、とい

う話になります。そこを何とか解決したいなっ

て思い、その人が出向いてこられるような場所

を考えました。 

最初、公民館でやろうかなと思ったのですが、

公民館では色々な行事をやっていますので、そ

こで毎週毎週やるというのは、かえって迷惑に

なるのではないか。そこへたまたま社会福祉協

議会が持っている ふくふくの家」というのが

あったものですから、そこをお借りして ふく

ふく亭エル」という名前を付けてやっていくこ

とにしました。 

最初は「 ふくふく亭」だったのです。でもある

方から、もっといい名前にしたらいいじゃない

かという声が上がって、 友人をエル」 良きご

縁をエル」 絆をエル」など、色々な意味を込め

た エル」という名前を付けました。 

始めてみると、住民の皆さんが 場所が分か

らなくていけないから」と言って、看板を作っ

てくれるなど、色々な協力があって進められて

います。 

スタッフについても、賛同してくださる皆さ

んがいて、看護婦さんであったり、元社会福祉

協議会の職員であったり、ケアマネさんであっ

たりと、色々な方が「 私、何か協力できるよ」と

いって集まってきて、今は８名で対応していま

す。 

皆さんが安心して来られる場所づくりという

ことで、守秘義務を守りながら、もし何か相談

があって、これを誰かに伝えなきゃいけないな

ということがあっても、勝手にやるのではなく、

本人の了解を得てから進めています。 

また、利用した方が、エルに来てよかったな、

ここに来てあの人と会えてよかったな、話がで

きてよかったなという満足感を得て、「 また来た

いな」と思える場所にしたいと思ってやってい

ます。 

スタッフは常に反省会を行い、今日はどう

だった、これはもっとこうやってやればよかっ

たんじゃないか、あの人ちょっと最近元気がな

いよね、ちょっと顔色悪いよね、だったらどう

しようかねといったことを、保健師さんや、包

括支援員さんや、色々なところに相談しながら

進めていく。私たちが何か解決しようではなく

て、私たちは専門職につなげていく。 

四賀は色々な方が協力してくださる。行政も

包括も保健師も社協も公民館もみんな色々な方

230027
タイプライターテキスト
６



が協力しているからこそ、このエルがうまく成

り立っていて、皆さんに本当に安心して来てい

ただいているということは、つくづく感じてい

ます。 

表「（32ページ）を作ってみたのです。時間も

ありますので長くは話せませんが、一つにまと

めてみました。資料にありますのでご覧いただ

きたいと思います。 

来ているメンバーは、コーヒーを入れたり、

手作りのお菓子を作ったり。若い人も結構お見

えになります。ここで対応するようになって、

すごくいいなと思ったのが、最初来たときはこ

の人が元気ないな、暗い顔しているなという人

が、２回ぐらい来るともうニコニコした顔で

帰っていくのです。その笑顔を見ると、やって

よかったなと思うし、無口だった方が何かの会

話の中に入ってくる、自分のことを少しずつ話

してくれるということができてきているなと

思っています。 

色々な方が色々な話をしますが、ある時、テ

レビ番組の話が出たのです。 いつも何してる

の？」 私、テレビ見てるよ。10時過ぎにサスペ

ンスものをやるのよね」「 面白いよね」という話

になって、そのうちにある人が「 私、いつも途中

で寝てしまって、誰が犯人か最後分からなくな

るんだよね」って。 

でも、２回目に来たときには 私寝なくなっ

た。あの話を一緒にするには、やっぱり寝てい

られないんだよね」と。ここへ来ることで周囲

の話題に引き込まれていって、 昼間は寝ないで

これを見よう。話の中に入っていこう」となる

のです。 

それから、四賀に泥棒が入った話も出たので

す。 どうしたら回避できるか」 回避はできな

いよね」 あの人はお金を出したから助かった」

と。「 私たちも少しお金を用意しておいた方がい

いのではないか」とか、 いくら封筒に入れてお

いたほうがいい」とか言って、そのような話題

で盛り上がりながらも、どうしたら安全に暮ら

せるかという話もしていくわけですね。 

だから、そこに来ることによって自分が今ま

で知らなかった情報を得る。行政がどんなこと

をやっているのか、社協がどんなサービスを

やっているのかを知ることができるという点は、

すごく大事だなと思っています。 

エルに来ているメンバーたちが、今地域の中

で何が問題なのか、何が課題なのかを話しあう

中で、災害の話になったのです。私たちはどこ

に逃げたらいいのか、何を持って逃げたらいい

のか、そういったことについて話し合いをする

ことになりました。 

エルに来ているメンバー、そしてそのメン

バーが知り合いを連れてきて、約 60名の方が集

まりました。四賀は４つの地区が合併してでき

ていますので、４つに分かれて話し合いを行い

ました。地元の議員さんも参加して、そこで出

た話やアイデアは、市の方にもつなげました。 

だから、エルでやっていることは、エルだけ

でやっているのではなくて、本当に色々なとこ

ろにつなげながらやっている。ここはそういっ

た場所にしようと思いながらやっています。 

時間が過ぎましたが、発表は以上です。 

 

（向井氏） 

山岸さん、ありがとうございました。 

少子高齢化の中で、誰もが困りごとを抱えや

すい社会になってきているように思います。そ

うした中で、誰かのために何かをしたいという

思いを引き出しながら、互いに助け合い、支え

合うような住民参加型の福祉サービスを創り出

していく、そういった実践だったかと思います。 

もっともっと 山岸節」を聞きたいところで

すが、また後ほど時間を設けますので、その際

に話し足りなかったことをお聞かせいただけれ

ばありがたいです。 

それでは続いて、島高松町会の髙山さんから
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ご報告いただきましょう。 

 

 

２ 島高松町会未来づくり検討会 
 

（髙山拓郎氏） 

島高松町会の髙山です。よろしくお願いいた

します。 

島高松町会の紹介はスライドの１ページ目

（35ページ）にあります。現在、会員戸数は 533

戸ということでありますが、アパート入居者の

多くは非会員です。非会員でアパートの方は

250 戸ほど。もちろんアパートの方でも町会に

入っている方はたくさんいらっしゃいます。 

戸建ての住宅は 360戸くらいです。人口全体

としては 1,469 人という数字ではありますが、

約 1,500 人の方が毎日暮らしていらっしゃるか

と思います。 

この写真「（36ページ）は、町内の公民館など

の取組みの様子です。真ん中辺りにありますの

が、各組ごとの安否確認の取組みで、安否確認

避難行動訓練というものを毎年行っています。 

真ん中が各組に集まった状況で、左はそれが

終わったあとに総合防災訓練をやったり、ある

いは町会の話し合いを行ったりという状況を写

真で示しています。 

今日は 未来づくり検討会」について喋って

ほしいと言われましたので、ここ（36 ページ）

に経過を書いています。 

私も町会長になって、これで丸５年を過ぎよ

うとしていますが、ちょうどコロナの真っ盛り

の頃に町会長を引き受けました。 

その当時といえば、皆さんも一緒かと思いま

すが、主な会議があるだけで、それ以外はほと

んどなかった。 

基本的に今までやってきたこと、今できてい

ることを大切にしていくということは大事です

が、今できないことを嘆いても仕方ない。でき

ないことに目をつぶらないというのが一つの考

え方と言いますが、開き直ったような気分でス

タートをしたわけです。 

無関心を装うということが実に当たり前に

なっている世の中を何とかしなければと思った

ことも事実ですが、一番はやはり、お互い何を

しているか分からない、町会が何をしているか

も分からない。町会費は払っているけれど、総

会にも行かない。委任状で終わりというような

実態があるわけです。そして、隣組は単なる回

覧の手段でしかない。これを何とか思いました。 

具体的にどうしていいかというのがあったわ

けではありませんでしたが、たまたま松本市地

域づくりセンター強化モデル事業というのが、

令和３年、私が町会長になって２年目の年に、

島内地区をモデル地区としてスタートしました。 

さらに、島内地区でこのモデル事業をどうし

ようかというときに、町会連合会の中で防災を

中心にやったらどうかという話がありました。

そこで手挙げ方式でやろうということになって、

なぜかすぐに手を挙げてしまい、 後先考えず」

と言われたのが、思い出として残っています。 

そんなことがスタートでしたが、せっかくや

るのだから、みんなが参加する形でどう進める

かという中で、モデル常会事業として、一つひ

とつの常会できちっとやっていこうということ

になりました。 

５つの常会がありますが、最初の年は一つ、

次の年は二つ、最後の年に二つ、３年間かけて

全ての常会をモデル常会に位置づけて、隣組の

皆さんで、安否確認と避難行動計画を作っても

らうということをやったわけです。 

今まで隣組で動くということがまったくな

かったところでやったので、最初の年は戸惑い

の声もありましたが、それが徐々に徐々に広

がって、来年はうちの常会にも来るのかなとい

うことも分かるようになってきました。 

あとで申しあげますが、「 町会だより」を最初

の令和２年の９月頃からスタートさせて、毎月
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毎月、こんなことがありました、こんな会議が

ありました、役員会でこんなこと決まりました、

ということを回覧で回しました。それもあって、

新年度初めの組長の皆さんに集まっていただく

会議でも、 こんなことやって何になるんだ」と

か「 大変だとからやりきれない」とか「 忙しい」

とかいう声は、ほとんどありませんでした。 

そこ「（36ページ）に経過が書いてありますが、

そういうことをやりながら、安否確認について

はこれで５年目が終わって動き出していますけ

れども、常会長の一番の悩みはやはり役員選出

であります。 

町会長だとか、副長会長だとかは、うちの町

会の場合、全体の中から一本釣みたいにされて、

玄関に大勢の方がお見えになって、「 うん」と言

うまで帰らないというのが実態です。私もかつ

てそういうことをやっていましたので、これは

大変なことだなと思いました。 

しかし、常会長たちにしてみると、常会の中

の役員を決めるために、数で攻めていくわけに

はいかない部分があって、大変な場面がいっぱ

い出てくるわけです。そういった常会長の悩み

をしみじみ語られまして、 よし、それじゃあ何

とかしよう」ということで、この「 未来作り検討

会」というところに至ったわけです。 

検討会に入るのは、町会の役員あるいは常会

長、それからそれぞれの立場の皆さんで、それ

ほど驚くような構成でやっているわけではあり

ません。全体で 40名という構成です。 

最初は分科会形式でやろうかなとか、色々悩

みましたが、分科会形式でやっても、一つにま

とめていくのに非常にパワーが必要だなと思い

まして、 よし、みんなまとめてひとつの会議で

やってしまえ」ということでスタートしました。 

実はこれも単純にスタートしたということで

はなくて、課題を町会の中にきちんと落として

いくという作業をしてきたつもりです。それか

ら「 来年はこういうことやりますよ」と、令和６

年の通常総会に課題をいくつも提起してきたと

いうこともあります。 

それを実践するのにどうしようかということ

を考え、「 未来づくり」という名前にして、未来

を何とかいいものにしたいということで、未来

づくり検討会をスタートしました。 

ただ、難しい話をしていてもいけない。私は

町会活動のハードルが高いのではないかと感じ

ています。そういう意味で、町会活動のハード

ルをどう下げるかということからスタートしな

いといけない。 

それは命に関わる防災のこと。自分の命をど

うするのか、隣の人の命をどうするかというこ

とが、最もハードルが低いのではないかと考え

たわけです。そういうことで進めてきて、町会

の中には、色々なことをお互いに話し合う雰囲

気が出てきているのではないかと感じています。 

そもそも、新興住宅といわれる団地ができて

からもう 30年になりますから、いつまでも新興

ということではないのですが、同じ組の中でも

どんな方がいるのか、名前は知っていても会っ

たことも見たこともないというのが、多くの組

の皆さんの感想です。 

今回の防災の取組みを機会に、「 こういう方が

いるのだ」とか「 仲良しになれた」とか、そうい

う感想が寄せられるようになって、それもよ

かったかなと思っています。 

そういう土台の上で、未来をどうしようかと

いうことで、色々と欲張ってここに６点を挙げ

ています「（37ページ）。すべて大変なことです。 

２番目にあります財政については、昨年の総

会で 町会の繰越金が少ないけれど大丈夫か」

という意見が出ました。繰越金がないと３～５

月くらいの支払いに汲々とするわけですね。こ

のままではいけない、町会財政をどうするか。

自分だけで悩んでも仕方がないので、みんなに

悩みを分け与えてあげましょうということで、

町会財政についても取り組むことにしました。 
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それから４番目の交通弱者対策です。昔はバ

スが豊科・穂高の方へ 15分から 20分に一本ず

つ走っていました。大糸線の島高松駅はありま

すが、１時間に一本から少ないときは２時間に

一本で、そこまで歩いていかなければいけない。

駅から１キロとか 500m とか何か基準もあるよ

うですが、 本当にそこまで歩いていくのか？」

という話にもなると思います。 

スケジュールはここ「（38ページ）にあるとお

り、昨年の 10月から正式にスタートして、この

あと２月 24 日に話し合いがありますが、10 月

11月は役員選出について、１月は財政について、

２月は４月分を一緒にして交通弱者のあり方と

助け合い活動について。ゴミ出しと雪かきです

ね。今年は雪がなくて幸いですけれども。そん

なスケジュールで８月に全てをまとめたいと考

えています。 

課題についてはここにあるとおりで、たぶん

皆さんの町会で抱えている課題と同じかと思い

ます。 

話し合いの方式ですが、単に 意見あります

か」という一方通行にしてはいけない。双方向

の話し合いをやった方がお互いに経験値も上が

るだろうということで、課題別の４つのグルー

プに分けて、時間を決めてぐるぐる回って歩く

というワールドカフェ方式をやってみました。

これは非常に皆さんが楽しそうにやっていらっ

しゃったのが印象的です。 

先ほども言いましたが、言葉をお互いに重ね

ていくことでハードルを低くしながら、分かり

やすい言葉で、分かりやすい課題を作っていく。

これを一番大事にしていきたいと思いながら

やってきているところです。 

まだまだ大きな成果が上がっているわけでは

なく、「 さあ、ここまでやってきたが、あとどう

したらいいのだろう」という、悩みもまだあり

ます。 

先ほども少し触れましたが、令和２年の９月

１日号から毎月１回、Ａ４の両面で 町会だよ

り」を出しています。これはあえて回覧にして

います。一戸一戸配ると、多分そのまま押入れ

の不要広告へ捨てられてしまって終わりだなと

思い、「 みんなで読んでくださいね」という意味

で回覧にしました。 

役員会の様子だったり、行事の様子だったり、

写真を交えながら、書くのも編集するのも印刷

するのも町会長です。ということで今はやって

いますが、これはまた体制が変われば考え方も

変わるし、デジタル化もスタートしていますの

で、別のやり方もあるのかなと。 

町会だよりには、島高松町会のシンボルマー

クを入れて、皆さん町会員ですよということを

きちんと分かるようにもしてきたつもりです。 

最後のところにもあるとおり、いつも町会の

皆さんにも言っているのですが、 こんな町会に

なりたいね」と、みんなで声をかけていくこと

が大事だと思います。 

用事だけ済んだら、伝えることだけ伝えたら

おしまいの会議ではなくて、「 オラが町会」を意

識してもらうために、「 こんな町会になりたいね」

 みんなで動いていきましょう」ということを

言ってきました。 

一番は、参加してよかったと思える機会をた

くさん作ること。先ほども言いましたが、会議

はとにかく細かい資料を出してきて、よく分か

らないし、つまらない。「 けど、義理だで行くわ」

という人が多いわけですが、やっぱり 行って

面白かった」という機会をどうやって作ってい

くか。 

簡単ではないですけども、少しずつ少しずつ、

そんな雰囲気を作っていければいいかなと思い

ますし、みんなで動き回れるように、みんなを

励ましながら町会づくりができれば、なおいい

ということです。 

そして最後に、先ほども山岸さんのお話にも

あったのですけれども、お互いが「 助けて」と心
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の底から言えるかどうかというところは、町会

の肝だと思っています。 助けて」と言える町会

づくりに取り組み、「 オラが町会」を目指したい

と思っています。 

ちょっと尻切れトンボのお話で聞き苦しかっ

たと思いますけれども、以上で私の報告とさせ

ていただきます。ありがとうございました。 

 

（向井氏） 

髙山さんありがとうございました。 

町会は地縁組織の代表的な例だと思います。

そうした地域の中での人と人とのつながりが、

この松本、信州といえどもすごく希薄化してき

ている現状があるように思います。 

その中で、どのようにすれば町会に対する無

関心さを乗り越えるか、そうした色々なチャレ

ンジ、町会改革といえるような取組みをご報告

いただいたかと思います。どうもありがとうご

ざいました。 

続いて、国型のコミュニティスクールという

形で取り組んでおられる大野川小学校のコミュ

ニティスクールにて、地域学校協働本部活動推

進委員をされている相馬さんからご報告いただ

きます。よろしくお願いします。 

 

 

３ 大野川小中学校コミュニティスクール 
 

(相馬蕗子氏) 

大野川小中学校のコミュニティスクールコー

ディネーターをしております相馬蕗子です。よ

ろしくお願いします。 

初めに、このコミュニティスクールのコー

ディネーターという肩書きですが、最初いただ

いた正式名称が大野川小中学校地域学校協働本

部活動推進員という長い名前でして、これを覚

えるまでに時間がかかりました。やっと覚えま

したが、今２年目になります。 

私が大野川区、乗鞍の地域に移住してきたの

が 10 年前です。元々、小学校や保育園、幼稚園

で働いていて、子どもに関わる仕事を一通り

やってきました。 

乗鞍の魅力は圧倒的な大自然です。自然に癒

されるし、私は人がいっぱいいるところが苦手

なので、一人になれる時間が作れるというのが

最大の魅力で、気づいたら 10 年住んでいました。 

そうした中で、子どもと関わることをやりた

い、子どもと自然の中で過ごしたいという思い

から、「 自然保育」というのを立ち上げたのです

が、その活動も見ていただいた中で、このコミュ

ニティスクールのコーディネーターという仕事

をいただけたのかなと思っています。 

地域づくりでは、移住推進の活動にも関わっ

ていますが、初めに結論から言うと、地域づく

りで一番大切だと思うことは、やはり連携する

ことです。色々な立場の人たちが集まって、学

校や地域、行政、保護者・家庭の皆さんが、コ

ミュニケーションを取っていくことが一番大事

だなと思いました。 

そのためには、それぞれが受身ではなくて主

体的に動くことが大切で、皆さんが主体的に動

く中で、話し合いを重ねる。そして意見を出し

合うだけでなく、決定していくことで進んでい

く。そこで課題が共有されるので、それもすご

く大切なことかなと思いました。 

具体的にお話したいと思いますが、この大野

川小中学校のコミュニティスクールは、2023 年

４月に、松本市では初めて導入となる国型のコ

ミュニティスクールとして開始されました。 

コーディネーターの業務としては、委託料を

いただいて、その中で予算を執行したり、学校

の授業の中で先生方から こういう地域の講師

の方いないかな」という要望をいただいて、地

域の方を紹介したり、私の方から、 地域にこう

いうことできる人いますけど、学校の授業で子

どもたちにどうですか」といった紹介もしてい

ます。 
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あとは行事の企画などもしていますが、コー

ディネーターをやっていると、地域の人は学校

の中のことをあまり知らないのだなということ

を感じます。学校に来るのはやはり保護者が多

い。地域の講師になれば学校に入ることはでき

ますが、なかなか敷居が高い場所なのだと思い

ます。 

地域の人たちがもっと気軽に学校の中に入れ

る仕組みを作りたいなと思い、例えば、「 おやき

作り」を子どもたちだけでやるのではなく、地

域の人も一緒に作りませんか、というような行

事を企画しました。 

コミュニティスクールの中では、学校運営協

議会という会議体がありまして、ＰＴＡの役員、

町会長、地域の団体、地域づくりセンターや公

民館の方、そして学校の職員という構成で会議

が行われています。 

会議の内容ですが、昨年度、今年度と主に話

し合われてきたのは、学校登山についてです。

これに一番時間を費やしてきたかなと思います。 

学校登山は、今まで２年に１回行われてきた

のですが、学校として運営していくことが難し

い。学校の先生方にも登山をやる方が少なく

なってきて、危険も伴う行事を学校の先生で企

画していくということが難しく、存続が困難と

いうところで、話し合いが行われました。 

学校登山は、お隣の安曇中学校と一緒に合同

で行っていて、一番難しいといわれている奥穂

高岳に登っているのですが、頂上まではかなり

厳しいので、頂上に行けなくても、途中の涸沢

ヒュッテまで行けばよいのではないか、という

のが学校からの意見でした。 

でも、地域の人からすると 行くからには頂

上を目指してほしい」 登頂してほしい」 頂上

に登ってこそ分かるもの、感じるものがある」

という意見がありまして、地域の人の思いと保

護者の方の思いと、それから学校の思いと、そ

こですり合わせができたのかなと思います。 

学校としては存続が難しく、どうしようかと

いうところでしたが、せっかく地域と学校とつ

ながる組織としてコミュニティスクールがある

ので、来年度からはそこで登山の運営をしてい

こうという形で今進んでいます。 

まだ色々と課題はあります。 

学校の運動会を町会の運動会と一緒に行って

いるのですが、地域の人も保護者も一緒に参加

していて、 あの音響設備、すごく音が悪いね」

という話が出ました。 

学校だけで購入するのは予算的にも厳しい。

だったら町会や観光協会でも使用する機会があ

るので、共同で購入して共同で使えるようにし

たらどうかという話になり、学校だけでなく、

地域のつながりによって課題解決ができて、す

ごいなと思いました。 

あとは、中学生が総合的な学習としての地域

の課題に取り組むということをしています。そ

こでも地域と学校をつなぎ、地域の人は今どん

な課題に直面していて、どんな活動をしている

のだろうということで、地域の協議会に中学生

が参加したり、中学生の総合の学習で地域の人

が一緒に課題解決に向けてやっていこうという

ような動きをしたりしています。 

また、松本市全体でもそうですが、部活動の

地域移行の課題があると思います。地域移行の

話が出たとき、ここ「（安曇地区）ならではの登山

やアウトドアとかに親しんでほしい、自分はガ

イドをしているので、登山クラブやアウトドア

クラブをやりたいのだけれどどうですか、とい

うような地域の方からの発信がありました。 

あとコミュニティスクールと別にもう一つ、

同じ 2023年から始まった制度で、松本デュアル

スクールという制度があります。この制度は、

都会から住民票を移さずに松本市内の学校に通

学できる制度ですが、これも大野川で積極的な

受入れをしています。 

大野川小「・中学校合わせて 30名ほどの小規模
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な学校です。先ほど山岸さんのお話にもあった

ように、大野川区も高齢化、少子化、人口減少が

問題になっているのですが、地域の方にとって

は、この学校というのは無くしたくない、無く

なっては困るという存在です。数年前、お隣の

安曇と奈川と一緒になるといような話もあった

のですが、やはり乗鞍の人たちは、「 自分たちの

学校を残したい」という思いが強かったと聞い

ています。 

実績としては、昨年度は４家庭、そして今年

度は６家庭７名が、まさに今、冬の時期に利用

しています。 

課題として、この制度は１ヶ月から１年の受

入れのため中期滞在になるのですが、その受入

れ住宅が少ないということがあります。現状、

シェアハウスや宿泊施設を利用していますが、

一戸建てやアパートといった家族向けの住宅が

無いというところが課題です。 

まだ始まって２年ですけれども、地域の住宅

問題の解決や受入れ体制の整備など、教育委員

会や学校と連携していかないとやっていけない

制度なので、週１回くらい連絡を取り合って、

どうしようかという話をしながら、探りながら

やっています。 

まとめると、地域づくりというのは一人では

できなくて、だからやはり連携が必要なのだと

思います。そしてそれぞれが主体的に動いて、

自分ごととして捉えることが大切だと思います。 

学校運営協議会で、なぜこんなに活発に意見

が出るのだろうということを考えたときに、

様々な立場の人が集まっていますが、それぞれ

がやらされているというような感じではなくて、

皆さんが対等な立場で これやったらどう？」

 こうしたらいいんじゃない？」ということい

うことを、対等に話せるのがいいのかなと。あ

とは、「 こうしたいんだよね」という希望、熱量

がすごくあるなと感じています。 

最後に個人的に感じていることですが、一つ

のことにとらわれすぎず、選択肢の一つになる

ということ。人口が減少しているから移住を推

進しようというような意気込みも必要ですが、

今は全国的にどの地域でも人口減少はあると思

うので、移住だけでなく こんな素敵な場所あ

るんだけど、滞在してみない？」とか、「 こんな

関わり方あるんだけど、１日でも２日でも一緒

に作業してみない？」とか、移住までつながら

なくても、気軽に選択肢の一つになればいいな

と思います。そして、この少人数の良さやメリッ

トを感じてもらえたらなというのもあります。 

私が一番大切にしていることなのですが、子

どものためにと思うと、どうしても自分を置き

去りにしてしまうのですが、やっぱり大人が楽

しんでいる姿を子どもに見せることが、子ども

も大人も幸せになる近道ではないかなと感じて

います。 

簡単ですが以上になります。ありがとうござ

いました。 

 

（向井氏） 

大野川小中学校のコミュニティスクールとい

うことで、相馬さんの話からは、地域に学校が

あることの意味というものを、すごく強く感じ

ました。 

子どもたちを核としながら、地域の人たちが

協働し、そこである意味、子どもを核とした地

域づくりが生まれていると。そうした地域と学

校との協働を推進する核としてコミュニティス

クールが機能していて、協働を促進する役割と

しての相馬さんのコーディネートというものを

強く感じた次第です。どうもありがとうござい

ました。 

 

【ディスカッション】 

４ 地域に対する問題意識 
 

(向井氏) 

三つの報告を受けて、それぞれの共通点や意
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義を少し深めていく時間を 30 分程度取れたら

と思います。その後、フロアも交えて質疑とい

う形で進めていきたいと思いますのでよろしく

お願いします。 

それではまず一つ目ですね。お三方ともすご

く魅力的な実践をされてきたと思うのですが、

その活動をする前提として、やはり地域に対す

る問題意識、危機意識があったことが活動の大

事な出発点だったのではないかと思います。 

それは山岸さんでいえば、困りごとといった

中身であり、髙山さんでいえば、町会の課題で

すね。相馬さんは、魅力っていうことも含めて、

大野川区の魅力や課題ということについてどう

考えられてきたのか、お三方からそれぞれお話

いただければと思います。 

では山岸さんからお願いします。 

 

（山岸氏） 

困りごとは、色々なところから おばあちゃ

ん、今まで元気だったのにできなくなった」と

いうことがたくさん出てきた。 

最初は、隣近所で助け合いができればいいな

と思っていたのだけれども、隣近所も同じよう

に年を取ってくる。若い人がいるから若い人に

頼めばいいと思っても、若い人たちは朝早く勤

めに行って帰りが遅くなってしまう。土日なら

いいかなと思うと、子どものクラブとか習い事

とかでなかなかできない。 

お年寄りは、そういう状況が分かっているの

で、もう少し我慢しよう、もうちょっと待って

みようとなる。結局、お年寄りも限界まで我慢

した末にお願いしていることなので、やっぱり

早くやってあげた方がいいのではないか気持ち

もあるけど、やはり隣近所で遠慮している部分

がある。 

そういうことを知った中でも、せっかく住民

同士の支え合いを大事にしていきたい四賀なの

で、この地域ではできないかもしれない、でも

隣の地域にだったら、もしかしたらできる人が

いるかもしれない、というところまで考えを伸

ばしていく。 

そういうふうにして、その人を支える活動が

できたらいいなということで、色々な「 隊」がで

きたのです。どうしたらこの人が今日一日良

かったと思える生活ができるかを考えて、そこ

の地域だけに限らず、違う地域に持っていった

ということですね。 

 

（向井氏） 

ありがとうございます。髙山さん、お願いし

ます。 

 

（髙山氏） 

特に働き手の皆さんというのは 夜だけ町会

員」みたいな、夜と土日は町会員という感じな

のでしょうけど、高齢社会にあって、かつて壮

年期に土地を買って住宅を建てた人も、ほぼリ

タイヤして地域に戻ってきている方は多いと思

います。 

ただ、そういう方たちがまだまだ町会のこと

にあまり直接タッチしてない。やっても組長だ

けだね、時々安協とか回ってくるよねという程

度の話です。それもとっても大事なのですが、

やはりどうしても町会活動の 表面積」が増え

ていかない、という気がしています。 

（写真「 左「・山岸氏、中「・髙山氏、右「・相馬氏） 
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自分もやってみて分かったことがいっぱいあ

りますが、もっとみんなが関わることで、例え

ば、島高松の上に町会活動というネットがある

のだとしたら、そのネットがどんどん細かく

なっていくということが本当はいいのだろうけ

れども、それがなかなかそうならなくて、じれっ

たい思いをしているところです。 

でも、僕らにも見えない部分、町会の役員やっ

ていても見えない部分がたくさんあって、先ほ

ども少し触れましたが、安否確認避難行動計画

を作るということだけでも、助けなければいけ

ない人はどこの家に何人いて、状況はどうなの

かというところまで入っていかないと、 命の見

える化」にはならないと思うのです。 

ですから、僕らの見えない部分で色々なこと

が起きているのだろうなと、楽観的に捉えるこ

とも大事かなと思っています。 

リアクションがなかなか見えないこともあり

ますが、ただ、安否確認避難行動計画で訓練を

すると、参加戸数で見ると、８割くらいの会員

は参加してくれます。できるだけ大勢、家族も

参加してくださいという呼びかけもしています

が、去年の 11月に行ったときは、町会員の 50%

の方が公園や四つ角に集まって確認をしました。 

それから、寝たきりの方もいるお宅は、誰と

誰が誰を助けるということまで決めて落とし込

んであります。それがいざとなると動くかどう

かという不安はありますけれども、それが一つ

の安心感であり、先ほど言った町会に張り巡ら

されているネットが、細かくなってきつつある

ということかなと思っています。 

 

（向井氏） 

ありがとうございます。相馬さん、いかがで

すか。 

 

（相馬氏） 

魅力と合わせてということなので、初めに魅

力をお話すると、自然が豊かで、私もそこに惹

かれて移住をしたのですが、不便なことも多い

のです。というのは病院がなかったり、スーパー

がなかったり、コンビニも電車もありません。 

それをあげたらきりがなくて不便なことだら

けですけれど、逆に私はないことで、それに頼

らない暮らしができる。自分で考えて無いもの

は作るというスタンスでやっていけるので、す

ごく心も豊かになるし、楽しいというところで、

私も 10年住み続けているのかなと思います。 

話し合いというところでいうと、積極的に動

く、自分から「 これやりたい」 やろうよ」と言っ

て、人を巻き込んでいく力がすごいというか、

積極的に動く人たちが多いなというのを感じて

います。 

課題でいうと、デュアルスクール制度もそう

なのですが、行政主体でいくと、どうしても住

民は受身になってしまう。うまく伝えていくこ

とが大切なのかなと思います。 

制度が始まることを受けて、私たちはどうな

るのかなと不安に思うことや、始まってからも

何をやっているのかが伝わらないと、不安や不

満になって、ネガティブな思いで憶測や噂が広

まってしまう。 

私自身は学校の中に入っているので様子が分

かり、やれることや苦労していることも見えま

すけれど、それを学校の中にいない地域の人た

ちや保護者にも伝えていく努力は、必要だなと

いうことを感じています。 

 

（向井氏） 

ありがとうございました。 

人口減少や高齢化が進んでいく中で、先ほど

の山岸さんのお話では、元気だったおじいちゃ

ん「・おばあちゃんが、交流がなくて元気なくなっ

ていったという話もありました。本当に命に関

わるような、行政だけでは支えきれない、切実

な課題というものが地域の中に山積しつつある
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というのは事実かと思います。 

一方、そうした中で、地域の中の助け合いと

いうことは非常に重要になってくるわけですが、

ある意味では、高齢化社会になり、今まで会社

人間だった人たちが地域に戻ってきている。高

齢化社会だからこそ、多様な人材が地域の中に

いるということもまた事実で、そうした人たち

が何か地域の中で活躍できるような機会を作っ

ていくということが潜在的に求められているの

ではないでしょうか。 

また、相馬さんのお話の中で、「 無いからこそ

作る」という話もありました。ただ受身になっ

てサービスを享受するのではなくて、自分たち

で、手作りで何かを作り上げるからこその楽し

さ、そうしたものをどのように分かち合ってい

くかがすごく大事になってきているということ

なのかなと、お話を聞かせていただきました。 

 

 

 

５ 「対話」することの意味 
 

(向井氏) 

続いて、本日のテーマの中で「 対話」というこ

とが掲げられていますが、この「 対話」というこ

とについて深めたいと思います。 

先ほど申しあげたような様々な課題が地域に

あって、何とかしなければいけないという状況

があるわけですが、そうした中で、多様な人た

ちが参加し、連携しながら「 対話」をしていくと

いうことを、お三方とも重視していたというの

が、すごく印象的でした。なぜこの「 対話」とい

うことが重要なのかということを考えてみたい

と思います。 

山岸さんのお話の中に、そもそも「 対話」につ

いてどのように考えているのかということにつ

いて、ヒントがあったように思います。 困りご

とはアンケートでは聞けないんだ」とか 対話

を通して困りごとは見えてくるんだ」という話

がありました。髙山さんのお話にもそのような

観点があったかと思います。 

ともすれば、人と人とやり取りをしながらや

るというのは、手間がかかるし、労力もいるし、

時間もかかると思われがちですが、なぜ皆さん

は「 対話」を重視しているのでしょうか。また、

そこに込められた 対話」ということの意味を

ご説明といただければと思います。 

この 対話」の意味について意識的に書かれ

ていらっしゃったのが山岸さんだったと思いま

す。山岸さんのいう「 対話」は、どういう意味で

書いたか教えていただけますか。 

 

（山岸氏） 

例えば、「 かかわり隊」もやりっぱなしではな

く、関わった人のところに再度訪問して どう

でしょうか？」と確認をしに行くのです。おじ

いちゃんならおじいちゃんのところに行って話

をして、「 どうですか？」「 うまくいってるよ」く

らいの感じで。 

そのうちに様子を見ていたら、庭に軽トラが

止まっていたのです。「 おじいちゃん、軽トラで

どこかへ買い物に行ったりするんだね」と言っ

たら、 こんなのただ置いてあるだけだわ」と。 

 鍵は子どもが持っていっちゃって、乗っちゃ

いけないって言われるから、ただ置いてあるだ

けだ」と。それで、どこにも行けないという話に

なって、「 じゃあ今まで車が使えたときは、どこ

へ行ったんですか」と聞いたら、「 友達とそばを

食べに行ったり、寿司を食べに行ったり、落語

を聞きに行ったことがあるな」というような世

間話をしていくのです。 

徐々に会話をしていくと、お蕎麦屋さんはど

こへ食べに行った、地域の誰と行ったといった

話がどんどん出てくる。「 多分あの人も車運転で

きなくなって、俺と同じだわ」と。 

それから こっちの部屋に上がってみろ」と

言われて行ってみると、「 このカレンダー、今は
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１、２個しか予定がないけれど、昔はびっしり

書いてあったんだ。それがどこも行けなくなる

と、このカレンダーには何も書くことがない。

テレビを見ていてもつまらない」と。 

そんな話をしていく中で、「 お買い物に行けな

いね」という話をしたら、 子どもがたまに来て

くれるし、「 かかわり隊』の人も食べ物を持って

きてくれるから何とかやっている。野菜も自分

でいっぱい作っているけれども、やっぱり温か

い弁当が食べたいな」という話になるのです。 

でも、農協だってコンビニだってあるから、

その弁当を買ってくればいいねと言うと そう

じゃない。俺は俺のために弁当を作ってほしい。

そういう弁当が食べたいんだ」という話なので

す。「 自分のために作ってくれると嬉しいですよ

ね」みたいな、そんな話をしてくる。 

何が言いたいかというと、何度も足を運ぶこ

とで関係性ができてくる。そうすると、今まで

の会話じゃなくて、もっと具体的になってくる

のです。自分はこんなことが困っていて、こう

なったらいいなとか。 

そういう具体的な話を社会福祉協議会に持ち

帰って、今こんなことが上がってきているのだ

けどどうしよう。温かいお弁当が食べたいって。

だったら、地域の人たちにお弁当づくりやりた

い人がいっぱいいるはずだよね。その人たちに

声かけてみようかな。やってくれそうな人に、

実はおじいちゃんたちから俺のために温かいお

弁当を作ってほしいといわれていると相談した

ら、 私、作ります」となったわけですよ。 

今もその活動はやっていて、大体平均 30個～

40個を作っています。弁当づくりに関わってい

る人は 15人くらいで、本当にみんな「 あの人の

ために弁当を作るね」みたいな感じで、食材も

なるべく地産地消にしようとか。 

そうすると配達する人が「 四賀で作った野菜」

だよと対話をしながら関係ができてくる。「 今度

ばあちゃん何食べたい？何がいい？」 ちょっと

こないだのはしょっぱかった？」といった話が

出てくる。 

そんなふうにして会話から対話になってきて、

そこで色々な本当の困りごとを拾うことができ

ると私は考えています。 

 

（向井氏） 

普通の会話だと、なかなか本音を話さない。

最初から自分自身の困りごとをペラペラと喋る

人なんていないですよね。 

 地域づくり」といったとき、確かに会議体

はあるけれども、そこで住民の人たちが本音の

思いを話しているかというと、必ずしもそうで

はない。 

山岸さんは、 会話」と「 対話」を分けて語っ

ていらっしゃいましたけど、そこでいう「 対話」

は、形式的な付き合いとしての会話ではなくて、

その人自身の本音の思いが引き出された、そう

した水準でお互いに双方向にやり取りするもの

を、 対話」と言っているのだなと思いました。 

つまり、その人自身がこうありたいというよ

うな、初めは 声ならぬ声」なわけですけれど

も、そうしたやり取りを重ねながら、自分自身

は本当に何を求めているか、それを一緒に探り

当てながら、それを掴み合い、さらに居場所や

配食事業のような形で具現化をしていく。 会話」

から「 対話」へ、そうしたアプローチを非常に大

事にしているなと思いました。 

それから、皆さん、山岸さんのお話にも引き

込まれましたよね。軽トラやカレンダーの話か

ら本音を引き出していく、山岸さんと地域の方

たちとのやり取りの深さみたいなものをすごく

感じましたが、そうしたところからその人の暮

らしの背景にある思いを探って、お互いに共有

していくということの大事さをすごく感じまし

た。 
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６ 課題を共有する仕掛け 
 

(向井氏) 

時間が迫っているので次に進めますが、そう

した「 対話」を促進するために、どうしたら「 対

話」が生まれるのかを少し考えてみたいと思い

ます。 

お三方の話の中では、そうした対話が生まれ

るような色々な仕掛けを作られていたように思

います。一つは、課題を共有していくこと。地域

の皆さんにはそれぞれに思いがあるわけですが、

それぞれの立場を超えて自分たちはこういった

ことに取り組んでいこうよというような、課題

を共有していくことを丁寧にされていたように

思います。 

異なる属性を持つ多様な意見を持つ人たちが、

共通に地域の中で課題を持つ、そうした仕掛け

はどうすれば作っていくことができるか、髙山

さん、お話しいただけますか。 

 

（髙山氏） 

山岸さんのお話に引き込まれて、ちょっと考

えている時間がなかったのですが、やはり、会

話をどのように対話にするか、それはとっても

大事なことだなと思っています。 

一方通行の言葉は、対話とも会話とも言わな

いのでしょうけれども、町会の中で 俺が言っ

たってさ」とか「 俺が喋ってもさ」という感覚を

お持ちの方が多いのは感じますよね。自分にも

そんなところがありまして、 どうせ俺が喋っ

たってさ。静かにして早く帰った方がみんなに

喜ばれる」というような、極論をいえばそうな

のです。 

防災の取組みにしても、組長の皆さんは、当

然戸惑いがあるわけですね。自分で好きで組長

をやっているわけではない。順番で今年組長だ

からという思いが本音の部分ではあると思いま

すが、その人たちをグループワークの中に投げ

込む、と言ったら失礼ですけれど、一緒に始め

ると、やっぱり組長の皆さんから色々な反応が

ある。 

あるいは、司会をしている人が「 それいいね」

とか、ポストイットに書いて貼り付けたりとか、

それをグルーピングしたりとか、そういう作業

をしながら、そこに一体感が生まれる。その経

験値が大事かなと感じました。 

それともう一つは、自分たちの心得として、

例えば、組長会議がありましたと。組長会議で

出た意見は、こういう意見ですということを、

また町会にフィードバックするというか、落と

し込んでいく。すると、もしかしたら、俺が言っ

たことがここに書かれている、ここにこんな反

応が出ている、ということを経験する。その繰

り返しが大事ではないでしょうか。 

普通、町会の会議で手を挙げて、理路整然と

物を言える人は、実はそんなにいないのです。

色々と思いがあって、ああしたらいいのに、こ

うしたらいいのに、自分ならこうやるのにと思

う人も多分いると思います。 

ですから、小さなグループで話すと意見がた

くさん出てきますが、それを主な意見でまとめ

るのではなくて、細かな意見も、こういう意見

がありましたということで、町会の役員が あ

あだね、こうだね」と書いていく作業を、この辺

の言葉で言えば ずく」を惜しんではいけない

と思っています。 

語れば何とかなるという経験をして、自分の

思いを言葉にして、その言葉を形にしていくプ

ロセスが、 

町会全体としてもエネルギーが出てくるのでは

ないかと感じています。 

 

（向井氏） 

ありがとうございます。すごく大事なことを

髙山さんがおっしゃってくださっていました。

なぜ一歩が踏み出せないのかと言ったときに、

自分自身の意見なんてたいしたことないという
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諦め感がすごく強くあるのではないかと。 

だから、そんなことを言葉に出しても、とい

う気持ちにならずに済むように、声を出すこと

が大事であると。声が発せられるとそれに賛同

してくれる人たちが地域の中にはいて、勇気を

持って声に出してみた。そうしたら、すごく共

感してくれる人がいたということがある。それ

で、実際にやってみた。そうしたら喜んでくれ

る人たちがいて。というような、そうした連鎖

を実際に「 見える化」してく中で、自分たちが関

わって、こんな町づくりがしたいんだよという

ことが共有されていく。 

その相手からの反応が自分自身にも帰ってく

ることで、その人自身の喜びにつながり、次の

行動へと連鎖していく。このような善意を回し

ていくような関係を作っていくためにも、一人

ひとりの持っている力にフォーカスを当てて、

みんなで共有していく。そうすることで諦めず

に済むような環境を意識的に作っていくことが

重要だなと思います。 

 

 

７ 「対話」が生まれる環境づくり 
 

(向井氏) 

もう一つお聞きしたいのですが、単にそうし

た会議の場や組織体があれば、対話が生まれる

というわけではないとすると、対話が生まれる

ための環境をどう作っていけばよいかというこ

とについて、ご示唆いただきいと思います。 

山岸さんでいえば ふくふく亭エル」という

みんなが集える場を作ってらっしゃる。髙山さ

んでいえば、双方向のやり取りができるような

ワールドカフェ方式のグループワークで、対話

が生まれるような意識的な場を作られている。

相馬さんでいえば、学校運営協議会を対話の場

にしようという努力があったと思います。 

いかなるような場であれば、人々が対話し、

諦めずに済むような期待を持てる場になるのか

ということです。なかなか難しい問いですね。

相馬さん、何かありますか。 

 

（相馬氏） 

今、髙山さんがおっしゃっていたように、自

分が勇気を出して声を上げたことが紹介されて

反映されると、自分やってよかったなって。自

分がやったことが認められているということが、

すごく大事だなと思いますが、やはり声を上げ

るのも大切だけれど、声を上げっぱなし、意見

の言いっぱなしではなくて、その場にいる人た

ちが聞くという姿勢。耳を傾けることが大事だ

なと思います。 

 

（向井氏） 

双方向にするということですね。 言う」。そ

して「 聞く」。そのような双方向のやり取りがあ

るような場であること。そしてその意見が受け

とめられる、そうした受容的な関係がある場で

あるからこそ、対話や具体的、協同的な活動が

生まれるのではないかと思います。 

 

 

８ つなぎ役として意識すること 
 

(向井氏) 

お三方は、そのような対話を促進するコー

ディネート的な役割を担われているのも特徴的

でした。つなぐ役割のことを髙山さんが つな

ぐ専門性」とおっしゃっていたかと思いますが、

それはすごく大事なことではないかと思います。 

多様な人たちをつなぎ、力を引き出していく、

そのような役割をお三方が担っているとするな

らば、どういったことを意識して取り組まれて

いるのでしょうか。 

 

（山岸氏） 

色々な人が集まると、色々な価値観や思いが

あります。だけど、この会議の目的は何か、何を
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質問しようと思って来ているのかということを

よく話をすることで、これを実現するにはどう

したらいいのかということを考えて、調整して

いかなければいけない。 

面倒なことがあると そんなの無理に決まっ

ている」 人がいないからできない」となりがち

ですが、そうではなくて、人がいないなら人を

どうやって集めたらいいのかというところから

話をしていく。そういう調整ですね。 

色々な意見があって、どれもこれも良い意見

でまとまらなかったら、 今年はこれをやりま

しょう」みたいにしています。でも、やはり色々

出た意見をなるべく実現できるように努力して

います。 

楽なことを考えたら楽なのです。でもそれっ

て面白くない。いろいろ考えて実現できたとき

の楽しさがあって、それをみんなに味わっても

らいたいなと。 

 

（髙山氏） 

自分もそうなのかもしれませんが、高みの見

物をする人を減らしたいと、いつも思っていま

す。何でもそうですが、ネガティブなことを言

うことは、とても楽なのです。 あれできてね

じゃねェか」 これ駄目じゃねェかい」 どうし

てあのときやってくれなんだだい」とかですね。

それはそれで対応する必要があるとは思います

けれども。 

以前、会議で一度やったのは、「 否定的な発言

はしないで、前向きな発言だけをしてください」

というやり方。そうやってやると、脳が温まる

というか、「 いいこと探し」をしようとする。そ

れを自分たちでやるためには、どういうプロセ

スが必要かというところに落とし込めれば、最

も良いことだなと思います。 

そういう意味では、ポストイットに書いても

らって貼り付けて、それをまた我々が集めて、

大変だけれどもパソコンに落としてグループ化

して、考え方はこうだねと整理していく、この

プロセスをしっかりやらないといけない。手抜

きしてしまうと「 まあいいわ、また次にやれば」

となってしまうので、大事なことはきちっとし

ておいた方がいいかなと思います。 

町会のハードルを下げるというのは、言った

意見に対してこう反応してくれたね、という経

験値をいくつ積み重ねていくか。やがてはその

人が役員の立場になったときに、またその繰り

返しをやってくれるかなと。そういう意味も込

めて、 未来づくり」と名付けたつもりです。 

 

（相馬氏） 

意見が色々と出てまとまらないとき、何か自

分の意見だけで押し通すとか一方的に決めると

か、そういったことではなく、コーディネーター

の役割は、結婚相談所みたいな感じだと思って

います。 

今でいうと、マッチングアプリかなと思って

いますが、双方の意見を聞いて、こちらはこう

いうことをしたい、あちらはこういうことした

い、こことここだったら上手くいくのではない

かとか、ここは困っているからあの人を呼べば

解決するではないかとか、そういう解決の糸口

を見つける役なのかなと思っています。 

自分も意見は言いますが、出過ぎず、受身に

なりすぎずという、バランスを保つことに気を

つけています。 

 

（向井氏） 

相馬さんから、結婚相談所やマッチングアプ

リにたとえた話がありました。相馬さんの立場

を考えると、学校教員としての経験もお持ちで、

また地域住民でもある。つまり学校教員のまな

ざしと地域住民のまなざしという二つの立場に

立てる。そうした役割を担える方なのだと思い

ました。 

ともすれば、物事の議事進行をするときに、

230027
タイプライターテキスト
20



自分自身の意見を絶対視してしまい、そこにい

かに誘導するかということに意識を向けがちで

すけども、それではよいコーディネートという

ものはできない。０か 100かではなくてお互い

の意見を調整しながら、色々な人たちが納得感

を持って前に進めていく。そうした調整をしな

がら進めていくことは大変さや面倒さはあるけ

れども、そのような進め方だからこそできる地

平というものもあると思います。 

相馬さんの発表の中で、学校登山の話があり

ましたが、これはすごく典型的な話です。危な

いから止めるという話だったら、 それまで。」

となってしまうわけです。 

しかし、地域住民の学校登山を大事にしたい

という思い、でも生徒たちが安全に登山をする

だけの支え手がいないという学校側の思い。そ

れぞれの思いを大事にしながら、どうすればそ

れぞれの思いが叶うのか。お互いの意見をすり

合わせ、調整をしながら、互いに「 ずく」を出し

合いながら、よりベターなやり方を、みんなで

手足を動かしながら考えていく、そういうプロ

セスだからこそできるものがあるのではないか。

そのような地域づくりの可能性を、お三方のお

話の中から見せていただけたかなと思います。 

 

９ 質疑応答 
 

(向井氏) 

それでは残り 30 分程となってしまいました

が、フロアにもお三方にお話を聞きたい方がい

らっしゃると思いますので、どなたか質問した

いという方がいましたら、手を挙げてご発言い

ただければと思います。いかがでしょうか？ 

 

（質問者①） 

私は、子どもたちの自然体験学習を 10年くら

いやっていて、その関係で割と地域に入ってい

るのですが、それと同時に、10年以上前から小

学校のコミュニティスクールに関わっています。 

当時の校長先生がすごく力を入れてくださっ

て、地域住民がたくさんクラブ活動にも応援に

入っていたのですが、コロナ禍で地域の人たち

が学校に入れなくなる、その間に引き継ぎがさ

れなくなってしまいました。 

先ほど相馬さんのお話の中で、学校のことを

地域の人が知らない、もっと地域の人に入って

きてもらいたいという話がありましたが、地域

からすると、逆に地域のことを学校が知らない、

もっと知ってもらいたいということを、公民館

長さんや地域の人とよく話をしてきました。 

それで、何年か前に市長さんや教育長さんと

直接お話をさせていただいたときに、どんどん

学校に入って、いいことを地域の人でやってく

ださいと言われたのですが、コロナ禍で 10年間

積み上げてきたものがゼロに戻った。振り出し

に戻ってしまったということをすごく実感して

います。 

またみんなで先生たちを応援できたらいいね

と、公民館長さんや地域の有志も学校に入りた

いと思っているのですが、学校にそれをお伝え

してもなかなか進まない。何回か話はしていま

すが、諦めつつあります。先生方も異動がある

ので、入れ替わりがあるとまったく以前のこと

を知らないということがあって、その辺をどう

したらいいか、アドバイスをいただけたらと思

います。よろしくお願いします。 

 

（向井氏） 

コロナ禍の中で色々な地域活動、コミュニ
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ティスクールも含めてですが、１回止まったも

のをもう一度動かしていくということの大変さ

があるように思います。そうした中で、学校と

地域との連携ができていないという現状に対し

て、アドバイスをいただきたいということなの

で、相馬さんいかがでしょうか。 

 

（相馬氏） 

10年以上活動されているということで、２年

も経ってない私が言うのもなんですが、改めて

コーディネーターの役割が重要だなということ

を思います。 

学校の先生たちは、やはり地域のことを知り

ません。なので、私の役割としてできることは、

学校の先生たちに地域を紹介することで、 休日

でも朝早くでもいいから、ここの山、綺麗なの

でこのスポットに行ってください」とか、「 ここ

の飲食店すごくいいですよ」とか、地域につい

て自分がいいと思ったこと、地域の人たちがい

いと思っていることを学校の先生に伝えていく

しかないなと思っています。 

学校の先生も２、３年で異動になるというと

ころがネックだとは思いますが、それはもう仕

方がないことなので、毎年毎年同じことでもい

いから伝えていくということをしていきたいな

と思っています。 

学校の先生たちは地域のことを知らないけれ

ども、知ろうとはしてくれているので、知り方

が分からないというところで分断されているの

だと思います。 

地域の人たちは地域の人たちで、子供たちの

ためにやりたいことをたくさん持っているので、

そこをつなげるという意味で、学校に入る敷居

を低くして、地域の人たちに入ってきてもらう。

学校の先生たちもそういうマインドになるよう

にするのが、私の役割だなと思っています。 

 

（質問者①） 

ありがとうございます。 

学校は、教頭先生や校長先生が窓口なので、

そこにお話をするのですが、そこで終わってい

ることが多くて、とても残念に思っています。 

例えばですけど、教育委員会から確実につな

げていく、引き継ぎをしていくということをし

てもらえたら、もしかしたら止まることなく、

話をつなげていかれるのかなと思っています。 

２ヶ月ぐらい前に小学校の先生とお話するこ

とがあって、「 実はこういうことしていたのです」

と言ったら、 全く知りませんでした」と言われ

ました。 

私も自分の子どもが在籍しているときは、

もっとコミュニケーションを取れたのですが、

もう成長して学校にはいませんので、今は地域

のおばあちゃんとして関わっています。もう少

し学校の方にはっきりした窓口があったらいい

なと思います。ありがとうございました。 

 

（向井氏） 

ありがとうございます。 

教員の多忙化という中で、どのように教員が

地域とつながっていけばいいのか、学校の先生

自体もなかなか見えない、地域のことが分から

ない部分が多々あるのかなと思います。 

でも、もちろん学校の先生たちは、子どもた

ちの成長を強く願っていて、その子どもたちを

大事に思う思いは共有できると思います。地域

と関わることで子どもたちがこんなに成長し、

変わるのだ、そのような姿をみんなで共有しな

がら、こういうふうに地域と関わっていけばい

いのかといった気付きを学校の先生たちと重ね

ていく、味方を増やしていくといったことが大

事なのかなと思いました。 

また、地域と関わりたくないと思っている教

員ばかりではないように思います。必ず心のあ

る教員は学校の中にいらっしゃいますので、そ

うした人たちをうまく発見して、手を取り合っ
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ていくことが大事かなと思います。 

学校には学校の事情、地域には地域の事情が

あるので、そうした両方の事情をよく見ながら

コミュニケーションを取っていく必要があるの

かなと思います。 

フロアから他にありますか。 

 

（質問者②） 

民生委員をやっています。夫は町会の町会長

です。よくあるパターンかもしれないですけれ

ども。 

髙山さんにお聞きしたいと思います。そもそ

も基本の基かもしれませんが、常会という言葉

がよく分かりません。私の町会には、組はあり

ますが常会というものがないので。時々聞くの

ですが、常会というものが何なのか。 

それから先ほどのお話の中で、審議会という

のがありました。これはうちの町会にはありま

せんので、審議会とは何なのか。 

学識経験者の方もいるようですが、そういう

方は自分の町会では、全然把握していません。

審議会とも関連するのかもしれませんが、学識

経験者はどのように選ばれているのか、その辺

のところも知りたいと思います。 

それから、未来づくり検討会では役員選出に

ついても議題になったようですが、それは決

まったのか決まってないのか、今まだ検討中な

のか、その辺ところもお聞きしたいと思います。 

 

（髙山氏） 

 常会」という言葉ですね、あまり馴染みが

ないとおっしゃいました。私も昔は、馴染みが

ない感じがしていたのですが、組が集まって常

会という、昔のからの古い言い方だと思います。 

私の子どもの頃、父親が今日は常会だと言っ

てよく出て行っては、酒飲んで帰ってきていま

した。「 何それ？」とは思っていましたが、その

意味は深くは分かりません。組が集まったもの

が常会ということです。 

うちは今、全部で 53組あって、それが一常会

から五常会の５つに分かれていて、それぞれに

常会長がいます。役員の話になりますが、細か

い役員は、常会で全て選出してきます。正副町

会長や正副公民館長という役は、全体の中から

役員選考委員会が編成されて、役員選考委員会

が選任して、それぞれにお願いをしに行きます。 

役員の選任については、未来作り検討会で２

回やったのですが、名案はないのです。ある常

会がやっている方針が提案されて、その内容は、

基本的に全ての役員は次の組、次の組と回して

いくやり方がいいのではないかということで、

それが現実的だね、という話になりました。 

今はもう 70 歳過ぎまでお仕事をされる時代

ですから、全体の中で選ぼうとすると、皆さん

 仕事をしているから無理だ」ということに

なって、なかなか受けてもらえません。常会の

中の安協や防犯、防災ですら受けてもらえない。 

ですから、それをとにかく今度はあなたの組

だから、今度はあなたの番だよということで回

していけば、次に組長をやる人は 自分がやる

んだ」という覚悟ができるので、突然回ってく

る感覚はないと思います。 

ただ、これで解決したとは思っていませんの

で、この８月くらいまでに各常会で話し合いを

して、自分たちなりのやり方を決めてくれとい

うのが結論です。町会全体でまとまった方針を

決められなかったというのが本音なところです

が、できるだけ各常会でやりやすいようにやっ

てもらうようにしました。 

それから、審議会は、言ってみれば牽制機能

を持った議会みたいなものですね。役員と、常

会から３人、五つ常会がありますから 15名の方

がいらっしゃいます。 

重要な事項については、町会規定で決まって

いますが、審議会の議を経なければならない事

項について、審議会が了とすればできるという
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仕掛けになっています。 

常会からは３人選出いただいていますが、１

人以上は女性でなければいけないという決まり

にもしてあります。そのため、比較的柔らかに

話は進むかなと思っています。 

学識経験者については、例えば町内で生活し

ている役所の職員や町会のことに造詣の深そう

な方もいらっしゃるので、そういう方に入って

いただいています。 

それから、地域づくりセンター長には入って

いただいています。島内地区の地域づくりセン

ター長はとっても頑張ってくれていて、いろん

な相談にも乗っていただいているし、話し合い

のファシリテーター役も上手ですし、島高松に

住んでもらって、町会長でも頼みたいと思って

いるくらいです。経験の豊かな人いうことでご

理解いただければと思います。 

また、審議会に入っている常会の人は、組長

とは限りません。たまたま、組長になる場合も

ありますが、組長は１年任期で、審議委員の任

期は２年です。審議会はそんなに頻繁ではなく

て、基本的には年 4回の開催です。 

 

（質問者③） 

町会長がなかなか決まらなくて困っています。 

一昨年、88世帯をＡブロック「・Ｂブロックに

分けて２年ごとに町会長をやるという輪番制を

組みました。今年４月からは町会長をＢブロッ

クの方から選出することになっています。 

Ｂブロックはマンションで、マンションの中

にある各組の組長が色々探してみたのですが、

そもそも組長をやってくれる人がいないから、

もう町会を抜けたいですみたいな話まで出てい

ます。そういう状況で、どうやったら町会長を

うまく選出できるか伺いたいです。 

 

（髙山氏） 

私もやり方を教えていただきたいです。 

うちはさっきも触れましたが、選考委員を各

常会から出してもらって、町会長、副町会長、公

民館長など、通称「 五役」と呼んでいますが、そ

れは全体から一本釣りで選出しています。その

方がいいのかもしれないです。 

 

（向井氏） 

今はすごく答えの見えにくい時代に入ってき

ているのかなと思います。世界の様々な制度だ

とか、社会のあり方が大きく変動していく中で、

これが確たる答えというものが見出しにくい。

町会のあり方もそうですし、役員選出も今まで

のやり方だとうまくいかない。そういう様々な

課題にぶち当たっているというような時代状況

なのかもしれません。 

そうした中で大事なのは、「 これが答えだ」と

いう正論を振りかざすのではなくて、みんなで

よりよい答えを見つけていくということが、す

ごく重要になってくるかと思います。 

誰もが諦めを感じずに自分らしい役割を持て

るよう、地域の活動に入っていくことのできる

入口のハードルを低くしながら、多様な人たち

が対話、協働をしながら考えることができる、

そうした場を地域のあらゆるところに作ってい

くこと、それが今の時代に求められているので

はないかなと思います。 

最後に、公民館について話します。戦後、寺中

作雄氏が公民館を構想したときに、まさにその

ような場として戦後の地域復興の拠点として位

置づけたのが公民館であったように思います。 

住民参加、協働そしてボトムアップによる地

域づくり、そうした中での地域の民主的な政策

づくりということに期待をかけて、公民館とい

う場が設けられていたのだと思います。 

翻って見たとき、現在の公民館が、お三方が

示してくれたような、人と人をつなぐコーディ

ネートの機能をきちんと果たせているか、また、

地域のみんながここに来れば希望を感じられる、
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そういう場になっているのか。これからの公民

館のあり方や地域づくりのあり方として活かし、

それらの在り方を問うていく必要があるのかな

と思います。また、そういった場を、私たちの地

域の中に広げていくことが、すごく大事なのか

なと思います。 

これからの私たちの地域での活動に対して勇

気を与えてくださる、お三方の発表だったと思

います。 

拙い進行役ではございましたが、どうもあり

がとうございました。 
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第１分科会 いざって時、どう動く？ 

～地域で取組むお互い様の防災対策と行政との協働～ 
 

話題提供者： 野 村   茂 （ 松本市安原地区元原町会 町会長 ） 

コーディネーター： 神 田 孝 文 （ 信州大学グリーン社会協創機構  

地域防災減災センター 特任助教 ） 

司   会： 保 科   黄 （ 内田公民館主事 ） 

会場：中央公民館６階 ホール／参加者：５９名 

 

１ 協議の柱 

災害時には様々な懸念事項がある中で、地域防災を住民主体の活動の観点から整

理し、地域防災活動に大事な視点やプロセスについて事例を交えながら学び、地域

への生かし方を考える。 

 

２ 話題提供 

⑴ 地域で取り組む防災 ～避難所開設初動リーフレット作成～ 

  （安原地区元原町会 野村 茂） 

 

ア 安原地区と元原町会の概要について 

安原地区は元原町会を含む９つの町会があり、８４３世帯で１，６２０人が

住んでいる。保育園から大学まで教育施設が豊富である。 

元原町会は松本城から北東の位置にあり、町内に川が流れ、大きな断層も存

在していて、何が起きてもおかしくない地形である。過去には大きな水害が発

生したこともある。 

 

イ 取組みの概要について 

 (ｱ) 取組みのきっかけ 

平成 29 年に信州大学付属松本小学校が元原町会の避難所として松本市か

ら指定を受けた。それまでは地区内にある旭町小学校が避難所で、地区をま

たぎ多数の町会が携わる中で、町会内の数人の役員のみが携わる範囲であっ

た。 

避難所の単独指定を受けてからは町会の防災組織が運営委員会となり、自

主防災会が設立された。そして、住民に災害に対する意識を持ってもらおう

とする取組みが始まった。 

(ｲ) 取組みの内容 

はじめは自分たちではなかなか取組みが上手くいかず、松本市の危機管理

課に助言をもらいながら運営委員会を開催。住民に対する勉強会を行った。

参加者は役員や組長等、限られた人数だった。 

そのような中、信州大学付属小学校の４年生が防災の授業を行っており、

学校での防災訓練に見学や参加をさせてもらった。また、子どもたちの地区
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の防災に対する疑問点等について、授業の時間を使って町会長が電話で答え

るといった営みもあった。 

同じ頃、信州大学防災減災センターと関わりを持つようになり、地域と学

校、そして行政との研修会をスタートさせた。毎月、避難所班長クラスを中

心に防災センターの先生から指導を受け、２年ほどかけて課題をまとめて解

決方法を考えてきた。そして、町会の避難所における、マニュアル作成の取

組みを始めた。 

毎月 1 回、信州大学防災センター協力のもと、公民館で勉強会を行い、町

会単独の「避難所開設初動リーフレット」を完成させた。リーフレットは防

災訓練、勉強会、研修会で配布し住民に周知を図った。 

昨年３月には、リーフレットをもとに、避難所開設初動訓練を実施。訓練

後には班ごとに反省を出してもらった。後日反省会を実施した上でリーフレ

ットの修正を行った。 

 

⑵ 防災、減災について～他自治体の事例を交えて～ 

  （信州大学グリーン社会協創機構 地域防災減災センター 

特任助教 神田 孝文） 

 

ア はじめに 

(ｱ) 防災、減災とは 

防災とは・・・災害時に被害を出さないよう事前に備えること 

減災とは・・・災害による被害をできるだけ少なくすること 

我々はこの２つについて、自分が置かれている立場で取り組んでいかなけれ

ばならない。 

(ｲ) 自助、共助、公助とは 

自助・・・自らの命は自分で守る 

共助・・・誰かの命を守る 

公助・・・自助、共助で足りないところを公の力を借りる 

災害時に落としてしまった命を誰かのせいにするのではなく、自分の命は自

分で守っていかなければならない。ただし、身体の不自由な方等、共助からで

ないと助からない命があることも、また事実である。 

 

イ 防災、減災の転換期と他自治体における災害の事例から見えること 

防災、減災において転換期となったのが平成７年に発生した阪神淡路大震災。

この時、通信・交通の混乱、被災地の状況把握の困難さ、人的・物的資源の限

定等が問題となった。そのような状況からの新たな取組みとして、自助・共助・

公助の力を備えていくための「防災士」という話が生まれてきたのも、この頃

からである。 

平成 23 年に発生した東日本大震災の翌日未明に、長野県栄村で発生した震

度６強の地震と、平成 26 年に白馬で発生した神城断層地震は、いずれも非常に
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大きな地震で、建物等に甚大な被害が出たにも関わらず、地震による直接の死

者はゼロだった。 

栄村は地理的に、災害時は陸の孤島となってしまう点があったが、住民たち

は自分たちで日頃から備えていた。また、自分たちで避難訓練を重ねておりそ

の成果が表れた形となった。 

白馬村は日頃から隣近所で顔の見える関係性が築けていた。また、避難所に

いない人を住民が探しに出たということもあった。これを、地域性という言葉

で片づけるのではなく、都市部に住んでいたとしてもせめて隣に誰がいるのか

くらいの関係性は持っていく必要性はあるのではないか。 

栄村、白馬村に共通するのは、日頃のコミュニケーションが取れていた点で

ある。 

 

ウ 防災に関する新たな考え方について 

近年耳にする言葉にフェーズフリーというものがある。これは防災、減災に

おいて日常、非日常を分けないという活動であり、例えば缶詰について、災害

のために備えるのではなく、日常的に買って食べていればそれが非常時の備え

にも繋がっているというもの。こういった取り組みを取り入れてみることも一

つの有効な手段である。 

 

⑶ 行政からの情報提供 

  （福祉政策課、保健総務課、危機管理課） 

 

 ア 避難行動要支援者名簿と福祉避難所について（福祉政策課より） 

避難行動要支援者名簿は、避難時に誰かの支援が必要となる方を記載してい

る名簿。大規模災害の発生時は地域の皆さんで名簿に基づく行動をするようお

願いしている。 

福祉避難所は一定の配慮を必要とする方の避難所。発災から３日ほど経って

から設置される。それまでは地区の避難所で生活を送ることになる。 

 

 イ 医療救護所について（保健総務課より） 

医療救護所は、震度６弱以上の地震が起こった場合に市内 23 カ所（中学校区

毎）に設置され、基本的には避難所と併設されており、怪我人や具合が悪くな

った人の手当てを行う。市内の診療所等を閉鎖し、医師等が配置される。医療

救護所は、発災後すぐに設置され、３日ほど経過後に閉鎖される。 

  

 ウ 災害時の生活用水確保等について（危機管理課より） 

家庭や会社で持っている井戸について、災害時に井戸水を地域のために提供

いただける方は登録をお願いするもの。また、災害時の断水時に備え、携帯ト

イレの備蓄を各自でお願いしたい。 
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３ 意見交換 

ここまでの内容を踏まえ、防災のために自分ができることについて、自分の地区

の取組みとその強みと弱みを交えながら話し合った。内容は以下のとおり。 

 

 ⑴ 現在の地区の取組み 

「避難パンフレットの作成」、「安否確認の練習」等の地区単位での活動だけで

なく、「身近な単位での避難訓練」のような、町会や班単位での取組みも出され 

ていた。 

⑵ 地区の強み 

「災害時に炊き出しをしたことがある」という経験を強みにしている地区があ

る一方、「水、食料の備蓄が豊富」といった今までの備えの活動が強みに繋がって

いるケースも多く見られた。また、土砂災害や川の氾濫がない地区のような、地

理的な強みを持っている地区もあった。 

⑶ 地区の弱み 

「町会未加入者とのコミュニケーションが取れない」「町会加入率が低い」「役

員の高齢化」「担い手不足」「外国人への情報伝達手段」のような、防災のカテ

ゴリーに限らず、松本市全体の弱みとして定番化している課題が多く出されて

いた。 

⑷ 明日から取組みたいこと 

「食材の備蓄」、「携帯トイレの購入」のような個人単位でできることに加え、

「地区内の店舗等を巻き込んだ避難訓練」のような、地区や町会単位で他団体と

の協働する取組みを模索する発言もあった。 

 

４ まとめ 

本分科会は、災害時に行政の支援が展開されるまでの自助、共助こそが地域に求

められる重要な取組みであることを確認し、その営みに必要な視点やプロセス等に

ついて事例を交えながら学び合うことを軸に進めてきた。 

分科会当日は、まず導入としてそもそも防災の目的とは何なのかという根本的な

部分を問いかけることで、防災を手法やテクニック論ではなく、各自が地域づくり

の視点から考えられるように構成した。実際、安原地区元原町会と他自治体の事例

において確認されたことは「住民による地道な活動の継続」や「身近な人同士の繋

がり」といった、本市が公民館を核にした地域づくりにおいて大切にしてきたこと

こそが、防災活動においても重要であるという点である。 

後半のグループワークでは、参加者各自が明日から取組みたいことについて、個

人や町会において、身近かつ自分の手の届くところから始めていきたいという内容

の発言が多く聞かれた。今後の各自（各団体）の取組みが、有事の際の大きな力と

なるよう願いたい。 
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第２分科会 地域は子育て応援団 

～地域にある子どもの居場所を知ろう～ 
 

話題提供者： 西口  恵利子 （庄内地区子ども会育成会 会長） 

 中 垣  美 希 （松本大学地域づくり考房「ゆめ」 『寺子屋』代表） 

 百 瀬  あ き （島立こども広場 代表） 

 濱 本  初 美 （島立こども広場 ボランティアスタッフ） 

司   会： 三 村  恵 美 （第三地区地域づくりセンター長） 

会場：第三地区公民館 大会議室／参加者：38 名 

料理実習室／参加者：17 名 

 

１ 協議の柱 

保護者世代や子育て支援に関わる人々が、子どもの居場所づくりの実践事例を共

有し、子育ての悩みや地域の子どもの居場所について話し合い、気づきや発見を得

て、各地域での実践へつなげます。 

 

２ 話題提供 

⑴ 庄内地区フリースペース 

ア 地区子ども会育成会、庄内盛々会、庄内地区ボランティアの会の３つで運営 

イ 実施までに、関係者で５回会議を行い、マニュアル、各種様式、シフト管理

表などを作成し、広報活動も行った。 

ウ 市の委託料の半額を子どもと地域の交流事業費として確保している。子ども

達からはゲーム、地域清掃、理科実験をやりたいといった希望がある。 

エ 事例発表を受け、質疑応答を行った。 

Ｑ１．勉強する子と遊ぶ子をどう分けている？ 

Ａ．遊ぶ子は庄内地区公民館内にある図書スペースに誘導している。 

Ｑ２．見守りは何人で行っている？ 

Ａ．１人で行っている。子ども達は多い時でも８人程度で、特に１人でも問

題になったことはない。 

Ｑ３．見守りは具体的にどんなことをするのか？ 

Ａ．まず受付をお願いし、その場で見守る。時々声をかけたりしている。見

守る側も読書やパソコンなどを持ち込んでいる。 

Ｑ４．市からの委託について、かかっている経費は人件費だけか？ 

Ａ．市の生涯学習課と委託契約を結び、人権費として委託料をもらっている。

その他必要な消耗品などは庄内地区公民館の予算から執行した。 

 ⑵ 寺子屋～学生が営む子どもの居場所～ 

  ア 事例発表を受け、質疑応答を行った。 

Ｑ１．大学の勉強との両立で課題はあるか？ 

Ａ．メンバーの入れ替わりがあるため、継続性に課題がある。また、授業に

行きながら企画をするため、本当はもっと開催したいが、難しい。 
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Ｑ２．資料集Ｐ37 の１の⑴のウを詳しく 

Ａ．例えば野菜が育ち収穫するだけで子どもは感動してくれる。学生の多く

は感動しない。そういった子どもの姿から吸収することがある。 

 ⑶ 島立こども広場 

ア これまで４年活動してきた。誰にとってもメリットがあるようにしたい。 

イ 最近取ったアンケートの満足度は 100％だった。 

ウ 事例発表を受け、質疑応答を行った。 

Ｑ１．定員は？ 

Ａ．初めは設けていなかったが、現在は 30 名としている。徐々に口コミなど

で広がり、定員を設けるようになった。家庭での孤立が増えていることの

裏返しでもある。３月の春休みの定員は 30 名を予定している。 

 

３ グループワークによる意見交換 

 ⑴ 事例発表の感想 

ア 地域と若者が関わる場、大学生や高校生と小中学生が関わる場が他でもあれ

ばよいと感じた。 

イ 大学生が関われる環境、地域に多くの協力者がいることが羨ましい。 

ウ 学校にいけない子どもの居場所にもなり得る。 

 ⑵ 子育てや子育て支援での悩み 

ア ３歳までの愛着形成が大切だということを学べる場が欲しい。 

イ 地域と関わるための場を提供する必要がある。 

ウ 地域で子どもを育てたいが、親世代が地域にあまり関心が無い。 

エ 放課後子どもが安全に過ごせる場が欲しい。公民館がその場になれる。 

オ 祖父母のいない家庭は本当に困っていると思う。 

カ 活動しているとスタッフの確保が難しい。誰でもいい訳ではない。 

キ 子ども食堂に本当に来て欲しい子は家にこもっている。 

ク 両親が共働きで、学校が終わってからの子どもの過ごし方が不安。 

 ⑶ 地域はどうあるべきか 

ア 多世代交流ができる場があればよい。 

イ 地域に愛着を持ってもらえるよう、お祭りや伝統行事（三九郎・青山様・ぼ

んぼん）などの学習会を開催する。これらの経験は、大人になって自然と地域

とつながるようになる。 

ウ 家庭を補完する役割として、子どもが安心し、喜びを感じられる「居場所」

が地域にできるとよい。 

エ したい人、できる人が参加・参画し、できる範囲でやる。 

オ 公民館を知らなくても情報に辿り着けるようにする。 

カ やりたいという想いを実現できるように支援し、さらに運営側を育成し増や

していくために動くのが公民館。 

キ 子ども達に「公民館は楽しい場所」という印象をもってもらえる工夫。 
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４ 小学生向けお楽しみ体験会 

保護者世代が分科会に参加できるように、食生活改善推進員及び松本大学生の協 

力を得て小学生対象にチーズケーキ作りとお楽しみ会を行った。 

 ⑴ チーズケーキ作りの感想 

ア 売れるなっていうくらい美味しかった。 

イ みんなで一緒に作れてよかった。 

ウ ハンドミキサーが難しかった。またおうちで作りたい。 

食生活改善推進員に丁寧な指導の下、子ども達も楽しく調理ができた。 

 ⑵ お楽しみ会 

チーズケーキを焼いている時間やチーズケーキ作りの後、ボッチャや遊びをす

るなど楽しんでいた。学生や職員が足りず、十分な見守りが出来なかった場面も

あった。子ども食堂など子ども向けのイベントでのノウハウやポイントなどを実

践者から学ぶ機会が必要だと感じた。 

 

５ まとめ 

協議の柱に対し、達成できたことは以下のとおりである。 

・ 計 38 名の子育て支援に関わる実践者や保護者世代が集い、子育ての悩みを共

有し、情報交換を行うことができた。 

・ 子どもの居場所に関する実践事例を共有する事ができた。 

⑴ 参加者アンケートより（抜粋） 

ア 気になったこと、やってみたいこと 

(ｱ) 単独ではできないが、いくつかの団体に呼びかければ子どもの居場所づく

りは可能。公民館に音頭を取ってほしい。 

(ｲ) 公民館で長期休暇中に学生ボランティアを募り、遊びや宿題を見る居場所 

(ｳ) 小学校高学年の子たちも勉強に集まれる活動もいいと思いました。 

(ｴ) 仕事、子育てしながらでも出来ることがあるか考えました。すぐは難しい

かもしれませんが声をあげていけたらと思いました。 

(ｵ) 50～60 代の子育ての終わった男女が休日活動のできる体制づくり。 

(ｶ) 今やっている寺子屋を、回数を増やして多くの子どもと喜びを共有したい。 

  イ 子育てに関する意見・要望 

(ｱ) 町会やＰＴＡ関係なく、地域みんなで子どもたちを支えるシステムが必要。 

(ｲ) 子育ての活動が公民館でできる事をもっと広めてほしい。 

(ｳ) 子どもや保護者のニーズやアイデアを出し合える目安箱フォームがあった

ら面白いと思う。 
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⑵ 振返り 

  ア 後日、運営委員で振り返りの場を設け、出た主な意見は以下のとおり。 

(ｱ) 会場を地区公民館にしたことで、保護者の参加が多かったと思う。 

(ｲ) 集いでお菓子作りをやった事は良かった。子ども見守りには専門の人が

必要だった。 

(ｳ) 当日楽しかった。ワークショップ→シェア会、反省会→アフターミーティ

ングといった気軽な感じを出せば、知らない人と話すことに慣れていない方

も参加してくれると思う。 

(ｴ) 他のグループの人とも話したかった（⇔事例発表とのバランス）。 

(ｵ) この分科会を通じて何か持ち帰って、何かを始めた人の情報が欲しい。情

報があればこちらから支援もできる。 

(ｶ) 子どもの居場所の見学会を開いてはどうか？ 

(ｷ) 子どもの居場所の運営等についての問合せが出来る仕組みはどうか？ 

(ｸ) 地区によって様々であるが、そもそもの育成会という組織の理解を。育成

会＝ＰＴＡではない。学校・家庭・地域の関係づくりが改めて必要。 

 ⑶ 今後の方向性 

協議の柱の後半部分「…を得て、各地域での実践へつなげます。」を実行するた

めに、分科会の活動を途切れさせず、今後も継続的に活動することが確認された。

また、地域での実践を促すために、以下について進めることとなった。 

ア 分科会参加者への情報発信 

イ 本分科会がきっかけとなって動き出した参加者への支援 

ウ 子どもの居場所の見学会の企画、実践している団体の視察 
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地域は
子育て応援団
地域は

子育て応援団

2/16 日

参 加 無 料

会場：第三地区公民館
　　　大会議室

～地域にある子どもの居場所を知ろう～～地域にある子どもの居場所を知ろう～

13:00-16:30

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い　第２分科会運営委員会

第２分科会

2025

事例発表
ワークショップ
（13：00～15：00）

意見交換会
（15：00～16：30）

（13：00～16：30）

お菓子作り体験
お楽しみ会

0263-36-7040
お申込みは第三地区公民館へ

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い

小学生
対象

二次元コードからも
申し込みができます

教えてください、子育ての困った！地域はあなたの子育てを応援しています。
子どもの居場所に関わる地域や学生の取り組みを知り、
子育てに「地域」という選択肢を持ちませんか？

＜参加対象者＞
子育て中の方、子どもの居場所に関心のある方、
町会役員、学生、教育関係者、市職員など

※途中参加や途中退出も可能です。
※託児はありません。

＜お菓子作り体験に申し込まれる方へ＞
食生活改善推進協議会による小学生対象の料理教室です。
お子様にエプロン、マスク、三角巾を持たせてください。

片手で食べられるバスクチーズケーキ

先着
２０名
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第３分科会 共生社会 ～違いを力に、共に生きる未来へ 
 

話題提供者： 橋 本  和 子 （松本市民） 

 松 原  慧 太 郎 （橋本氏の自薦ヘルパー・ボランティア） 

 瀬 端  こ こ ろ （橋本氏の自薦ヘルパー・ボランティア） 

 諏 訪  智 子 （特定非営利法人ハートラインまつもと 

常務理事） 

 青 木  茂 人 （元寿公民館長） 

司   会： 山 岸  清 治 （岡田地区地域づくりセンター長） 

会場：中央公民館 ネットワーク室／参加者：２５名 

１ 協議の柱 

障がいのある人もない人も、笑顔で共に生きていくことができる社会とはどんな

社会でしょうか。 

お互いの違いを認め、尊重し合える「共生社会」を目指した地域の実践を通じて、

未来への共生の心を育みませんか？ 

 

２ 話題提供 

⑴ 「共に生きる ～橋本和子さんの人生～」 

ア 概要 

(ｱ) 橋本和子さんとは 

脳性まひにより身体に重い障がいがあり、24 時間全面的な生活の介助が必

要。施設入所はせず、自薦ヘルパーやボランティア等の手助けを借りて一人

暮らしすることを選択した。 

(ｲ) 自薦ヘルパーとは 

ケアマネージャーがケアプランを決定し事業所からヘルパーを派遣する

のではなく、利用者が自分自身でヘルパーになって欲しい人を推薦する方式。

介助資格のない方は研修を受けて資格を取得してもらい、利用者専属のヘル

パーになってもらう。利用者に合った柔軟性の高い介助を受けられるメリッ

トがあり、利用者自身で選んだことによる気楽さもある。 

(ｳ) 自薦ヘルパーに行きついたきっかけ 

一人暮らしを始めるにあたり、生活の介助者が必要となるため、信州大学

に何十回とビラを配りに行き、学生のボランティアを募集した。 

３０年近く学生ボランティアと関わる生活を続けていたが、近年学生ボラ

ンティアが著しく減ってしまい、一般のホームヘルパーを利用するようにな

った。しかし、ホームヘルパーは提供できるサービスの内容があらかじめ決

まっているため、自薦ヘルパーという方式に行きつき、現在も一人暮らしを

続けている。 

(ｴ) 学生が自薦ヘルパーになったきっかけ 

大学で配られたボランティア募集のチラシに興味を持つ。橋本さんとの暮

らしに「居心地の良さ」「人と人とのつながり」を強く感じ、自分もその一員
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になりたいと感じた。介助をするために橋本さんの自宅へ行くというより、

友達に会いに行くような感覚を抱いている。 

イ 話題提供 

(ｱ) 対話形式による橋本さんとのお話 

橋本さん、自薦ヘルパー・ボランティアの方２名、橋本さんと旧知の仲で

ある運営委員２名にて、橋本さんの来歴や自薦ヘルパーとの日常生活等につ

いて対話形式にて語り合った。 

(ｲ) 主な内容 

・ 自薦ヘルパーは、橋本さんの畑の様子を写真に収めたり、コーヒーを挽

いたり、ご飯を作って食べたりと、橋本さんと共に普通の暮らしをしてい

る。時には遠出をすることもある。 

・ これまで大勢の方々が橋本さんと関わってきた。時には海外のバックパ

ッカーが、「畑仕事をするからタダで泊めてほしい」と訪れることもある。

その人脈の広さは誰もが驚くところである。 

・ 障がい者のためにユニバーサルデザインや施設整備が進んでいるが、一

方で人情が薄くなっている気もする。例えば、車イスの方が段差で困って

いるのを見かけたとき、「（近くの人に声をかけて）みんなで持ち上げて運

ぼうよ」という地域があれば、「あそこにスロープがあるから」という地域

もある。 

・ ユニバーサルデザインや施設整備は必要だが、障がい者の方の行動の幅

を狭めないことが大切だと思う。 

 

⑵ 「寿地区福祉の文化祭 ～この街で生きて～」 

ア 概要 

(ｱ) 寿地区福祉の文化祭とは 

寿地区内の福祉施設、小中学校、地域住民が集まり、それぞれが自己を表

現できるような催し。福祉施設は当日の進行やブースの出店、学校はダンス

などの発表、地区公民館（行政）は会議資料や物品の準備及び会計の補助な

どを行う。 

(ｲ) きっかけ 

寿地区内の福祉施設と町会との協同事業が、町会側の負担になってしまっ

たことで終了した。地域と福祉施設がお互いを知る場がなくなることに危機

感を覚えた当時の施設長は、地区単位の事業として行うことができないかを

公民館に相談する。 

話し合いの中で、地区に住み、地区事業に携わっている公民館長が、地区

内の福祉施設数を答えることができなかった。この点から、住民は地区内の

福祉施設の存在を知る人が少なく、施設関係者も地域のことを知らないとい

う課題が見えてきた。そこで、福祉施設と地域が交流する方法の模索が始ま

り、地区事業である文化祭とは別の、福祉をテーマにした文化祭を開催する

こととなった。 
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(ｳ) 開催に向けて 

     地区内すべての福祉施設に声をかけたところ、他の福祉施設も地域との交

流を求めていた。また、寿小学校の地域連携係にも声をかけたところ、前向

きな返事があった。 

     最初は障がい者施設のみだったが、後に高齢者施設も参加。さらに他地区

の福祉施設や、地区内に新設された福祉施設も参加するようになった。 

イ 話題提供 

(ｱ) 当時の関係者からのお話 

この事業は、教育と福祉、それぞれに携わる二人が出会い誕生した。当時

の福祉施設長である諏訪氏と元寿公民館長の青木氏から、当時のできごとに

ついて話を聞いた。 

(ｲ) 主な内容 

    ・ 当初は福祉施設だけの参加を考えていたが、小学生にも参加してほしい

と  思うようになった。小学生の年代で障がい者と出会い、地域で普通

に暮らしているということを、やわらかい脳が理解してくれるはずだと期

待した。一方、中学生の参加は部活や学業を理由に断られる時期が続いた。

しかし、あるとき中学校側から参加の意向が伝えられた。 

    ・ この事業で重要な点は、当日の成功ではなく、当日までの準備にある。

あるとき、施設利用者が買い物をしていた際、事業に参加した地域住民が

声をかけてくれたことがあった。これは事前準備の段階で施設利用者と地

域住民が関わりを持てたことの成果であった。こういったことの積み重ね

が、自分たちも地域の一員なのだという認識に繋がっている。 

    ・ （困ったときは）お互い様の心になるには、お互い支え合う感覚になる

必要がある。 

    ・ 福祉の文化祭は施設側にとっても貴重な社会活動になっている。 

 

３ 意見交換 

  分科会参加者が３つのグループに分かれ、話題提供の内容について意見交換を行

った。話題提供者もグループに参加して頂き、より具体的な話を伺った。 

 ⑴ 橋本さんにかかる内容 

・ 橋本さんは平日の日中は事業所のヘルパーに来てもらい、平日夜間と土日は

自薦ヘルパーに来ていただいている。事業所ヘルパーは制度上対応できないこ

とがある。例えば、畑の管理や猫のエサやり等。自薦ヘルパーにはこのような

面を補ってもらっている。 

・ 自薦ヘルパーの募集はチラシを配ったり、Ｗｅｂを活用したりと様々で、大

勢の方に声をかけている。参加してくれる人はいるが、活動の定着となると声

掛けした１～２割くらいの人数に留まる。 

・ 自薦ヘルパーに参加してくれる人のきっかけは、在学中に松本で活発に活動

をしたいという人や、橋本さんとウマが合ってハマってしまう人等、様々。 

・ 自薦ヘルパーたちと橋本さんとは友達のような感覚で、一緒に買い物をした
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り県外まで出かけたりすることもある。いずれも橋本さん自身が主体的に「こ

ういうことをしたい」という意思がある。 

・ 橋本さんの自薦ヘルパーとして学生時代を過ごした方々は、現在百人近くに

なっている。経験者の方々は今も橋本さんとつながりがあり、顔を出したり協

力したりしてくれる。 

・ 自薦ヘルパーとして学生さんのサポートがなくなってしまったときのことが

心配である。 

・ 自薦ヘルパーとしての経験値が、介護資格取得の際に考慮してくれるように

なればいいのだが……。 

 

 ⑵ 福祉の文化祭にかかる内容 

・ 以前は地域の団体が歌を教えに来てくれるなど交流が多かったが、コロナ禍

で変わってしまった。 

・ 福祉の文化祭を実施したことで、公民館長が頻繁に施設に来てくれるように

なった。 

・ 福祉施設の関係者が共に事業をすることにより、施設同士のネットワーク（情

報共有）ができる。 

・ コンビニで会った時に名前を呼べる関係（顔見知り）になっていたことがと

てもいいと思った。 

・ ７年度は６月を予定しているが、もう準備していかないと間に合わないため

忙しい。 

・ 事業をやっていると「その事業を実施する事」が目的になってしまう。 

・ 実施までの過程が大切。 

・ 役員（職員）が変わったときに本来の目的を引き継いでいく。 

 

４ まとめ（編集後記） 

本分科会では「共生社会」をテーマとして取り上げ、性別・国籍・文化・価値観

等様々なジャンルがある中で「障がい」に焦点を当てて議論を深めた。 

 橋本さんの事例の場合、ご本人に一人暮らしをしたいという意志があり、その上

で学生らに協力を仰ぐという行動力があった。一方、そういった声を上げられない、

声を上げにくいという状況に置かれた方々もいる。自分自身で手を挙げることの大

切さだけでなく、声なき声を地域や公民館がどう拾い上げて広げていくかがポイン

トだろう。 

 福祉の文化祭については、寿地区の住民と福祉施設が共につながりを求める声が

あったことで形となった。共通の悩みを持つ者同士が集うことでネットワークが形

成され、それが地域づくりに発展していく。福祉の文化祭は寿地区に限った事例で

はなく、他地区でも実践できる可能性を秘めている。 

 人は皆年齢を重ね、ハンデを抱えるようになる。福祉制度は必要だが、それだけ

では足りない。「困ったときはお互い様」の心を育めば、誰もがお互いの違いを認め、

尊重し合える「共生社会」があるのだろう。 
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第４分科会 みんなが集う場所をつくるには  
 

話題提供者： 伊 藤  牧 絵 （ 田川小学校６年２組 担任 ） 

 子 ど も た ち 1 7 名 （ 田川小学校６年２組 ） 

 遠 藤  彰 （ 大手公民館 館長 ） 

司   会： 荻 原  し ほ み （ 田川公民館 館長 ） 

会場：中央公民館 会議室４－４／参加者：64 名 

 

１ 協議の柱 

地域の人と顔を合わせほっとできる場所。人と人とのつながりをつくる場所。生

活の困りごとを相談できる場所 

そんな「集う」場所があれば、様々な世代の方、特に高齢の方は安心して暮らせ

るのではないでしょうか？ 

そんな場所づくりを、各地区の事例をヒントに学びます。 

 

２ 話題提供 

⑴ 田川小学校にこわく交流会（松本市立田川小学校６年２組） 

ア 概要 

総合的な学習の時間の活動として、地域の

人に気軽に田川小学校へ来てもらうことを目

的とした「にこわく交流会」を開催。５年生の

時から始め、２年間で計８回開催した。 

参加した地域の人にほっと一息してもらう

ためにお茶のもてなしや、「なかよしすごろ

く」などで遊び、交流を深めた。公民館、福祉

ひろばの利用者、児童センターや保育園、低学

年の保護者や祖父母などに周知をし、様々な

世代が参加した。 

 

イ 活動の経緯 

  田川小学校では従来から、調理や製作、体験などの講師として地域の人が学

校を訪れる機会が多くあった。しかし、その場のみの関わりになりがちであっ

たこと、児童から地域の人のために何かをしたいという思いから活動を始めた。 

 

ウ すごろく体験 

  「にこわく交流会」で実施している、児童製作の「なかよしすごろく」を体

験した。 

交流会を始めた当初は、地域の人と何を話せばよいか分からないことが多か

ったため、仲良くなるきっかけとしてすごろくを製作した。すごろくの中には
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マスごとに「好きな食べ物は？」「今欲しいも

のは？」等の質問や「動物の鳴き声のものま

ね」「早口言葉を言う」などのお題があり、誰

もが楽しめる工夫がされている。 

子どもから高齢の方まで自然に会話が弾

み、笑顔になることができる、交流を深めるき

っかけづくりを体験した。 

 

⑵ みんなが集う居酒屋公民館（松本市大手公民館 遠藤館長） 

 ア 概要 

   各それぞれの地区において、若い人から高齢の方、様々な属性、考え方の人

がいる中、人を集めるということ、みんなで色々な意見を交わす場を作ること、

住民の外出のきっかけを提供することに苦労している。 

その中で、今年で 100 回目の開催にこぎつけた、大手公民館の「居酒屋公民

館」の事例を紹介し、他地区の公民館においても「居酒屋公民館」実施に向け

たヒントとなるような要素を持ち帰っていただこうというもの 

 

 イ 居酒屋公民館を始めるにあたっての課題 

  ・目的 

→みんなが集まれる「場所の提供」、地区の住民が「話をすること」。 

そこにお酒の力を借りる。酒を飲むこと自体が目的ではない。 

  ・開催へのハードル 

   →飲食物の準備 

    飲食店ではないので、みんなで持ち寄ればよい。公民館は場所の提供 

   →予算 

    持ち寄れば、公民館としての予算は不要。会費で消耗品程度は賄える。 

   →ルール 

    酒席でもあるので、事前にある程度のルール決めは必要 

 

 ウ 大手公民館での取組み事例紹介 

   実際に大手公民館で実施した居酒屋公民館

におけるルールやバージョンアップの具体例

を紹介していただいた。ただ単に開催するだ

けでなく、BBQ やワイン講座、縁日といった背

景や想いを汲んだテーマを設定した。各開催、

地域住民や学生に運営をお願いし、住民たち

が自ら作り出していくスタイルの確立をして

いった。最初は数名の参加から始まった取組

みであるが、回数を重ねテーマに工夫を凝らしていくうち、大勢に参加して頂

けるようになった。 
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   運営費用については、基本は持ち寄りで、消耗品やバージョンアップ等に充

当するために、会費を徴収し、運営費用にあてる。 

   実施した結果、高齢者や男性といった層をはじめ様々な層が集まってきた。

お酒の力を借りることで意見交換が進んだ。顔見知りが増え地域の結束か高ま

った。等の効果があり、住民が集まれる場所として「居酒屋公民館」が機能し

ていることを実感しているということが紹介された。 

 

３ 意見交換 

「どうしたら気軽に集まれる場を作ることができるか」をテーマとして、１グル

ープ７人程度の６つのグループに分かれ、２回の意見交換を行った。各自が関わる

事例や悩み、新たなアイデアなどについて話していただいた。また、居酒屋公民館

の疑似体験として、飲料とお茶菓子を用意し、参加者の皆さんが飲食しながら意見

交換を行った。 

なお、トークでは最終的に何か答えを出したり、グループごとに内容をまとめて

発表したりはせず、気軽に話してもらう中で、参加者が「気軽に集まれる場を作る」

ためのヒントを得てもらうことを目的とした。 

 

⑴ グループトークの手順 

ア テーマについて、参加者各自が付箋に事例やアイデア、悩みなどを簡潔に記

入する。 

イ 付箋を模造紙に貼付けながら、記入した内容についてグループ内で話す。 

ウ 話された内容に関して、他の参加者からの意見やアイデアなどを話してもら

い、取り組む上での悩みを解決したり、改善したりするアイデアを得る。 

エ メンバーを入れ替え、１回目のグループ（入れ替えした先のグループ）で話

された内容について、模造紙を見ながら説明して共有する。 

オ 共有された内容に関して、１回目のグループで話された意見やアイデアなど

を参加者が話すことで、より多くの意見やアイデアを得る。 

 

⑵ トーク内容の要約 

ア 事例 

カフェ、スマホ教室、男の料理教室、子

どもの夏祭り、お役立ち講座、映画会、カ

ラオケ道場、出前講座、百歳体操、誰でも

食堂、多世代対抗ゲーム大会、ボッチャ、

子どもに関わる事業 など 

 

イ 悩み・課題と、それに対するアイデアなど 

・男性が参加しない→居酒屋、男の料理教室（家で簡単にできるもの）、役割が

あるとやってくれる。 

・参加者の固定化→クチコミ、地区を超えた参加、誰でもできること、やめて
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しまうのではなく継続して行うこと、新しい人も入りやすい雰囲気 

・スタッフ、参加者の減少（高齢化）→あまり負担にならない、多世代交流（子

供を巻き込めば親や祖父母もついてくる） 

・交通手段→送迎サービス（ボランティア、タクシー等）、地区単位でなく町会

や自治会単位での催し 

 

４ まとめ 

 ⑴ 事例発表について 

・すごろくは誰にでもわかりやすい内容で工夫して作ってあり、わずかな時間の

中でも、みんなを笑顔にできる素敵な発表だった。 

・核家族化が進み、子どもたちも祖父母と同居する家も減っており、福祉ひろば

に来ている人たちも、子どもたちと会えばきっと笑顔になると思うので、他の地

区でも同じような取組みが広がって欲しい。 

・居酒屋公民館は、人口密度が高く、広さが限られている市街地の公民館ならで

はの活動で、全ての地区でそのまま実施はできない。昭和や平成の合併地区など

では、町会単位で実施するなど工夫が必要 

・完全な形でやろうとするとハードルが高い。まずはやってみたいという有志で

集まってえんがわ事業といった形で動いてみる等、できるところからまずはやっ

てみることが重要 

・地域のイベントへ男性の参加が少ないという課題がある。居酒屋は参加のきっ

かけにもなるし、カラオケなど新しいことを取り入れることも新しい集客につな

がると思う。 

 

 ⑵ 分科会を通じて 

 本分科会では「協議の柱」を設定する中で、分科会会場を一つの「集いの場」

に見立て、事例を聞いたり話したりするだけでなく、参加者に実際に模擬体験を

していただくことに重点を置いた。さらに、今回の分科会で答えが出るというも

のではなく、自分たちが「聞く」「話す」「体験する」ことを経て、各地区での集

いの場づくりに関わるヒントを数多く持ち帰ってもらうことを目的としてきた。 

意見交換を行う中で、どの地区でも悩みは一緒で、「①男性の参加者が少ない

こと」「②参加者が固定化してきていること」が挙げられていた。しかし、課題が

あるからと活動をやめるのではなく、継続していくことが必要である。 

同じ事業をやろうとしても、地区の事情は様々であり、やり方は変わってくる

であろう。今回の分科会を通じて得た情報や新しいアイデアをそれぞれが持ち帰

り、周りの人と共有しながら今後の活動につながることを期待したい。 
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ニコワク交流会
事例発表②

公民館居酒屋
事例発表①

会 場：松本市中央公民館（Mウイング）

集う
未 来 へ つ な ぐ 私 た ち の ま ち づ く り の 集 い ～ 第 ４ 分 科 会 ～未 来 へ つ な ぐ 私 た ち の ま ち づ く り の 集 い ～ 第 ４ 分 科 会 ～

みんなが

162月 日（日）時 間：13:00〜16:30

主催：松本市・松本市教育委員会・松本市地域づくり研究連絡会

場所をつくるには？

A PLACE WHEREA PLACE WHERE
EVERYONE GATHERS.EVERYONE GATHERS.

申込期限２月７日（金）　 主管：未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

参加のお申し込みは松本市中央公民館へ
tel:0263-32-1132  QRコードからも申込み可能⇒

お茶を飲みながらざっくばらんにお話ししましょう!!お茶を飲みながらざっくばらんにお話ししましょう!!

大手公民館での取組
みを紹介いただき、
実際に体験（疑似）
してみます（お酒の
代わりにお茶、コー
ヒーで行います）。

田川小学校6年2組が行っ
ている取組みを児童の皆
さ ん に 紹 介 い た だ き ま
す。取組みの中で作成し
た「すごろく」を一緒に
体験しましょう！

（世代間交流）

写真：大手公民館提供

https://www.canva.com/
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第５分科会 身近な資源を活用した地域づくり 
 

話題提供者： 北 山  英 実 （JAZZ 雅鳴きたや） 

： 南  麻 里 子 （農家レストラン＆カフェＯｌｕＯｌｕ） 

： 関 谷  健 司 （だいじ屋） 

司   会： 田 中  貢 治 （岡田公民館 主事） 

会場：JAZZ 雅鳴きたや／参加者：27 名 

 

１ 協議の柱 

松本市の魅力をそれぞれの価値観で捉え、熱意を持って住民とともに歩もうとす

る事例から、地域資源に対する視野を広げます。 

地域を見つめなおし、自分ができる活動と、人と人とのつながりづくりを一緒に

考えてみませんか。 

 

２ 話題提供 

⑴ アルウィンの歓声とジャズが響き合う喫茶店（JAZZ 雅鳴きたや 北山 英実氏） 

 ア 概要 

川崎生まれ東京育ちで 30 代半ばから自然豊かな土地に移

り住もうと考えていたところ、サッカー観戦で初めて松本へ

赴き、景観の素晴らしさと臨場感あふれるアルウィンに惚れ

込み松本への移住を決断する。そこから令和３年に積年の夢

であったジャズ喫茶を開業 

  イ 身近な資源と地域づくり活動 

(ｱ) 松本山雅 

元々、サッカー観戦が趣味であり、地域密着型の松本山雅の存在を知った

Ｊリーグのクラブがある市町村は限られているため、そのクラブがあること

は大きな資源である。 

(ｲ) 自然と融合したコンパクトシティ 

北アルプスをはじめとした山々が見え自然豊かでありながら、文化・歴史

的建造物等がコンパクトにまとまっている松本市に魅力を感じた。 

(ｳ) 松本に関わる人々 

   「JAZZ 雅鳴きたや」は、ジャズ喫茶でありながら、ジャ

ズを聴くだけではなく、おしゃべりをしたり仕事をした

りと、好きに過ごしてもらえる場所にしたいという思い

で営んでいる。山雅サポーターや地元の方など様々な方

とお話する中で、人も地域資源であると感じている。将

来は、ゲストハウスやシェアキッチン等、人と人がつな

がる場所になることを目指している。 
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⑵ 中山間地域 奈川の農産物を伝える 

（農家レストラン＆カフェ OluOlu 南 麻里子氏） 

 ア 概要 

   「奈川の美味しい農産物、伝統野菜を守り

たい」という夫の強い意志から、夫の生まれ

故郷である奈川にＵターン。標高 1,200ｍの農

地で少量多品目の野菜作りに励む。見えてき

た課題に様々な工夫で立ち向かい、奈川の農

産物の美味しさを伝える活動を続けている。 

 イ 身近な資源と地域づくり活動 

(ｱ) 奈川のマルシェ 

奈川の農産物を伝えるために、県内各地のマルシェ等へ出店しながらも、

販路確保の苦労を感じていた。 

そんな中、奈川でマルシェの開催が検討されていたため、実行委員として

参加することにし、近隣農園やジェラート屋さんとコラボして、若い世代に

も知ってもらえるように商品を工夫した。当日は予想以上に多くの方が来場

され、好評だったと感じると同時に、奈川の農産物を求めている人は多くい

るのに対して、地元民が応えられていないと感じた。課題はあるが、マルシ

ェはこれからも継続していくことが大事であると考えている。 

   (ｲ) 農家レストランの開業 

厳しい環境下で育った農産物の美味しさをわかってもらうには、やはり食

べてもらうのが一番伝わるだろうと考え、いつかはお店を開きたいと思って

いたときに、奈川内の老舗そば屋さんが閉店するという話があり、居抜きで

引き受け、令和６年７月に農家レストランをオープンした。 

自家農園野菜の少量多品目の強みを活かし、 

色んな野菜を使った彩り豊かなメニューの 

提供を目指した。 

地域の人がお茶をしてゆっくりできる 

地域住民の憩いの場も目指しており、 

今後はシェアスペースなどコミュニティ 

広場として開放したいと考えている。 

(ｳ) 伝統継承イベントの開催 

祖父母から教わった、農産物栽培のノウハウや山菜取りなど、奈川らしい

暮らしを発信したいと考え、去年の秋に初めて伝統継承イベントを開催した。 

伝統野菜である「保平カブ」の収穫から甘酢漬け体験、郷土食「えだんご」

作り体験など、地元の方々にも手伝っていただいた。 

また、農業の担い手不足も課題であることから、泊まりながら農業体験を

する農泊イベントの実施も検討している。 
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⑶ 地域で作る 奈川の魅力発信ツアー（だいじ屋 関谷 健司氏） 

 ア 概要 

   乗鞍・上高地エリアで自然案内ガイドの仕事

をしていたが、生活している奈川の住民の優し

さや自然環境の豊かさから、たくさんの恩を感

じ、いつか恩返しをしたい、奈川の力になりた

いという思いが強くなっていき、奈川の魅力を

発信するツアーをしたいと考えた。 

葛藤がありながらも、令和５年に住宅兼事務

所として「だいじ屋」を開業。ツアーガイドを通

じて感じたものから今後の展望がみえてきた。 

イ 身近な資源と地域づくり活動 

(ｱ) 奈川を愛する地元住民 

どうやったら地域に貢献できるか、自分に何ができるかを考えた結果、奈

川を愛している地元住民にガイドしていただき、奈川での暮らしを外の人に

伝える役割として関わってもらい、その対価を支払うことにした。 

この仕事で感じるやりがいや幸せ、喜びを、地域の人と共有したいという

思いもあった。 

今後も、奈川でツアーガイドをしながら、想いを発信して、地域の方と共

に楽しみながら、生きがいを感じながら進めていきたい。奈川の魅力は、何

よりも奈川の人が一番の地域資源であり、一番の宝である。 

(ｲ) 悪い面も地域の魅力 

奈川の良い面も悪い面も観光客に共有すると、悪い面も地域の魅力のひと

つとして感じてもらえることがある。また、課題を発信すると、奈川の一員

として何か協力したいと寄り添ってくれる人もいて、自分の想いが通じてい

ると感じ、自分に何ができるかの再確認ができたと感じる。 

観光業者として、奈川の魅力や問題に、外の人が触れられるハブの役割を

意識して、取り組んでいる。 

 

３ 意見交換 

⑴ 発表を通じて、共感したことや新たな気づき等 

 ア 当たり前だと思っているものでも、視点を変えると一つの資源になり得る。 

 イ マイナス面を嘆くばかりだったが、身近にある資源に気が付いていない可能

性があると感じた。 

ウ 『「人」が地域資源である』ということが大きな発見であり、人に焦点を当て

ることで、気付いていない地元の良さを新たに発見できるのではと感じた。 

⑵ 更に活動に広がりを持たせるためのアイディア等 

 ア 地域で熱意を持って活動されている方と公民館とのタイアップで、人集めや

周知が更に強化されることで、活動の広がりにつながると考える。 

 イ イベントのなかに楽しさだけではなく学びも取り入れていく。 
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 ウ 地区間の協力や往来が増えるとよい。 

⑶ 自分の地区に活かしたいと思った点、課題になりそうな点 

  ア 地区ごとに特色・資源が異なるため、情報発信を継続していくことが必要 

イ 行政と市民が連携しつつ、市民主体の活動を盛り上げていくことが大事 

ウ 地区内の課題等を、観光客を含めた地区外の方に共有すること。 

  エ それぞれが補い合い、価値を作っていくことができるとよい。 

  オ エネルギーのある人を活かす方法を考えたい。 

 

４ まとめ 

 地域資源とは何か、松本市を移住先に選んだ方々から、きっかけと現在の活動の

発表を聞いた。熱意を持って様々な活動に取り組む姿勢は参加者の心を惹きつけ、

普段当たり前にあるものでも、視野を広げ見方を変えることで地域資源と成り得る

ものがあることを気付かせてくれた。 

また、地域資源（魅力）と併せて、地域にある様々な課題を発信し共有すること

で、地域と関わりたいと願う人たちが増えるケースもあり、今までにない魅力発見

に繋がる可能性を秘めていることも学んだ。 

多様な立場の者が気軽に集い、つながり、お互いが得意なことを持ち寄り、必要

なところを補い合うことが重要であると考える。 

この点で、本分科会では、準備段階を含めて、発表者の良さを実感できるように、

以下の取組みを行った。 

◎ ＪＡＺＺ喫茶「ＪＡＺＺ雅鳴きたや」を会場としたこと。 

  ◎ 奈川の伝統野菜を使用した「農家レストラン＆カフェＯｌｕＯｌｕ」のお弁

当の販売をしたこと。 

  ◎ 昨年度の本集会の成果から、分科会の最後に「だいじ屋」によるストレッチ

体験を取り入れたことで、参加者同士、一日を振り返りながら、リフレッシュ

できたこと。 

 地域資源は「物」だけでなく「人」も含まれると考える。普段の生活では、当た

り前と捉えて気付きにくい地域の資源（魅力）を愛し、熱意をもって活動する人々

は、地域の大きな資源（魅力）だと言い切ることができ、松本市３５地区すべてに

言える。どれだけ地域を巻き込み、人と人がつながれるか。広い視野で地域の資源

（魅力）を捉え、さらに付加価値をつけながら今後の地域づくりに活かし、地域に

愛着をもった考えが波及していくことを期待する。 
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第６分科会   町会のシンカ 
 

話題提供者： 浅 野 尚 志 （島立地区町会連合会長）                                                                  

 大 谷 聡 （和田地区西原町会・情報部長） 

司   会： 宇 治 樹 （中山公民館・主事） 

会場：中央公民館 会議室３－２／参加者：３６名 

 

１ 協議の柱 

「町会」ってなんだろう？ 

日々、ヘンカしていく地域社会や住民ニーズに対して「町会」もシンカが必要で

はないでしょうか。 

町会の負担軽減・効率化に関する実践事例、アプリを使った回覧板の負担軽減の

実践事例から「町会」について一緒に学びませんか？ 

 

２ 話題提供 

⑴  働きながらでもできる町会長・町会役員 ～町会の負担軽減・効率化～ 

ア 町会とは（地域づくり課 内山係長）  

イ 松本市町会連合会の取組み（浅野尚志氏） 

(ｱ) 町会依頼業務の棚卸し  

市全部局へ町会依頼業務について調査、町会依頼業務の棚卸し 

(ｲ) 町会活動の見直し 

島立地区住民意向アンケート調査 

(ｳ) 町会のデジタル化 

町会連合会三役へモバイルＰＣの配布を検討 

 

⑵  町会ＤＸ推進による地域コミュニケーションの向上（大谷聡氏） 

ア 西原町会の現状と課題 

(ｱ) 情報をタイムリーに発信、受信、共有することができない。 

(ｲ) 回覧板の頻度が多く、ゆっくり読むことができない。 

(ｳ) 役員から重要な情報の発信ができない。 

イ 町会ＤＸ推進の目的 

(ｱ) リアルタイムな情報発信を行う。 

(ｲ) 相互コミュニケーションを目指す。 

(ｳ) 安否確認、防災等の備品管理を行う。 

ウ 「ＪｉｃｈｉＮａｖｉ」アプリの利用 

(ｱ) 電子回覧板 

(ｲ) イベントカレンダー（中止の連絡もアプリで行う。） 

(ｳ) 公民館予約をネット申請に変更 

(ｴ) ファイルの共有（書類の電子化） 

(ｵ) 安否確認、防犯情報の配信 
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エ 成果と今後の展望 

(ｱ) 情報共有スピードが向上した。 

(ｲ) 安否確認の迅速化が進んだ。 

(ｳ) 町会活動への参加意識が向上した。 

(ｴ) アプリ利用者の加入率向上を進めていく。 

(ｵ) 防災機能をより強化していく。 

 

３ 質疑応答  

⑴  松本市町会連合会の取組み 

ア 町会の加入率はどうなのか。町会は世帯数が少ない町会や多い町会様々あり

ますが、町会の合併をすすめているか？  

・町会加入率は 74.06％、年々減っているが、中核市の平均は 66％なので高い

方ではないか。 

・市では町会合併のお手伝いをしますが、合併してくださいと要請はしていな

い。ご相談をお聞きすることは可能です。 

⑵  町会ＤＸ推進による地域コミュニケーションの向上 

ア アプリの導入費用について 

・登録料と利用料が発生する。初期費用は 12 万円くらい、 

・利用料は町会の収入の２％（収入には補助金・助成金は含めない） 

イ 情報発信は、すべて情報部長が対応していますか？ 

・それぞれ部会等の担当者が対応しています。 

ウ アプリを導入して、誹謗中傷やいたずらなどはないか？ 

・今のところはありません。管理者権限があるため、書き込みを制限すること

も可能です。 

 

４ 意見交換 

  分科会参加者が６のグループに分かれ意見交換後グループ発表を行った。 

主な意見は以下のとおり。 

⑴  事例発表を聞いた感想 

・アプリの存在を少しでも知ってもらいたい。 

・現場でコーディネーターをされている方々で、かつポジティブな姿勢を持たれ

ていることに感心しました。それゆえに信頼されるコミュニケーションが成立

しているのだと感じた。 

・アプリを導入していく必要がある。 

・現在、町会の役員は６５～７５才が多いため紙と併用が必要ではないか。 

・町会負担軽減・効率化は継続して進めていただきたい。 

・町会ＤＸ推進については、町会の高齢化等で配布物が大変なので取組みたい。 

・ＤＸの必要であるが地域のつながり、顔の見える関係も大事と感じた。 

・町会連合会の取組みは削減件数など目に見えて結果が分かった。 

・大谷さんの事例は目から鱗だった。ＤＸの導入で若い世代との交流が生まれる。
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ＤＸ推進のため地域づくりセンター・公民館の支援も必要ではないか。 

・アプリの全てを行うのではなく、公民館予約、安否確認などできることからや

ってみたい。 

・ＤＸに詳しい人が役員でなくなった場合でも大丈夫なように後継者を育成する

ことも重要    

(2) 今、町会で取り組んでいること等 

・引継ぎのルール化を進めている。 

・公民館が改築されたため、従来の活動を厚くすることと新たな使い方を検討し

ている。 

・隣近所の交流の促進している。 

・行事、イベントなどの魅力ある町会づくりを目指している。 

・役員の担い手については、町会内での全員参加でもあり、役員については順番

が数年先まで決まっている。町会戸数も５０戸弱で全員がある程度納得して理

解している。 

・庄内では小学校が場所、イベントに絡めて防災について活動している。 

・役員を 1 年任期にして輪番にしている。 

・マンションの住民は簡単な役員をお願いしている。 

・防災キャンプの実施を計画している。 

・新しい事業に取り組むのではなく、既存の事業を縮小し、無くならないように

工夫している。 

・1 年前まで、信大生が空き家を利用し地区住民と交流していた。 

(3) その他 

・町会の負担軽減でデジタル化を進めていただいていますが、ＤＸ化についても、

松本市・各地域づくりセンターで、配布物について削減に繋げられないか検討

をお願いしたい。 

・役員不足、ゴミ出しの課題が多い。 

・防災の安否確認をＬＩＮＥでやりたい。 

・公民館居酒屋をやってみたい。 

・住民がふらっと来て、お茶を飲みながら集まり、子ども達も放課後に立ち寄れ

る町会公民館を目指したい。 

 

５ まとめ 

  松本市には 35 地区、485 町会あり、それぞれの地域性、地形、環境、人口、世

帯など異なっている中で、分科会に参加していただいた方が、事例発表や意見交

換を通じて、町会活動が快適になるような発見が 1 つはあったと思います。 

  各地域づくりセンター・公民館は町会のお役に立てるよう、協力や相談を続け

ていきたい。 
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シ
ョ

ン
指

導
を

実
施

し
た

。
・
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
が

で
き

た
段

階
で

、
原

作
者

で
あ

る
ヤ

ポ
ン

ス
キ

ー
こ

ば
や

し
氏

と
と

も
に

試
写

会
を

実
施

。
ま

た
、

同
内

容
を

冊
子

制
作

時
に

関
わ

っ
た

小
松

芳
郎

先
生

に
も

見
て

い
た

だ
い

た
。

・
松

本
市

公
式

Yo
ut
ub
eへ

の
投

稿
・

イ
オ

ン
モ

ー
ル

で
の

完
成

披
露

会
開

催
・

近
隣

の
小

中
学

校
図

書
館

へ
設

置
・

第
三

地
区

作
品

展
で

の
上

映

R
6年

度
第
三
地
区

住
民
自
治

子
ど
も

夏
休
み
こ
ど
も
企
画
「
公

民
館
で
遊
ぼ
う
！
」

あ
が

た
児

童
セ

ン
タ

ー
の

子
ど

も
た

ち
を

公
民

館
へ

招
待

し
、

カ
レ

ー
作

り
や

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
体

験
を

行
な

っ
た

。
公

民
館

内
を

探
検

し
た

り
、

広
い

部
屋

で
の

び
の

び
と

自
由

に
遊

べ
る

よ
う

に
し

た
。

夏
休

み
で

児
童

セ
ン

タ
ー

の
利

用
児

童
が

増
え

る
時

期
に

開
催

。
小

学
校

４
年

生
～

６
年

生
対

象
第

三
地

区
公

民
館

を
貸

し
切

り
に

し
て

実
施

第
三

地
区

公
民

館
（

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
）

あ
が

た
児

童
セ

ン
タ

ー
第

三
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

生
活

支
援

員
民

生
児

童
委

員
協

議
会

・
地

区
支

援
企

画
会

議
の

令
和

６
年

度
の

テ
ー

マ
が

「
こ

ど
も

」
と

い
う

こ
と

で
、

公
民

館
主

催
で

子
ど

も
向

け
の

講
座

を
検

討
し

て
い

た
と

こ
ろ
、

児
童

セ
ン

タ
ー

か
ら

”
子

ど
も

た
ち

の
遊

び
場

が
減

っ
て

い
る

（
人

数
が

多
す

ぎ
て

遊
戯

室
で

の
び

の
び

遊
べ

な
い

）
”

と
い

う
お

話
を

い
た

だ
い

た
の

で
、

公
民

館
と

児
童

セ
ン

タ
ー

で
タ

イ
ア

ッ
プ

し
て

今
回

の
企

画
を

行
う

こ
と

を
決

め
た

。
・
当

初
は

一
般

募
集

で
子

供
の

参
加

を
呼

び
か

け
よ

う
と

思
っ

た
が

、
児

童
セ

ン
タ

ー
の

子
ど

も
た

ち
だ

け
で

約
４

０
名

い
た

の
で

、
今

年
度

は
児

童
セ

ン
タ

ー
の

子
ど

も
を

対
象

に
し

て
実

施
し

た
。

・
子

ど
も

た
ち

の
反

応
も

よ
く

、
大

満
足

で
児

童
セ

ン
タ

ー
へ

帰
っ

て
い

っ
た

。
帰

宅
後

に
保

護
者

に
話

を
し

た
子

も
多

か
っ

た
よ

う
で

、
保

護
者

か
ら

も
こ

の
よ

う
な

企
画

は
あ

り
が

た
い

と
の

声
を

い
た

だ
い

た
。

・
児

童
セ

ン
タ

ー
の

子
ど

も
に

限
ら

ず
、

地
域

に
住

む
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
や

、
学

校
で

体
験

で
き

な
い

こ
と

を
体

験
す

る
場

と
な

る
よ

う
に

公
民

館
と

し
て

で
き

る
こ

と
を

検
討

し
て

い
き

た
い

。

R
6年

度
第
三
地
区

地
域
活
性
化

子
ど
も

あ
が
た
の
森

水
無
月
コ
ン
サ
ー
ト

地
区

の
子

供
達

や
地

域
で

活
躍

す
る

音
楽

団
体

の
演

奏
会

第
三

地
区

町
内

公
民

館
長

会
第

三
地

区
公

民
館

源
池

小
学

校
清

水
小

学
校

清
水

中
学

校

・
例

年
６

月
に

開
催

し
て

い
る

。
・
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

開
催

中
止

と
な

っ
て

い
た

時
期

も
あ

る
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

復
活

し
、

令
和

６
年

度
も

盛
大

に
開

催
さ

れ
た

。
・
令

和
５

年
度

は
源

池
小

学
校

の
金

管
バ

ン
ド

に
出

演
を

断
ら

れ
て

し
ま
っ

た
が

（
運

動
会

と
重

な
り

練
習

が
で

き
な

い
）

、
第

２
０

回
を

迎
え

る
令

和
６

年
度

は
な

ん
と

か
出

演
い

た
だ

け
る

よ
う

１
年

か
け

て
オ

フ
ァ

ー
を

し
つ

づ
け

た
結

果
、

令
和

６
年

度
は

源
池

小
学

校
金

管
バ

ン
ド

に
も

出
演

い
た

だ
き

、
３

校
そ

ろ
っ

て
の

出
演

が
叶

っ
た

。

・
地

域
の

方
々

が
子

供
た

ち
の

演
奏

を
聴

く
機

会
も

少
な

く
、

ま
た

大
人

の
団

体
の

演
奏

を
子

ど
も

た
ち

が
聴

け
る

良
い

機
会

に
も

な
っ

て
い

て
、

来
場

者
か

ら
は

大
変

好
評

を
い

た
だ

い
て

い
る

。
・

部
活

動
の

地
域

移
行

も
進

み
、

学
校

と
し

て
の

出
演

が
今

後
ど

う
な

っ
て

い
く

か
は

不
明

だ
が

、
子

ど
も

も
大

人
も

参
加

で
き

る
よ

う
な

地
区

の
恒

例
行

事
と

し
て

こ
れ

か
ら

も
続

け
て

い
き

た
い

。

R
6年

度
第
三
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

あ
が
た
の
森
夏
ま
つ
り

地
区

の
子

供
た

ち
に

よ
る

青
山

様
、

ぼ
ん

ぼ
ん

の
行

進
と

、
町

会
役

員
に

よ
る

出
店

（
か

き
氷

や
く

じ
引

き
等

）
で

、
地

区
の

夏
ま

つ
り

を
開

催
す

る
。

あ
が

た
の

森
夏

ま
つ

り
実

行
委

員
会 第

三
地

区
公

民
館

・
例

年
８

月
に

開
催

し
て

い
る

。
・
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

開
催

中
止

と
な

っ
て

い
た

時
期

も
あ

る
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

復
活

し
、

令
和

６
年

度
も

盛
大

に
開

催
さ

れ
た

。
・
青

山
様

ぼ
ん

ぼ
ん

は
各

町
会

単
独

で
は

人
数

が
少

な
く

て
開

催
で

き
な

い
町

会
も

あ
る

た
め

、
夏

ま
つ

り
で

他
の

町
会

と
合

同
で

行
な

う
こ

と
で

伝
統

行
事

の
継

承
に

つ
な

げ
る

。

・
子

ど
も

た
ち

が
た

く
さ

ん
参

加
し

て
く

れ
る

の
で

大
変

盛
り

上
が

る
楽

し
い

夏
ま

つ
り

が
開

催
で

き
て

い
る

。
・

出
店

を
担

当
し

て
い

る
町

会
役

員
の

負
担

が
か

な
り

大
き

い
と

思
う

の
で

、
軽

く
で

き
る

部
分

を
検

討
し

な
が

ら
も

、
夏

ま
つ

り
の

質
を

落
と

さ
な

い
よ

う
に

今
後

も
地

区
の

恒
例

行
事

と
し

て
開

催
し

て
い

き
た

い
。

R
6年

度
第
三
地
区

文
化
・
芸
術

全
て

第
三
地
区
作
品
展

地
区

住
民

か
ら

作
品

を
募

り
、

２
日

間
に

わ
た

っ
て

作
品

展
示

す
る

。

第
三

地
区

町
内

公
民

館
長

会
第

三
地

区
町

会
連

合
会

第
三

地
区

公
民

館

・
例

年
１

１
月

に
開

催
し

て
い

る
。

・
あ

が
た

の
森

文
化

会
館

で
開

催
を

し
て

い
た

が
、

令
和

５
年

度
よ

り
勤

労
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
の

開
催

に
変

更
。

あ
が

た
の

森
文

化
会

館
は

特
有

の
雰

囲
気

で
良

さ
は

も
ち

ろ
ん

あ
る

が
、

準
備

が
大

変
で

会
場

も
暗

い
と

い
う

懸
念

点
が

あ
っ

た
。

令
和

５
年

度
勤

労
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

た
と

こ
ろ

、
準

備
は

そ
れ

ほ
ど

大
変

で
は

な
く

、
会

場
も

明
る

く
て

作
品

が
見

や
す

い
と

い
う

声
か

ら
今

後
は

勤
労

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

の
開

催
で

進
め

て
い

く
。

・
令

和
５

年
度

に
初

め
て

抽
選

会
を

開
催

し
、

来
場

者
も

楽
し

ん
で

い
た
。

・
作

品
数

は
減

少
傾

向
に

あ
る

が
、

そ
れ

で
も

５
０

０
点

ほ
ど

の
作

品
が

集
ま

り
、

来
場

者
も

様
々

な
作

品
を

み
る

こ
と

が
で

き
て

満
足

い
た

だ
け

て
い

る
。

ま
た

、
こ

の
作

品
展

に
向

け
て

の
作

品
づ

く
り

に
や

り
が

い
を

感
じ

て
い

る
方

が
多

く
、

地
区

の
恒

例
行

事
と

し
て

こ
れ

か
ら

も
続

け
て

い
き

た
い

。
・

あ
が

た
の

森
で

行
な

っ
て

い
た

と
き

は
観

光
客

や
文

化
会

館
の

利
用

者
な

ど
関

係
者

以
外

の
来

場
も

あ
っ

た
が

、
勤

労
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
は

そ
れ

ば
難

し
い

の
で

、
来

場
者

を
増

や
す

方
法

を
検

討
し

て
い

か
な

い
と

い
け

な
い

。

R
6年

度
城
北
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

井
戸
端
会
議

高
齢

者
の

生
き

が
い

づ
く

り
。

毎
月

第
1木

曜
日

。
福

祉
ひ

ろ
ば

。
季

節
の

行
事

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

ミ
ニ

コ
ン

サ
ー

ト
を

ひ
ろ

ば
サ

ー
ク

ル
・

町
会

の
方

な
ど

の
協

力
で

多
彩

な
企

画
を

開
催

。
そ

の
後

は
お

茶
会

を
行

う
。

参
加

費
１

０
０

円

ひ
ろ

ば
事

業
サ

ポ
ー

ト
隊

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

参
加

者
が

自
由

に
話

あ
え

る
場

を
作

る
＝

話
が

尽
き

な
い

皆
さ

ん
話

を
し

た
く

て
し

ょ
う

が
な

い
が

、
な

か
な

か
人

と
話

す
機

会
が

少
な

く
外

に
出

る
機

会
も

少
な

い
中

、
こ

の
事

業
は

、
そ

う
い

う
方

に
喜

ば
れ

て
い

る
。

企
画

運
営

を
考

え
る

中
で

、
マ

ン
ネ

リ
化

し
な

い
よ

う
に

と
色

々
考

え
て

く
れ

て
い

る
が

、
苦

労
さ

れ
て

る
。

R
6年

度
城
北
地
区

福
祉

高
齢
者

ふ
れ
あ
い
健
康
教
室

健
康

づ
く

り
。

毎
月

第
4水

曜
日

。
町

会
当

番
制

で
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
歌

な
ど

。
最

後
に

お
茶

会
。

事
前

に
担

当
町

会
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
で

打
合

せ
。

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

・
歌

を
決

め
て

も
ら

う
。

お
菓

子
の

用
意

も
町

会
。

当
日

は
、

町
会

さ
ん

が
主

体
と

な
り

運
営

。
健

康
相

談
・

血
圧

測
定

・
困

り
ご

と
な

ど
、

専
門

職
員

も
参

加

町
会

役
員

関
係

者
ひ

ろ
ば

事
業

サ
ポ

ー
ト

隊
市

担
当

職
員

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

な
に

よ
り

、
町

会
が

主
体

と
な

り
運

営
さ

れ
て

い
て

各
町

会
さ

ん
の

特
色

が
あ

り
、

参
加

さ
れ

て
る

方
は

も
ち

ろ
ん

、
役

員
の

方
た

ち
も

楽
し

ん
で

い
る

。

R
6年

度
城
北
地
区

福
祉

高
齢
者

レ
ス
ト
ラ
ン
「
夢
」

ふ
れ

あ
い

づ
く

り
。

毎
月

第
3水

曜
日

。
一

皿
２

５
０

円
で

カ
レ

ー
の

提
供

。
事

前
予

約
。

食
材

の
購

入
は

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
。

ひ
ろ

ば
事

業
サ

ポ
ー

ト
隊

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

年
代

を
こ

え
て

い
ろ

ん
な

世
代

の
方

に
来

て
い

た
だ

き
、

男
性

の
参

加
も

多
い

。
今

年
度

か
ら

、
予

約
申

込
に

QR
を

取
り

入
れ

た
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

の
方

も
美

味
し

い
と

喜
ん

で
い

た
だ

け
る

の
が

う
れ

し
い

と
、

調
理

・
会

場
準

備
と

頑
張

っ
て

い
る

。

活
動

実
践

事
例

一
覧

表
（
R

６
）

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

230027
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
城
北
地
区

福
祉

高
齢
者

き
っ
さ
「
千
客
万
来
」

交
流

・
ふ

れ
あ

い
づ

く
り

。
毎

月
第

3金
曜

日
。

喫
茶

の
運

営
。

コ
ー

ヒ
ー

・
お

茶
菓

子
・

お
味

噌
汁

の
提

供
。

コ
ー

ヒ
ー

は
サ

ポ
ー

ト
隊

の
方

が
早

く
か

ら
た

て
て

く
れ

る
。

ひ
ろ

ば
事

業
サ

ポ
ー

ト
隊

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

少
し

ず
つ

、
男

性
の

お
客

さ
ん

や
新

し
い

方
が

来
て

く
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

ゆ
っ

く
り

と
お

し
ゃ

べ
り

し
な

が
ら

美
味

し
い

コ
ー

ヒ
ー

・
お

菓
子

を
召

し
上

が
っ

て
も

ら
え

、
ス

タ
ッ

フ
の

方
も

元
気

を
も

ら
え

て
い

る
。

季
節

に
あ

っ
た

企
画

も
取

り
入

れ
た

い
。

R
6年

度
城
北
地
区

福
祉

高
齢
者

カ
フ
ェ
「
す
い
れ
ん
」

住
民

間
の

絆
を

深
め

、
支

え
合

え
る

関
係

を
築

き
、

誰
も

が
住

み
な

れ
た

家
、

地
域

で
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
地

域
（

町
づ

く
り

）
を

目
指

す
。

平
成

2
9
年

1
1月

オ
ー

プ
ン

①
沢

村
店

（
沢

村
公

民
館

）
　

毎
月

第
２

火
曜

日
②

白
金

店
（

白
金

町
公

民
館

）
毎

月
第

４
火

曜
日

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
募

り
運

営
（

R6
 2

4人
）

地
区

住
民

平
成

28
年

度
「

城
北

地
区

住
み

よ
い

町
づ

く
り

協
議

会
」

で
活

動
の

柱
を

「
認

知
症

に
や

さ
し

い
ま

ち
づ

く
り

」
と

し
活

動
。

福
祉

ひ
ろ

ば
を

利
用

さ
れ

て
い

る
ご

家
族

の
方

か
ら

介
護

の
相

談
を

受
け

て
い

た
こ

と
も

あ
り

、
福

祉
の

部
会

で
介

護
を

必
要

と
す

る
方

や
障

が
い

を
お

持
ち

の
方

、
ま

た
そ

の
家

族
の

方
々

が
誰

も
が

気
楽

に
集

い
、

安
心

し
て

過
ご

す
場

所
が

作
れ

な
い

か
検

討
。

そ
の

後
、

学
習

会
・

話
し

合
い

を
重

ね
「

カ
フ

ェ
」

を
開

設
し

現
在

に
至

る
。

R４
年

度
　

　
30
7人

（
26
人

/月
）

R５
年

度
　

　
42
8人

（
36
人

/月
）

ス
タ

ッ
フ

の
高

齢
化

R
6年

度
安
原
地
区

人
権

と
住
民
自
治

障
が
い
者

地
区
内
に
あ
る
支
援
学
級

・
障
害
者
施
設
の
支
援

地
区

内
に

あ
る

支
援

学
級

、
障

害
者

施
設

（
し

な
の

木
教

室
、

あ
さ

ひ
学

園
、

ふ
れ

っ
手

 等
）

へ
の

協
力

。
ま

た
協

働
に

よ
る

地
区

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
。

地
区

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

地
区

公
民

館
地

域
住

民

支
援

学
級

や
障

害
者

施
設

に
い

る
方

た
ち

は
、

ど
う

し
て

も
社

会
と

の
繋

が
り

が
希

薄
化

し
て

し
ま

う
。

そ
れ

に
も

関
わ

ら
ず

、
し

な
の

木
教

室
や

あ
さ

ひ
学

園
の

子
ど

も
た

ち
は

卒
業

後
、

い
き

な
り

社
会

に
出

て
働

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
こ

で
、

地
区

を
挙

げ
て

各
施

設
の

事
業

に
協

力
し

た
り

、
ま

た
、

地
区

の
活

動
に

協
力

し
て

も
ら

っ
た

り
す

る
こ

と
で

、
よ

り
社

会
に

な
じ

め
る

よ
う

働
き

か
け

る
。

し
な

の
木

教
室

・
・

・
毎

週
木

曜
日

の
パ

ン
販

売
を

地
区

館
で

行
っ

て
も

ら
う

こ
と

で
、

接
客

訓
練

に
繋

が
り

、
卒

業
後

の
人

生
に

役
立

つ
。

あ
さ

ひ
学

園
・

・
・

地
区

の
イ

ベ
ン

ト
に

協
力

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
社

会
と

の
繋

が
り

が
で

き
る

。
ふ

れ
っ

手
、

・
・

・
月

一
度

の
い

な
り

寿
司

販
売

を
通

し
て

、
社

会
と

の
繋

が
り

が
で

き
る

。

R
6年

度
安
原
地
区

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も

学
習
支
援

・
令

和
5年

度
に

Ｎ
Ｐ

Ｏ
　

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ

Ｓ
を

設
立

し
、

目
的

の
一

つ
で

あ
る

学
習

支
援

を
ス

タ
ー

ト
・

4月
か

ら
開

催
場

所
を

安
原

地
区

公
民

館
と

し
、

日
曜

日
14

時
か

ら
17

時
ま

で
開

催
・

対
象

は
地

域
の

小
学

生
か

ら
高

校
生

・
元

教
諭

、
英

会
話

学
校

主
催

者
、

信
大

教
員

と
大

学
院

生
が

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

参
加

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｓ

卓
球

の
地

域
ク

ラ
ブ

と
し

て
活

動
し

て
い

ま
し

た
が

、
卓

球
が

上
達

す
る

工
程

を
学

習
に

も
活

か
し

て
も

ら
い

た
い

と
考

え
、

そ
の

実
践

の
場

と
し

て
公

民
館

で
の

学
習

支
援

を
行

う
こ

と
に

し
た

。

・
主

要
5科

目
だ

け
で

な
く

、
選

抜
入

試
に

も
対

応
し

た
学

習
支

援
を

試
み

て
い

る
・

2名
の

生
徒

が
長

野
県

科
学

振
興

会
の

科
学

研
究

費
助

成
金

に
採

択
・

卓
球

ク
ラ

ブ
と

し
て

も
活

動
し

て
い

る

R
6年

度
白
板
地
区

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も

丸
ノ
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

本
市

初
の

総
合

型
地

域
ク

ラ
ブ

学
校

区
の

児
童

生
徒

に
ス

ポ
ー

ツ
教

室
（

卓
球

・
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
な

ど
）

学
校

区
の

児
童

生
徒

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
（

公
民

館
で

遊
ぼ

う
（

コ
ロ

ナ
禍

以
前

は
公

民
館

に
泊

ま
ろ

う
と

し
て

開
催

）
、

ク
リ

ス
マ

ス
会

）
住

民
（

学
校

区
）

を
対

象
に

ス
ポ

ー
ツ

教
室

・
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

※
地

区
で

は
な

く
中

学
校

区
と

対
象

が
広

い

住
民

（
学

校
区

）
丸

ノ
内

中
学

校
（

当
初

）
地

区
公

民
館

古
市

連
合

町
会

長
（

当
時

は
北

部
公

民
館

長
）

が
運

動
の

で
き

な
い

こ
ど

も
、

嫌
い

な
子

ど
も

に
純

粋
に

ス
ポ

ー
ツ

の
面

白
さ

を
教

え
た

い
と

い
う

想
い

か
ら

当
時

学
校

開
放

事
業

で
利

用
し

て
い

た
丸

ノ
内

中
学

の
大

池
俊

嗣
校

長
（

当
時

社
会

体
育

）
へ

依
頼

し
指

導
者

と
地

区
の

有
志

と
と

も
に

発
足

（
詳

細
は

社
会

教
育

実
践

集
37
集

参
照

）

・
ス

ポ
ー

ツ
教

室
か

ら
学

校
を

巻
き

込
ん

で
の

事
業

に
発

展
。

・
指

導
者

は
基

本
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

運
営

は
自

主
財

源

R
6年

度
白
板
地
区

文
化
・
芸
術

子
ど
も

田
川
児
童
セ
ン
タ
ー
　
交

流
会

田
川

児
童

セ
ン

タ
ー

を
利

用
し

て
い

る
子

ど
も

た
ち

と
の

交
流

地
区

内
の

安
心

の
家

や
文

化
財

を
巡

る
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、

し
め

か
ざ

り
等

の
伝

統
文

化
を

体
験

す
る

地
区

公
民

館
田

川
児

童
セ

ン
タ

ー

子
ど

も
た

ち
に

地
区

に
愛

着
を

持
っ

て
も

ら
い

、
地

区
の

活
動

に
前

向
き

に
参

加
し

て
も

ら
う

た
め

に
何

か
で

き
な

い
か

話
し

合
い

、
実

施
に

至
っ

た
。

白
板

地
区

を
知

っ
て

も
ら

い
、

愛
着

を
持

っ
て

も
ら

う
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

地
区

の
イ

ベ
ン

ト
に

も
顔

を
見

せ
て

く
れ

る
児

童
も

複
数

お
り

、
一

定
の

成
果

が
あ

る
。

R
6年

度
白
板
地
区

福
祉
と
交
通

全
て

白
板
地
区
放
光
寺
町
会
移

動
支
援
事
業

「
お
互
い
さ
ま
タ
ク
シ
ー

」

放
光

寺
町

会
員

が
、

通
院

・
買

い
物

な
ど

を
目

的
に

、
自

宅
か

ら
タ

ク
シ

ー
を

利
用

し
た

場
合

の
料

金
に

つ
い

て
、

１
回

に
つ

き
１

，
０

０
０

円
の

利
用

者
負

担
を

控
除

し
た

額
を

町
会

か
ら

補
助

す
る

も
の

。
具

体
的

に
は

、
放

光
寺

公
民

館
か

ら
半

径
３

キ
ロ

メ
ー

ト
ル

以
内

の
ア

ル
ピ

コ
タ

ク
シ

ー
利

用
に

つ
い

て
、

利
用

者
に

タ
ク

シ
ー

チ
ケ

ッ
ト

を
事

前
に

交
付

し
、

月
末

に
町

会
が

ア
ル

ピ
コ

タ
ク

シ
ー

と
差

額
を

精
算

す
る

。

放
光

寺
町

会
移

動
支

援
推

進
委

員
会

、
ア

ル
ピ

コ
タ

ク
シ

ー

・
放

光
寺

町
会

内
は

勾
配

の
急

な
坂

道
が

多
い

こ
と

に
加

え
、

公
共

交
通

の
利

便
性

が
低

く
、

高
齢

者
を

は
じ

め
移

動
が

困
難

な
状

況
に

あ
る

。
・
住

民
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

も
と

に
「

町
内

の
譲

り
合

い
・

助
け

合
い
」

「
安

価
」

「
利

便
性

」
を

考
慮

し
、

一
人

で
外

出
が

難
し

い
方

へ
の

支
援

と
し

て
、

令
和

３
年

３
月

か
ら

実
施

。

令
和

５
年

度
の

実
績

と
し

て
、

延
べ

台
数

６
１

１
台

、
延

べ
人

数
９

４
６

名
が

利
用

。

R
6年

度
白
板
地
区

福
祉

高
齢
者

町
会
サ
ロ
ン
（
8
町
会
）

白
板
南
・
白
板
宮
本
・
宮

渕
東
・
宮
渕
日
向
・
宮
渕
新

橋
・
宮
崎
町
・
蟻
ケ
崎
西

・
放
光
寺

月
1回

～
2回

程
度

実
施

体
操

・
公

園
、

神
社

清
掃

・
茶

話
会

の
実

施
各

町
会

ま
た

は
老

人
会

町
会

内
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
町

会
長

、
民

生
児

童
委

員
が

高
齢

者
の

孤
立

を
防

ぐ
た

め
、

身
近

な
場

所
で

の
集

い
・

交
流

・
活

動
を

行
う

中
で

通
い

の
場

を
作

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
始

め
た

。
課

題
：

参
加

者
の

減
少

R
6年

度
白
板
地
区

住
民
自
治

障
が
い
者

カ
フ
ェ
凸
凹

カ
フ

ェ
・

夏
祭

り
・

マ
ル

シ
ェ

な
ど

不
定

期
開

催
地

区
内

有
志

交
流

を
通

じ
て

認
知

症
患

者
・

障
が

い
者

・
健

常
者

お
互

い
が

で
き

る
事
、

で
き

な
い

事
を

認
め

、
い

つ
ま

で
も

暮
ら

し
続

け
ら

れ
る

地
区

づ
く

り
を

す
る

。

今
後

：
今

以
上

に
障

が
い

者
や

認
知

症
患

者
の

方
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
工

夫
を

凝
ら

し
た

も
の

に
し

て
い

き
た

い
。

課
題

：
資

金
面

R
6年

度
白
板
地
区

福
祉

全
て

だ
れ
で
も
食
堂

じ
ょ
う
ね
ん
す
と
り
ー
と

毎
月

第
4土

曜
日

(変
更

有
)

地
区

内
有

志
孤
食

を
防

ぎ
、

食
の

楽
し

さ
を

体
験

し
て

も
ら

い
地

域
に

顔
を

出
す

き
っ

か
け

づ
く

り
を

す
る

。

課
題

：
資

金
面

今
後

：
課

題
解

決
に

向
け

て
賛

同
者

を
増

や
す

。

R
6年

度
田
川
地
区

環
境

全
て

自
然
環
境
保
護
活
動

田
川

地
区

の
河

川
で

ホ
タ

ル
調

査
や

生
き

物
観

察
会

を
実

施
し

、
川

に
親

し
む

機
会

を
設

け
、

田
川

地
区

の
自

然
環

境
を

保
護

し
て

い
く

こ
と

目
的

と
す

る
。

・
生

き
物

多
様

性
の

た
め

の
環

境
保

全
・

調
査

（
ホ

タ
ル

調
査

）
・

川
な

ど
で

生
き

物
観

察
会

の
実

施
（

両
島

川
生

き
物

観
察

会
）

・
田

川
小

学
校

の
環

境
学

習
の

講
師

（
「

生
き

物
自

然
観

察
ク

ラ
ブ

」
等

へ
の

支
援

）

・
た

が
わ

水
辺

を
守

る
会

・
川

や
水

路
の

多
い

地
域

の
特

性
を

生
か

し
、

自
然

環
境

保
護

や
環

境
学

習
な

ど
を

行
っ

て
い

る
点

。

R
6年

度
田
川
地
区

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ

全
て

08
40

ラ
ジ
オ
体
操
の
会

・
ラ

ジ
オ

体
操

を
共

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
田

川
地

区
の

健
康

増
進

と
地

域
の

つ
な

が
り

を
作

り
、

参
加

者
相

互
の

親
睦

を
深

め
る

。
・

毎
週

火
曜

日
・

木
曜

日
の

8時
50

分
～

9時
、

田
川

公
民

館
駐

車
場

（
冬

季
、

雨
天

時
は

田
川

公
民

館
大

会
議

室
）

で
行

う
。

・
対

象
者

は
、

地
区

住
民

。

08
40

ラ
ジ

オ
体

操
の

会
・

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

地
区

生
活

支
援

員
）

・
活

動
8年

目
を

迎
え

、
年

間
延

べ
15
00
人

ほ
ど

の
参

加
が

あ
り

、
地

域
住

民
の

生
活

に
根

付
い

て
い

る
。

・
体

操
を

通
じ

て
、

互
い

の
見

守
り

・
安

否
確

認
に

も
な

っ
て

い
る

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
庄
内
地
区
生
活
支
援
員

福
祉
と
住
民
自
治

高
齢
者

な
ご
み

場
所
：並
柳
団
地
（A
2
棟
　
２
１
号
室
）

目
的
：「
誰
も
が
安
心
し
て
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
」

時
期
：R
6
.9
.6
～

対
象
：団
地
住
民
、
誰
で
も

内
容
：県
営
住
宅
の
空
き
部
屋
を
活
用
し
て
互
助
活
動
を
行
う
。
住
民
主
体

で
運
営
し
、
相
談
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
家
事
サ
ポ
ー
ト
等
を
行

う
。
（３
０
分
６
０
０
円
）

な
ご
み

①
団
地
の
少
子
高
齢
化
や
住
民
の
関
係
希
薄
化
、
１
人
暮
ら
し
世
帯
の
増

加
、
入
居
者
減
少
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
っ
た

②
県
と
住
民
(提
案
者
)が
共
に
事
業
を
つ
く
る
県
民
参
加
型
予
算
(提
案
・

共
創
型
）を
活
用
し
て
部
屋
の
改
修
費
を
確
保

③
同
じ
並
柳
商
店
街
で
活
動
す
る
「集
い
場
ふ
ら
っ
と
」を
運
営
す
る
労
働

者
協
同
組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
事
業
団
・松
本
大
学
な
ど
が
準
備
に
協
力

R
6年

度
庄
内
地
区
公
民
館

住
民
自
治
と
地
域
活
性
化

全
て

ド
リ
ー
ム
庄
内
”
秋
の
つ
ど
い
”

時
期
：毎
年
１
０
月
の
第
３
か
第
４
日
曜
日
(日
曜
日
の
数
に
よ
っ
て
変
動
）

目
的
：①
多
世
代
の
交
流
②
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
と
同
時
に
地
域
愛

を
育
む
③
人
と
人
、
活
動
を
つ
な
げ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

体
制
：①
こ
れ
ま
で
：ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
担
う
各
団
体
を
中
心
に
必
要

な
団
体
へ
声
が
け
し
て
実
行
委
員
会
を
組
織
②
今
年
か
ら
地
元
の
小
中
学

校
へ
声
を
か
け
て
、
運
営
員
を
募
集

内
容
：毎
年
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
話
し
合
い
で
決
め
る
た
め
、
決
ま
っ
た

事
業
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
文
化
祭
・運
動
会
・お
祭
り
な
ど
を
実
施
。

場
所
：庄
内
公
園
・ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内

・ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（ド
リ
ー
ム
庄

内
実
行
委
員
会
）

①
ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
が
開
館
し
て
す
ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
制
１
０
０
周
年

事
業
を
各
地
区
で
実
施
。
そ
れ
を
契
機
に
地
区
の
活
性
化
や
つ
な
が
り
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
継
続
し
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
地
区
住
民
主
体
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
事
業
が
縮

小
。
公
民
館
が
計
画
立
案
の
中
心
に

③
子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
意
見
を
取
り
入
れ
た
い
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
働
き
か
け
た
と
こ
ろ
、
希
望
者
が
集
ま
り
今
年
か
ら
活
動

ス
タ
ー
ト

・住
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
実
態
は
公
民
館

で
多
く
の
部
分
を
負
担
し
て
い
る

・今
年
は
運
動
会
と
い
う
大
枠
を
大
人
で
決
め
て
か
ら

子
ど
も
た
ち
に
種
目
な
ど
の
細
か
い
部
分
を
相
談
し

た
。
次
年
度
以
降
は
何
を
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い

R
6年

度
鎌
田
地
区

教
育

・
ス
ポ
ー
ツ

全
て

高
宮
北
公
園
の
会

地
区

住
民

が
健

康
維

持
を

目
的

と
し

て
、

毎
朝

６
時

半
の

ラ
ジ

オ
の

放
送

に
合

わ
せ

て
、

自
主

的
に

ラ
ジ

オ
体

操
を

行
っ

て
い

る
。

高
宮

北
公

園
の

会
（

地
区

住
民

）
か

ん
ぽ

生
命

保
険

NH
K

NP
O法

人
全

国
ラ

ジ
オ

体
操

連
盟

・
平

成
１

８
年

春
か

ら
週

に
１

度
、

高
宮

北
公

園
の

草
取

り
や

ゴ
ミ

拾
い
、

ト
イ

レ
掃

除
を

続
け

る
地

元
の

有
志

た
ち

が
、

朝
の

時
間

を
有

効
活

用
す

る
た

め
に

ラ
ジ

オ
体

操
を

始
め

た
こ

と
が

き
っ

か
け

で
あ

る
。

・
出

欠
席

や
名

前
の

確
認

は
行

わ
な

い
た

め
、

誰
で

も
気

軽
に

参
加

で
き

る
。

・
ト

イ
レ

が
閉

鎖
と

な
り

清
掃

で
集

ま
る

こ
と

は
な

く
な

っ
た

が
、

ラ
ジ

オ
体

操
は

継
続

し
て

行
わ

れ
て

い
る

。

・
活

動
が

開
始

し
て

１
９

年
ほ

ど
経

過
す

る
。

・
１

０
人

前
後

が
自

主
的

に
集

ま
る

よ
う

に
な

っ
た

。
・

高
齢

者
が

多
く

、
フ

レ
イ

ル
予

防
に

効
果

が
あ

る
と

感
じ

る
。

・
地

区
内

の
方

と
交

流
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

夏
休

み
期

間
中

は
近

隣
の

子
ど

も
達

も
参

加
す

る
）

・
令

和
３

年
度

、
か

ん
ぽ

生
命

保
険

等
か

ら
、

体
操

の
普

及
に

功
績

が
あ

っ
た

と
し

て
ラ

ジ
オ

体
操

優
良

団
体

と
し

て
表

彰
を

受
け

た
。

・
今

後
は

年
に

数
回

、
ラ

ジ
オ

体
操

指
導

員
を

呼
び

、
指

導
し

て
も

ら
う

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
。

R
6年

度
松
南
地
区

地
域
資
源
と

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

全
て

地
域
学
習
会

地
区

住
民

が
、

地
域

の
歴

史
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
地

域
の

現
在

・
未

来
を

考
え

て
い

く
た

め
の

組
織

を
立

ち
上

げ
、

歴
史

資
料

の
収

集
、

学
習

会
の

企
画

を
始

め
て

い
る

。

地
区

町
会

連
合

会
地

区
館

報
編

集
委

員
会

地
区

町
内

公
民

館
長

会
地

区
公

民
館

ほ
か

地
域

住
民

な
ど

地
区

版
館

報
の

作
成

の
過

程
で

、
地

域
の

歴
史

が
意

外
と

知
ら

れ
て

お
ら

ず
、

歴
史

を
知

る
た

め
の

資
料

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
様

々
な

資
料

を
収

集
し

、
成

果
を

学
習

す
る

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
い

た
い

と
い

う
機

運
が

高
ま

っ
た

。

・
令

和
４

年
に

地
区

公
民

館
の

共
催

事
業

で
地

区
の

歴
史

を
題

材
と

し
た

「
謎

解
き

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー
in

松
南

」
を

開
催

し
、

以
降

、
事

業
で

使
用

し
た

問
題

を
無

料
配

布
し

て
い

る
。

・
令

和
６

年
２

月
に

実
施

し
た

地
区

町
会

連
合

会
設

立
60
周

年
記

念
式

典
に

合
わ

せ
て

、
地

区
の

歴
史

を
振

り
返

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
た

。
・

同
上

式
典

の
記

念
品

と
し

て
、

平
田

里
古

墳
出

土
の

「
水

鳥
埴

輪
」

を
模

し
た

バ
ッ

ジ
の

作
成

に
協

力
し

た
。

・
町

内
公

民
館

な
ど

を
会

場
に

、
地

域
の

あ
ゆ

み
を

学
び

、
参

加
者

同
士

で
当

時
の

地
域

に
関

す
る

思
い

出
を

語
る

機
会

を
検

討
し

て
い

る
。

・
た

だ
昔

を
懐

か
し

む
だ

け
で

な
く

、
こ

の
地

域
の

現
在

・
未

来
を

ど
う

し
て

い
く

の
か

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
る

よ
う

な
取

り
組

み
と

し
た

い
。

R
6年

度
松
南
地
区

福
祉
と
地
域
活
性
化

全
て

出
張
！
ど
こ
で
も
”え
ん
が

わ
”
事
業

地
域
住
民
に
、
住
民
の
よ
り
身
近
な
場
所
（公
園
な
ど
）へ
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
会
話
や
交
流
す
る
も
の
。
そ
こ
へ
地
区
関
係
職
員
が

出
向
い
て
、
住
民
の
話
を
伺
っ
た
り
、
困
り
ご
と
の
相
談
を
し
て
も
ら
う
機

会
と
す
る
。

市
社
協
で
所
有
し
て
い
る
ベ
ン
チ
（エ
ク
セ
ラ
ン
高
校
、
蟻
ケ
崎
高
校
生
徒

が
作
成
）
を
活
用
す
る
ほ
か
、
当
日
移
動
販
売
車
を
呼
ん
で
住
民
が
集
ま
り

や
す
い
工
夫
を
し
て
い
る
。

地
区
生
活
支
援
員

地
区
関
係
職
員
（地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
福
祉
ひ
ろ
ば
、
保
健

師
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
社
協

な
ど
）

感
染
症
禍
な
ど
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
声
が
届
き
に
く
い
状
況
が
続

き
、
住
民
が
公
民
館
や
福
祉
ひ
ろ
ば
に
集
ま
り
交
流
す
る
の
が
難
し
い
中

で
、
住
民
同
士
の
交
流
や
支
援
の
必
要
な
状
況
を
把
握
す
る
機
会
が
必
要

と
考
え
、
地
区
生
活
支
援
員
の
発
案
・企
画
で
実
施
さ
れ
た
。

地
区
支
援
企
画
会
議
で
提
案
し
、
会
議
に
参
加
す
る
地
区
関
係
職
員
が
協

力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

・住
民
に
身
近
な
場
所
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
公
民
館

や
福
祉
ひ
ろ
ば
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・住
民
同
士
が
集
ま
る
機
会
が
減
少
し
て
い
た
た
め
、

住
民
同
士
の
交
流
の
機
会
に
も
な
っ
た
。

・松
南
地
区
9
町
会
の
う
ち
6
町
会
で
実
施
し
た
が
、
残

り
の
3
町
会
で
も
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
2
回
目
以
降
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

・松
南
地
区
で
最
近
、
身
内
を
亡
く
し
て
か
ら
落
ち
込

み
心
身
を
病
ん
で
い
る
方
も
見
か
け
る
中
で
、
地
区
担

当
保
健
師
と
も
話
し
、
ま
ち
か
ど
保
健
室
の
よ
う
な
形

で
も
実
施
し
た
い
。

R
6年

度
松
南
地
区

福
祉

高
齢
者

生
活
応
援
隊
こ
だ
ま

宮
田
３
町
会
（宮
田
東
、
宮
田
中
、
宮
田
西
）に
お
住
ま
い
で
６
５
歳
以
上
の

支
援
を
要
す
る
人
に
対
し
、
生
活
支
援
を
目
的
と
し
た
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

生
活
応
援
隊
こ
だ
ま

宮
田
３
町
会
の
民
生
児
童
委
員
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
が
、
委
員
退
任
後
も
地
域
住

民
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
、
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
主
に
高
齢
者
の
移
動
支
援
や
傾

聴
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
期
間
終
了
、
メ
ン
バ
ー
の
減
少
・高

齢
化
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
の
募
集
、
活
動
の
見
直
し

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

・過
去
に
集
会
で
事
例
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
様
子

・団
体
の
運
営
か
ら
携
わ
る
部
員
の
ほ
か
、
支
援
活
動

の
み
に
携
わ
る
部
員
を
募
集
し
て
い
る
。

・こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
み
を
対
象
に
活
動
し
て
き
た

が
、
子
ど
も
に
も
目
を
向
け
た
り
、
誰
も
が
集
え
る
居

場
所
づ
く
り
と
し
て
、
公
民
館
や
空
き
家
の
利
活
用
に

も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
島
内
地
区

地
域
活
性

化
と
地
域
資
源

全
て

地
域
の
歴
史
的
文
化
遺
産

を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り

住
民

組
織

「
島

内
地

区
歴

史
文

化
財

調
査

委
員

会
」

と
「

平
瀬

古
城

会
」

が
中

心
と

な
り

、
地

域
の

歴
史

的
文

化
遺

産
を

活
用

し
た

、
保

全
・

学
習

・
周

知
活

動
な

ど
を

通
じ

て
、

地
域

住
民

の
愛

着
醸

成
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

づ
く

り
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

域
外

へ
の

情
報

発
信

に
よ

っ
て

、
地

区
全

体
の

価
値

を
高

め
る

も
の

で
す

。

島
内

地
区

歴
史

文
化

財
調

査
委

員
会 平

瀬
古

城
会

島
内

史
談

会

　
島

内
地

区
で

は
、

歴
史

文
化

財
を

活
用

し
た

学
習

会
や

保
全

活
動

な
ど

を
通

じ
て

地
域

づ
く

り
が

進
め

ら
れ

て
き

ま
し

た
が

、
松

本
市

特
別

史
跡

「
平

瀬
城

跡
」

の
活

用
・

保
全

を
推

進
す

る
住

民
組

織
「

平
瀬

城
址

一
口

城
主

会
」

の
解

体
を

受
け

、
新

た
な

受
け

皿
の

必
要

性
が

生
ま

れ
ま

し
た
。

一
方

で
、

地
域

内
の

文
化

史
跡

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
や

地
域

歴
史

冊
子

の
発

刊
を

求
め

る
声

が
住

民
か

ら
寄

せ
ら

れ
て

い
た

た
め

、
平

瀬
城

跡
を

核
に

地
域

の
歴

史
的

文
化

遺
産

関
係

者
で

「
平

瀬
古

城
会

」
を

組
織

し
(ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

)、
文

化
財

の
保

全
・

学
習

・
周

知
活

動
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

区
で

初
め

て
と

な
る

歴
史

冊
子

を
発

刊
し

ま
し

た
。

さ
ら

に
、

松
本

市
文

化
財

課
の

「
ま

つ
も

と
文

化
遺

産
認

定
制

度
」

へ
登

録
し
、

地
区

の
歴

史
文

化
財

の
価

値
を

高
め

る
と

と
も

に
、

史
跡

で
の

狼
煙

上
げ

を
含

め
た

「
平

瀬
城

跡
狼

煙
ま

つ
り

」
を

令
和

3年
度

か
ら

実
施

し
て
い

ま
す

。
令

和
5年

度
は

安
曇

野
市

岩
原

城
な

ど
と

の
「

狼
煙

リ
レ
ー

」
も

実
現

し
ま

し
た

。
会

の
コ

ン
セ

プ
ト

は
、

「
会

員
が

楽
し

み
な

が
ら

、
自

由
に

意
見

を
出

し
合

い
、

積
極

的
か

つ
主

体
的

に
活

動
す

る
」

と
し

、
狼

煙
祭

り
も

含
め

て
皆

さ
ん

で
ア

イ
デ

ア
を

出
し

な
が

ら
、

検
討

を
ス

モ
ー

ル
グ

ル
ー

プ
で

進
め

、
実

施
は

会
全

体
で

行
う

と
い

う
手

法
で

進
め

て
い

ま
す

。

　
会

の
方

針
の

一
つ

に
「

自
分

た
ち

が
楽

し
み

な
が

ら
、

で
き

る
こ

と
を

・
で

き
る

範
囲

で
実

施
す

る
」

と
い

う
こ

と
が

あ
る

た
め

、
結

果
よ

り
も

「
実

施
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

と
実

施
で

き
た

こ
と

」
が

大
切

な
こ

と
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

(効
果

・
成

果
・

結
果

の
例

え
ば

…
)

・
会

員
が

島
内

の
小

中
学

校
で

歴
史

に
関

わ
る

授
業

を
実

施
・

平
瀬

城
跡

ピ
ク

ニ
ッ

ク
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

実
施

・
平

瀬
城

跡
の

整
備

作
業

を
実

施
・

平
瀬

城
跡

の
ろ

し
祭

り
を

実
施

・
史

跡
関

係
者

の
交

流
が

進
む

　
　

等

R
6年

度
島
内
地
区

住
民
自
治

子
ど
も

お
ら
ん
ち
de

ラ
ン
チ

昔
遊
び
の
会
　
な
ど

　
地

域
の

大
人

が
地

域
の

子
供

た
ち

に
対

し
て

三
世

代
交

流
に

よ
る

団
欒

の
場

づ
く

り
の

た
め

に
、

地
区

公
民

館
で

食
事

、
学

習
支

援
、

生
活

相
談

、
生

活
体

験
の

開
催

を
始

め
た

。

島
内

三
世

代
交

流
運

営
委

員
会

（
愛

ラ
ン

ド
島

内
）

島
内

公
民

館
島

内
農

業
文

庫
運

営
委

員
会

地
域

住
民

・
小

学
生

の
登

校
時

の
見

守
り

活
動

を
永

年
続

け
て

い
る

住
民

か
ら

、
「
地

域
は

家
族

」
と

い
う

思
い

が
強

く
な

り
、

子
供

を
中

心
に

三
世

代
交

流
の

場
を

是
非

つ
く

り
た

い
と

、
公

民
館

に
相

談
が

あ
っ

た
。

・
公

民
館

も
「

思
い

」
に

協
力

し
、

小
学

校
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

社
協

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
高

齢
者

ク
ラ

ブ
な

ど
の

有
志

に
よ

る
実

行
委

員
会

を
立

ち
上

げ
活

動
を

開
始

し
た

。

・
平

成
２

９
年

６
月

か
ら

月
１

回
を

目
途

に
開

催
。

・
食

材
提

供
す

る
農

家
や

団
体

が
現

れ
る

な
ど

協
力

の
輪

が
広

が
っ

た
。

・
チ

ラ
シ

回
覧

や
口

コ
ミ

に
よ

り
利

用
者

が
増

え
て

、
交

流
の

場
を

生
み

出
せ

た
。

ま
た

公
民

館
の

新
規

来
館

者
に

つ
な

が
っ

た
。

R
6年

度
島
内
地
区

住
民

自
治
と
防
災

全
て

島
内
地
区
防
災
モ
デ
ル
事

業

　
令

和
３

～
５

年
度

に
実

施
し

た
「

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
強

化
モ

デ
ル

事
業

」
の

重
点

事
業

と
し

て
実

施
し

た
「

島
内

地
区

防
災

モ
デ

ル
事

業
」

を
継

続
し

、
各

町
会

の
防

災
へ

の
取

組
み

を
再

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

支
援

す
る

地
区

の
役

割
に

つ
い

て
検

討
し

、
必

要
な

取
組

み
を

進
め

て
い

る
。

島
内

地
区

防
災

モ
デ

ル
実

行
委

員
会

モ
デ

ル
町

会
･地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

･公
民

館
･防

災
部

･消
防

団
･

生
活

支
援

員
･地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
･松

本
大

学
等

・
令

和
３

年
度

か
ら

３
年

間
「

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
強

化
モ

デ
ル

事
業
」

の
重

点
事

業
と

し
て

「
防

災
モ

デ
ル

事
業

」
を

進
め

て
き

た
。

・
モ

デ
ル

事
業

の
中

で
は

、
「

安
否

確
認

体
制

」
「

要
援

護
者

支
援

」
「
個

別
計

画
作

成
」

と
い

っ
た

課
題

に
つ

い
て

モ
デ

ル
町

会
を

設
定

し
て

取
り

組
み

を
進

め
た

。
・
地

区
の

役
割

と
し

て
「

事
業

周
知

」
「

地
区

の
人

材
育

成
」

「
介

護
保

険
事

業
所

な
ど

と
の

連
携

」
と

い
っ

た
課

題
が

出
て

き
た

た
め

、
小

･中
学
校

で
の

防
災

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

、
福

祉
避

難
所

へ
の

直
接

避
難

者
の

抽
出

方
法

の
検

討
、

入
所

系
施

設
と

町
会

と
の

連
携

と
い

っ
た

事
業

に
も

取
組

ん
だ

。
・
事

業
全

体
に

つ
い

て
松

本
大

学
地

域
防

災
科

学
研

究
所

か
ら

の
指

導
助

言
を

も
ら

っ
た

。
・
こ

う
し

た
内

容
を

、
市

の
モ

デ
ル

事
業

は
終

了
し

た
後

も
、

モ
デ

ル
町

会
の

拡
大

を
行

う
な

ど
、

令
和

６
年

度
も

事
業

を
継

続
し

た
。

・
町

会
の

常
会

や
隣

組
を

単
位

と
す

る
話

し
合

い
を

進
め

る
な

ど
、

「
防

災
」

や
「

要
支

援
者

へ
の

支
援

」
を

切
り

口
と

し
て

町
会

活
動

の
再

構
築

が
行

わ
れ

た
。

そ
の

結
果

、
防

災
活

動
と

し
て

も
自

治
活

動
と

し
て

も
モ

デ
ル

と
な

る
活

動
と

な
っ

て
い

る
。

・
モ

デ
ル

的
な

取
り

組
み

が
地

区
内

で
も

広
が

っ
て

い
る

。
・

小
中

学
校

や
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
な

ど
、

関
係

機
関

と
地

域
と

の
「

防
災

」
を

切
り

口
と

し
た

連
携

や
役

割
の

明
確

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。
・

事
業

の
継

続
･引

継
ぎ

が
課

題

R
6年

度
島
内
地
区

福
祉
と
地
域
活
性
化

子
ど
も

島
内
地
区
子
ど
も
ひ
ろ
ば

趣
旨

：
島

内
灯

籠
ま

つ
り

が
取

止
め

と
な

り
、

島
内

地
区

の
担

い
手

と
な

る
子

ど
も

た
ち

の
た

め
に

、
夏

休
み

の
思

い
出

づ
く

り
の

場
を

子
ど

も
た

ち
が

運
営

す
る

「
子

ど
も

ひ
ろ

ば
」

と
し

て
再

構
築

を
目

指
し

た
。

期
日

：
令

和
6年

8月
4日

（
日

）
12

:0
0か

ら
13

:0
0こ

ろ
ま

で
を

「
子

ど
も

あ
そ

び
の

ひ
ろ

ば
」

、
13

:0
0か

ら
15

:0
0を

「
お

は
な

し
フ

ァ
ミ

リ
ー

劇
場

」
と

し
た

場
所

：
松

本
市

音
楽

文
化

ホ
ー

ル
大

ホ
ー

ル
及

び
小

ホ
ー

ル
内

容
：

「
夏

休
み

フ
ァ

ミ
リ

ー
劇

場
（

大
ホ

ー
ル

）
」

と
「

子
ど

も
あ

そ
び

の
ひ

ろ
ば

（
小

ホ
ー

ル
）

」
を

合
わ

せ
て

「
島

内
地

区
子

ど
も

ひ
ろ

ば
」

と
称

し
た

。

島
内

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
島

内
地

区
子

ど
も

あ
そ

び
の

ひ
ろ

ば
実

効
委

員
会

・
島

内
灯

籠
ま

つ
り

が
役

員
の

負
担

が
大

き
い

こ
と

な
ど

か
ら

今
後

実
施

し
な

い
と

い
う

決
定

を
町

会
連

合
会

及
び

島
内

社
協

が
し

た
。

・
子

ど
も

ま
つ

り
を

実
施

し
て

い
る

子
ど

も
会

育
成

会
を

中
心

に
、

子
ど

も
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

を
考

え
た

い
と

い
う

意
向

が
示

さ
れ

た
。

・
児

童
セ

ン
タ

ー
や

学
童

ク
ラ

ブ
、

PT
A有

志
な

ど
と

相
談

し
、

実
効

委
員
会

を
つ

く
り

、
各

団
体

･グ
ル

ー
プ

の
持

ち
寄

り
に

よ
る

「
あ

そ
び

の
ブ
ー

ス
」

を
当

日
展

開
す

る
こ

と
と

し
た

。
・
全

体
調

整
は

実
行

委
員

会
の

会
議

に
お

い
て

調
整

し
た

。
細

部
は

事
務

局
が

調
整

し
た

。

・
「

子
ど

も
あ

そ
び

の
ひ

ろ
ば

」
は

PT
Aの

有
志

が
声

を
掛

け
合

う
中

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

集
ま

っ
た

の
で

、
ス

タ
ッ

フ
が

足
り

て
い

な
い

遊
び

の
ブ

ー
ス

の
応

援
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

当
日

は
行

列
が

で
き

る
ほ

ど
盛

況
な

催
し

と
な

っ
た

。
多

く
の

子
ど

も
た

ち
を

「
お

は
な

し
フ

ァ
ミ

リ
ー

劇
場

」
に

案
内

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
方

法
や

人
の

つ
な

が
り

を
ど

う
生

か
す

か
、

と
い

う
側

面
で

示
唆

が
多

か
っ

た
。

・
来

年
度

以
降

ど
の

よ
う

に
運

営
を

し
て

い
く

か
は

課
題

R
6年

度
島
内
地
区

住
民

自
治
と
防
災

全
て

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

施
事
業

目
的

：
①

島
内

地
区

内
外

の
人

材
の

掘
り

起
こ

し
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

す
す

め
る

。
②

「
防

災
」

を
切

り
口

と
し

て
関

連
す

る
分

野
を

つ
な

げ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
す

る
。

③
「

防
災

」
を

住
民

の
日

常
生

活
の

一
部

に
す

る
き

っ
か

け
を

つ
く

る
。

 
日

時
：

令
和

6年
9月

7日
（

土
）

10
:0

0～
14

:0
0 

場
所

：
島

内
小

学
校

 グ
ラ

ウ
ン

ド
・

体
育

館
 、

島
内

公
民

館

島
内

地
区

防
災

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
実

効
委

員
会

・
令

和
5年

度
に

山
岳

フ
ォ

ー
ラ

ム
実

行
委

員
会

か
ら

「
防

災
」

×
「
キ

ャ
ン

プ
」

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
に

つ
い

て
打

診
が

あ
り

、
地

区
内

外
の

関
係

団
地

で
実

行
委

員
会

を
設

置
し

て
第

1回
を

実
施

　
そ

の
後

、
実

行
委
員

会
の

枠
を

広
げ

る
こ

と
で

合
意

・
令

和
6年

度
は

地
区

防
災

部
や

環
境

衛
生

協
議

会
、

そ
の

他
関

連
企

業
な
ど

に
声

が
け

を
し

、
枠

を
広

げ
て

実
施

し
た

。
・
地

区
防

災
部

や
環

境
衛

生
協

議
会

は
防

災
フ

ェ
ス

に
向

け
学

習
会

や
講

習
会

を
実

施
し

て
準

備
し

た
。

・
地

区
内

外
の

人
材

が
持

ち
寄

り
で

実
施

可
能

な
ブ

ー
ス

を
つ

く
っ

て
運

営
す

る
と

い
う

イ
ベ

ン
ト

の
形

を
示

す
こ

と
が

で
き

た
。

・
実

行
委

員
会

を
開

催
す

る
こ

と
で

、
各

団
体

の
リ

ー
ダ

ー
の

関
係

づ
く

り
が

で
き

た
。

・
昨

年
度

並
み

に
参

加
者

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

、
防

災
意

識
の

向
上

は
一

定
程

度
で

き
て

い
る

。
・

各
ブ

ー
ス

の
運

営
は

各
団

体
に

任
せ

て
い

る
た

め
、

取
り

ま
と

め
を

行
う

調
整

機
能

の
強

化
は

課
題

・
実

行
委

員
と

し
て

各
団

体
が

連
動

し
て

、
広

報
･宣

伝
･調

整
を

担
う

、
と

い
う

意
識

が
浸

透
し

つ
つ

あ
る

。

R
6年

度
島
内
地
区

福
祉

全
て

島
内
地
区
フ
レ
イ
ル
予
防

･生
活
支
援
･
人
材
育
成
推
進
事

業

目
的

：
①

島
内

地
区

に
は

フ
レ

イ
ル

が
多

い
と

い
う

課
題

を
解

決
し

た
い

。
②

生
活

支
援

活
動

構
築

を
町

会
を

基
盤

と
し

て
構

築
し

、
第

３
層

と
位

置
付

け
た

い
。

③
各

町
会

単
位

で
福

祉
ひ

ろ
ば

出
前

ふ
れ

健
や

百
歳

体
操

の
グ

ル
ー

プ
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る

こ
と

を
活

用
し

た
い

。
④

健
康

づ
く

り
推

進
員

や
体

力
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
を

活
用

し
な

が
ら

人
材

育
成

を
図

り
た

い
。

⑤
町

会
と

地
区

の
役

割
、

人
材

育
成

、
生

活
支

援
体

制
の

構
築

と
い

っ
た

①
～

④
に

関
わ

る
事

項
を

一
体

的
に

と
ら

え
、

地
区

と
し

て
の

活
動

と
し

て
構

築
し

た
い

。

島
内

地
区

各
町

会
･地

区
社

協
･地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

･健
康

づ
く

り
推

進
員

･体
力

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

･通
い

の
場

各
リ

ー
ダ

ー
・

地
区

担
当

保
健

師
･地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
･地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
島

内
地

区
と

し
て

健
康

づ
く

り
推

進
員

会
の

活
動

は
令

和
４

年
度

以
降

も
継

続
す

る
方

針
を

取
っ

た
。

令
和

５
～

６
年

で
各

町
会

か
ら

選
出

さ
れ

た
推

進
員

で
活

動
を

継
続

し
た

。
・
後

期
高

齢
者

健
診

で
実

施
す

る
質

問
表

の
９

項
目

の
う

ち
７

項
目

に
お

い
て

、
島

内
地

区
は

松
本

市
全

体
の

平
均

と
比

べ
割

合
が

高
い

こ
と

が
判

明
し

て
い

た
。

・
島

内
地

区
で

は
以

前
か

ら
「

い
き

い
き

百
歳

体
操

」
を

町
会

単
位

で
実

施
し

て
お

り
、

フ
レ

イ
ル

予
防

の
観

点
か

ら
も

、
ま

た
、

生
活

支
援

の
拠

点
づ

く
り

の
則

面
か

ら
も

場
を

増
や

そ
う

と
し

て
い

た
。

・
生

活
支

援
活

動
を

構
築

す
る

う
え

で
は

、
各

町
会

の
「

百
歳

体
操

」
を

拠
点

と
し

て
、

ま
た

各
「

百
歳

体
操

」
の

リ
ー

ダ
ー

を
集

め
て

介
護

保
険

上
の

「
協

議
体

」
と

し
て

位
置

付
け

た
。

・
体

力
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
は

町
会

選
出

で
は

な
く

、
任

意
の

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団

体
と

し
て

地
区

･町
会

で
活

動
を

実
施

し
て

い
た

。

・
一

つ
ひ

と
つ

の
活

動
は

小
さ

く
ど

こ
に

で
も

あ
る

が
、

一
体

的
に

と
ら

え
る

こ
と

で
事

業
ど

う
し

の
関

連
性

が
わ

か
り

、
地

区
と

し
て

の
方

向
性

を
検

討
で

き
た

。
・

人
材

育
成

的
に

は
、

健
康

づ
く

り
推

進
員

会
方

式
（

町
会

選
出

の
人

材
を

町
会

活
動

の
担

い
手

と
し

て
地

区
が

育
成

し
、

町
会

へ
還

元
す

る
）

と
、

体
力

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

方
式

（
興

味
関

心
の

あ
る

人
が

集
ま

っ
て

地
区

と
し

て
育

成
･活

動
す

る
）

の
二

つ
の

パ
タ

ー
ン

で
と

し
て

整
理

で
き

た
。

・
生

活
支

援
活

動
は

全
地

区
網

羅
で

は
な

く
、

町
会

拠
点

型
と

し
て

位
置

づ
け

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

・
町

会
へ

の
出

前
ふ

れ
健

や
百

歳
体

操
を

活
動

基
盤

と
し

て
位

置
付

け
ら

れ
始

め
て

い
る

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
島
内
地
区

福
祉

全
て

島
内
地
区
健
康
づ
く
り
推

進
員
活
動

目
的

：
地

区
住

民
の

健
康

意
識

向
上

、
地

域
の

担
い

手
の

掘
り

起
こ

し
、

人
材

育
成

時
期

：
通

年
（

推
進

員
任

期
は

２
年

）
対

象
：

各
町

会
か

ら
選

出
（

R５
・

６
年

度
は

４
７

人
）

方
法

：
年

４
回

の
定

例
会

、
各

町
会

活
動

へ
の

企
画

・
参

加
実

施
体

制
：

●
年

４
回

の
定

例
会

で
は

、
１

時
間

程
度

の
研

修
会

を
実

施
。

　
R5

年
度

→
ふ

れ
あ

い
健

康
教

室
で

実
施

す
る

レ
ク

の
体

験
、

体
サ

ポ
合

同
研

修
会

（
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
と

は
）

、
食

生
活

改
善

指
導

教
室

（
カ

ル
シ

ウ
ム

に
つ

い
て

）
、

普
通

救
命

講
習

　
R6

年
度

→
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
、

大
塚

製
薬

出
前

講
座

●
R6

年
度

は
、

住
民

対
象

健
康

講
座

（
生

活
習

慣
病

予
防

）
を

開
催

予
定

●
地

区
行

事
で

健
康

啓
発

活
動

（
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、
文

化
祭

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
）

●
福

祉
ひ

ろ
ば

の
ふ

れ
あ

い
健

康
教

室
に

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
参

加
●

各
町

会
の

ふ
れ

あ
い

健
康

教
室

の
企

画
、

当
日

運
営

な
ど

（
町

会
に

よ
り

役
割

は
異

な
る

）
●

R５
年

度
年

度
末

　
健

康
づ

く
り

推
進

員
だ

よ
り

の
発

行

島
内

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
島

内
地

区
担

当
保

健
師

島
内

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば

・
推

進
員

は
町

会
役

員
と

し
て

選
出

さ
れ

て
お

り
、

４
０

～
８

０
代

の
幅

広
い

年
齢

層
で

、
健

康
へ

の
関

心
度

も
ば

ら
つ

き
が

あ
る

。
定

例
会

・
研

修
会

を
開

催
し

、
健

康
に

つ
い

て
学

習
す

る
機

会
を

持
つ

こ
と

で
、

推
進

員
一

人
一

人
の

健
康

に
対

す
る

関
心

を
高

め
る

と
共

に
、

定
例

会
で

得
た

知
識

を
家

族
や

町
会

な
ど

へ
普

及
し

、
地

区
住

民
の

健
康

意
識

の
向

上
を

目
指

し
て

い
る

。
ま

た
、

推
進

員
は

働
い

て
い

る
方

や
子

育
て

し
て

い
る

方
も

お
り

、
町

会
活

動
に

参
加

し
た

こ
と

の
な

い
方

も
多

い
。

健
康

づ
く

り
推

進
員

に
な

っ
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
町

会
活

動
や

ひ
ろ

ば
事

業
を

知
り

、
地

域
の

繋
が

り
や

通
い

の
場

の
大

切
さ

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

な
活

動
を

行
い

た
い

と
思

い
、

推
進

員
活

動
を

計
画

、
実

施
し

た
。

・
し

か
し

、
R
５

年
度

は
任

期
１

年
目

で
あ

り
、

「
全

市
的

な
健

康
づ

く
り

推
進

員
活

動
は

廃
止

さ
れ

た
の

に
、

な
ぜ

島
内

地
区

で
は

継
続

に
な

っ
て

い
る

の
か

。
」

と
い

う
疑

問
の

声
や

「
健

康
づ

く
り

推
進

員
と

い
う

組
織

が
あ

る
こ

と
自

体
初

め
て

知
っ

た
、

何
を

し
て

い
る

組
織

か
わ

か
ら

な
い

。
自

分
た

ち
が

何
を

し
た

ら
良

い
か

も
わ

か
ら

な
い

。
」

と
い

う
声

が
聞

か
れ

、
ま

ず
は

推
進

員
活

動
の

目
的

を
確

認
し

、
ふ

れ
あ

い
健

康
教

室
で

実
際

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
行

う
か

体
験

し
て

み
た

り
、

体
サ

ポ
と

の
交

流
を

し
な

が
ら

通
い

の
場

の
大

切
さ

を
学

ぶ
研

修
会

を
開

催
し

た
り

な
ど

、
推

進
員

の
疑

問
を

解
消

す
る

た
め

の
研

修
会

を
中

心
に

行
っ

た
。

・
R
５

年
度

末
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

R
６

年
度

の
研

修
会

の
内

容
を

検
討

し
た

。
関

心
の

多
か

っ
た

認
知

症
、

生
活

習
慣

病
、

運
動

に
つ

い
て

を
取

り
上

げ
、

R
６

年
度

中
に

実
施

予
定

。
生

活
習

慣
病

予
防

、
運

動
に

つ
い

て
は

、
推

進
員

以
外

の
地

域
住

民
も

対
象

に
、

健
康

講
座

を
開

催
す

る
予

定
。

・
任

期
１

年
目

で
は

、
推

進
員

か
ら

「
推

進
員

と
い

う
組

織
自

体
知

ら
な

か
っ

た
」

と
い

う
声

が
多

く
聞

か
れ

た
。

組
織

存
続

、
地

区
か

ら
の

支
援

継
続

の
た

め
に

、
健

康
づ

く
り

推
進

員
の

活
動

を
地

区
全

体
に

知
っ

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
と

考
え

、
健

康
啓

発
も

兼
ね

て
島

内
地

区
推

進
員

だ
よ

り
の

全
戸

配
布

（
R
5
年

度
末

）
や

、
地

区
イ

ベ
ン

ト
（

防
災

フ
ェ

ス
、

文
化

祭
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

）
で

推
進

員
だ

よ
り

と
啓

発
グ

ッ
ズ

の
配

布
を

行
っ

た
。

・
地

区
、

町
会

の
ふ

れ
あ

い
健

康
教

室
へ

の
参

加
を

通
し

て
、

「
地

区
内

で
こ

の
よ

う
な

事
業

が
あ

る
こ

と
を

初
め

て
知

っ
た

」
「

参
加

で
き

て
楽

し
か

っ
た

」
と

い
う

声
が

多
く

聞
か

れ
た

。
・

年
度

末
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
推

進
員

活
動

が
「

た
め

に
な

っ
た

」
「

楽
し

か
っ

た
」

と
答

え
た

方
が

半
数

以
上

で
あ

り
、

活
動

に
対

し
て

前
向

き
な

反
応

が
見

ら
れ

て
い

る
。

・
任

期
終

了
後

、
地

区
活

動
に

興
味

を
持

っ
た

方
を

ど
の

よ
う

に
地

区
に

繋
げ

て
い

く
か

が
課

題
。

体
サ

ポ
や

食
改

な
ど

、
地

区
で

活
躍

し
て

い
る

他
の

団
体

へ
の

加
入

を
勧

め
、

地
域

支
え

る
組

織
を

拡
大

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
す

。

R
6年

度
中
山
地
区

地
域
活
性
化

全
て

２
０
２
４
な
か
や
ま
体
験

フ
ェ
ス
タ

【
概

要
】

・
地

区
内

の
企

業
や

、
地

域
住

民
（

サ
ー

ク
ル

）
の

協
力

の
も

と
、

地
区

内
複

数
箇

所
に

様
々

な
「

体
験

型
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
を

開
催

し
た

。
【

目
的

】
・

地
区

内
外

の
人

に
楽

し
ん

で
も

ら
う

機
会

を
設

け
、

地
区

外
の

人
に

も
中

山
地

区
に

つ
い

て
も

っ
と

知
っ

て
も

ら
う

た
め

。

中
山

地
区

地
域

づ
く

り
協

議
会

地
域

活
性

化
部

会
考

古
博

物
館

地
域

住
民

（
サ

ー
ク

ル
等

）
町

会
連

合
会

松
本

大
学

生
中

山
地

区
内

企
業

公
民

館

・
「

地
域

活
性

化
」

の
た

め
に

は
、

特
に

地
区

外
の

方
に

も
っ

と
中

山
を

知
っ

て
も

ら
お

う
と

の
思

い
か

ら
、

令
和

元
年

度
に

長
野

県
の

元
気

づ
く

り
支

援
金

に
よ

り
、

地
区

を
紹

介
す

る
カ

タ
ロ

グ
を

作
成

。
・
こ

れ
に

付
随

し
た

取
り

組
み

と
し

て
、

中
山

の
フ

ィ
ー

ル
ド

を
活

か
し

た
体

験
型

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

こ
と

を
企

画
し

、
左

記
の

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
し

た
。

・
令

和
２

年
度

は
複

数
日

開
催

予
定

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
、

同
年

９
月

に
中

止
決

定
。

・
令

和
３

年
度

は
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
申

し
込

み
開

始
ま

で
進

め
た

が
、

そ
の

後
感

染
警

戒
レ

ベ
ル

が
５

と
な

っ
た

こ
と

で
、

同
年

８
月

２
７

日
に

中
止

と
し

た
。

・
令

和
４

年
度

に
コ

ロ
ナ

の
感

染
症

対
策

を
行

い
な

が
ら

第
１

回
目

を
開

催
し

、
多

く
の

参
加

が
あ

っ
た

が
、

周
知

方
法

等
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

っ
た

。
・

令
和

５
年

度
に

令
和

４
年

度
の

反
省

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

中
山

地
区

の
Ｈ

Ｐ
な

ど
で

周
知

し
、

中
山

地
区

ら
し

さ
の

あ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

新
た

に
開

催
し

た
。

・
令

和
６

年
度

も
開

催
予

定
。

R
6年

度
中
山
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

な
か
や
ま
で
お
買
い
物

【
概

要
】

松
本

市
内

の
事

業
者

に
依

頼
し

、
町

内
公

民
館

で
移

動
販

売
を

行
っ

た
。

ま
た

、
中

山
地

区
で

活
動

す
る

「
コ

ー
ヒ

を
楽

し
む

会
」

に
依

頼
し

コ
ー

ヒ
の

提
供

も
行

っ
た

。
【

目
的

】
高

齢
者

の
居

場
所

づ
く

り
、

買
い

物
弱

者
支

援
対

策
の

た
め

中
山

地
区

地
域

づ
く

り
協

議
会

福
祉

対
策

部
会

助
け

合
お

う
ぜ

中
山

町
会

連
合

会
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
福

祉
ひ

ろ
ば

、
支

援
員

含
む

）
松

本
市

内
企

業
地

域
住

民
（

サ
ー

ク
ル

等
）

公
民

館

地
区

内
で

の
高

齢
者

の
居

場
所

づ
く

り
、

買
い

物
弱

者
支

援
対

策
等

の
課

題
が

あ
っ

た
た

め
、

社
会

福
祉

協
議

会
職

員
と

中
山

地
区

福
祉

対
策

部
会

員
と

打
合

せ
を

行
い

、
連

携
団

体
や

企
業

の
協

力
の

も
と

開
催

し
た

。

・
令

和
５

年
度

は
和

泉
町

会
で

開
催

し
、

多
く

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
普

段
買

い
物

に
出

れ
な

い
高

齢
者

や
、

住
民

同
士

の
交

流
機

会
が

少
な

い
方

に
と

っ
て

、
良

い
機

会
と

な
っ

た
。

・
令

和
６

年
度

は
他

町
会

で
開

催
予

定
。

R
6年

度
中
山
地
区

健
康
づ
く
り
課

福
祉
と
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

中
山
は
山
の
中
体
操

目
的

：
中

山
地

区
住

民
に

運
動

習
慣

を
つ

け
て

も
ら

う
た

め
。

時
期

：
２

０
１

７
年

～
場

所
：

ふ
れ

健
、

中
山

文
化

祭
等

住
民

事
業

対
象

：
参

加
住

民
方

法
：

健
康

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

を
中

心
に

広
め

て
い

る

健
康

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

、
中

山
公

民
館

現
館

長
（

鈴
木

様
）

が
２

０
１

７
年

、
館

長
就

任
前

に
作

曲
し

、
当

時
の

館
長

へ
曲

を
提

供
。

当
時

の
館

長
が

、
体

育
競

技
会

に
振

付
を

依
頼

。
以
降

、
中

山
住

民
に

親
し

ま
れ

る
運

動
に

な
る

よ
う

に
、

健
康

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

を
中

心
に

ふ
れ

健
や

、
ピ

ク
ニ

ッ
ク

コ
ン

サ
ー

ト
な

ど
で

住
民

に
周

知
を

行
っ

て
い

る
。

中
山

ふ
れ

健
、

出
張

ふ
れ

健
、

体
力

ア
ッ

プ
教

室
等

、
中

山
で

の
集

会
に

て
地

域
住

民
と

と
も

に
行

わ
れ

て
い

る
。

若
者

世
代

に
は

周
知

で
き

て
い

な
い

た
め

、
幅

広
い

世
代

に
親

し
ん

で
い

け
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

R
6年

度
島
立
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

島
立
買
い
物
乗
合
タ
ク
シ

ー

・
経

過
と

目
的

公
共

交
通

機
関

や
自

家
用

車
等

を
利

用
で

き
な

い
島

立
地

区
の

高
齢

者
の

要
望

か
ら

近
隣

の
大

型
ス

ー
パ

ー
へ

の
移

動
支

援
策

と
し

て
令

和
２

年
１

月
か

ら
の

試
行

運
航

を
経

て
、

令
和

５
年

１
月

に
本

格
運

行
に

移
行

し
た

。
・

実
施

時
期

と
場

所
　

地
区

内
を

２
分

割
に

し
、

毎
週

木
曜

日
に

そ
れ

ぞ
れ

１
台

を
運

行
し

て
い

る
。

利
用

料
金

は
一

人
往

復
５

０
０

円
を

徴
収

し
て

い
る

。
不

足
分

は
、

地
域

づ
く

り
推

進
交

付
金

を
活

用
し

、
町

会
連

合
会

が
負

担
し

て
い

る
。

・
島

立
地

区
町

会
連

合
会

・
今

後
も

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

買
い

物
弱

者
対

策
と

し
て

、
地

域
が

取
り

組
ん

で
い

る
。

R
6年

度
島
立
地
区

地
域
資
源

子
ど
も

島
立
っ
子
　
森
・
杜
探
検

隊
（
も
り
も
り
た
ん
け
ん
た

い
）

・
経

過
と

目
的

　
島

立
地

区
に

お
け

る
住

民
主

体
（

主
に

子
ど

も
）

の
地

域
づ

く
り

活
動

の
一

環
と

し
て

、
平

成
２

７
年

度
に

発
足

。
地

域
づ

く
り

推
進

交
付

金
を

活
動

資
金

と
し

て
実

施
。

・
実

施
時

期
と

場
所

　
概

ね
８

月
、

１
０

月
、

１
１

月
。

山
や

川
を

フ
ィ

ー
ル

ド
に

自
然

体
験

学
習

を
行

っ
た

り
、

三
九

郎
・

ま
ゆ

玉
づ

く
り

体
験

な
ど

文
化

の
継

承
に

も
取

り
組

む
。

・
島

立
っ

子
　

森
・

杜
探

検
隊

自
然

体
験

学
習

チ
ー

ム
（

協
力

：
島

立
地

区
町

会
連

合
会

、
島

立
地

区
子

ど
も

育
成

会
、

島
立

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
他

）

・
子

ど
も

た
ち

の
生

き
る

力
を

育
む

た
め

に
は

何
が

良
い

経
験

に
な

る
か

考
え

、
ま

た
、

子
ど

も
た

ち
に

何
を

や
っ

て
み

た
い

か
を

常
に

問
い

か
け

て
事

業
を

行
っ

て
い

る
。

・
五

感
を

通
じ

て
リ

ア
ル

な
体

験
を

提
供

し
て

い
る

。
・

地
区

内
団

体
の

理
解

と
協

力
の

上
、

事
業

が
実

施
で

き
て

い
る

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
島
立
地
区

福
祉

子
ど
も

ゆ
い
ま
ー
る
　
こ
ど
も
ひ

ろ
ば

・
経

過
と

目
的

　
活

動
の

前
身

で
あ

っ
た

「
ゆ

い
ま

ー
る

子
ど

も
食

堂
」

の
食

事
提

供
が

諸
般

の
理

由
に

よ
り

継
続

困
難

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

子
ど

も
た

ち
の

放
課

後
の

過
ご

し
方

を
豊

か
に

し
た

い
と

い
う

思
い

か
ら

「
ゆ

い
ま

ー
る

こ
ど

も
ひ

ろ
ば

」
と

名
称

を
変

え
、

学
習

支
援

、
遊

び
の

支
援

、
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
を

行
っ

て
い

る
。

・
実

施
時

期
と

場
所

　
毎

月
１

回
、

島
立

小
学

校
の

前
に

あ
る

島
立

公
民

館
を

会
場

と
し

て
実

施
。

・
ゆ

い
ま

ー
る

こ
ど

も
ひ

ろ
ば

運
営

委
員

会
（

協
力

：
お

や
こ

ク
ラ

ブ
て

る
て

る
、

松
本

大
学

、
NP

O法
人

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

信
州

、
島

立
地

区
町

会
連

合
会

、
島

立
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

他
）

・
大

学
生

が
子

ど
も

た
ち

の
遊

び
相

手
、

宿
題

の
学

習
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

に
よ

る
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
を

行
い

、
食

の
確

保
に

も
つ

な
げ

て
い

る
。

R
6年

度
島
立
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

お
た
す
け
隊
 島

立

・
高

齢
者

が
生

活
し

て
い

く
う

え
で

の
ち

ょ
っ

と
し

た
困

り
ご

と
を

、
地

域
住

民
が

無
理

な
く

で
き

る
範

囲
で

お
手

伝
い

す
る

有
償

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

・
令

和
2年

8月
よ

り
開

始
・

ゴ
ミ

出
し

（
可

燃
、

廃
プ

ラ
、

資
源

要
相

談
）

草
取

り
、

雪
か

き
（

生
活

に
支

障
の

あ
る

個
所

）
・

利
用

申
請

書
を

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

地
区

生
活

支
援

員
）

に
提

出
・

協
力

隊
員

と
つ

な
ぎ

合
わ

せ
（

地
区

生
活

支
援

員
）

支
援

す
る

・
利

用
料

…
ゴ

ミ
出

し
（

1回
10

0円
　

2袋
ま

で
）

　
　

　
　

　
草

取
り

（
1時

間
程

度
）

…
１

人
に

つ
き

20
0円

　
　

　
　

　
雪

か
き

…
１

人
に

つ
き

20
0円

・
報

償
費

…
ゴ

ミ
出

し
１

回
２

０
０

円
　

　
　

　
　

草
取

り
…

５
０

０
円

　
　

　
　

　
雪

か
き

…
５

０
０

円

・
島

立
地

区
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
連

絡
協

議
会

・
独

居
、

老
々

世
帯

、
高

齢
の

親
と

障
が

い
の

子
供

、
ご

近
所

と
の

つ
な

が
り

の
薄

い
方

、
な

ど
需

要
は

増
え

て
い

ま
す

。
利

用
者

か
ら

は
「

と
て

も
あ

り
が

た
い

シ
ス

テ
ム

だ
」

と
感

謝
さ

れ
て

い
ま

す
。

今
は

地
区

全
体

で
調

整
を

し
て

い
ま

す
が

、
町

会
単

位
で

の
動

き
も

出
て

き
て

い
ま

す
。

協
力

隊
員

の
募

集
が

課
題

で
す

。

R
6年

度
新
村
地
区

福
祉
と
交
通

全
て

新
村
プ
チ
送
迎
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

・
免

許
返

納
ま

た
は

、
運

転
に

自
信

の
な

い
方

へ
の

移
動

支
援

策
・

利
用

先
に

は
（

買
い

物
）

梓
川

デ
リ

シ
ア

、
山

形
村

ア
イ

シ
テ

ィ
（

医
療

機
関

）
宮

澤
整

形
、

小
岩

井
医

院
、

花
村

医
院

、
岡

野
医

院
が

あ
る

・
互

助
の

精
神

で
運

転
手

・
利

用
者

・
賛

同
者

が
年

間
２

０
０

０
円

を
納

入 ・
新

村
在

住
の

方
の

み
利

用
可

新
村

プ
チ

送
迎

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

あ
た

ら
し

の
郷

協
議

会
い

き
い

き
部

会

・
松

本
大

学
の

学
生

が
地

区
の

縁
側

「
み

す
ず

屋
」

で
の

お
年

寄
り

と
の

会
話

か
ら

「
バ

ス
停

ま
で

歩
く

の
が

大
変

」
と

の
話

を
聞

き
、

民
生

児
童

委
員

に
相

談
し

た
こ

と
が

き
っ

か
け

。

（
成

果
）

利
用

会
員

が
増

え
続

け
、

地
区

の
方

々
に

は
定

着
し

て
い

る
移

動
支

援
策

。
ド

ア
to
ド

ア
な

の
で

、
利

用
者

に
と

っ
て

あ
り

が
た

い
支

援
策

。
（

課
題

）
利

用
者

が
増

え
る

一
方

で
、

運
転

手
は

高
齢

を
理

由
に

辞
め

て
し

ま
う

方
が

増
え

て
い

る
。

新
規

の
運

転
手

の
な

り
手

が
な

い
。

・
利

用
者

の
高

齢
化

も
す

す
む

な
か

、
自

分
で

の
乗

り
降

り
が

難
し

い
方

に
は

、
プ

チ
送

迎
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

利
用

を
断

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
。

な
ぜ

な
ら

、
運

転
手

は
介

護
資

格
を

持
た

な
い

あ
く

ま
で

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

あ
る

か
ら

。

R
6年

度
新
村
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

新
の
里
お
助
け
隊

・
高

齢
者

等
の

困
っ

て
い

る
方

が
少

し
の

お
金

を
払

う
こ

と
で

気
が

ね
な

く
お

願
い

を
し

や
す

く
な

る
有

償
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
・

令
和

6年
２

月
よ

り
開

始
・

ご
み

出
し

（
可

燃
ご

み
の

み
）

草
取

り
（

玄
関

周
り

等
）

、
雪

か
き

（
玄

関
か

ら
生

活
道

路
ま

で
）

・
利

用
申

込
書

を
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

（
地

区
生

活
支

援
員

）
に

提
出

・
協

力
会

員
と

利
用

会
員

を
つ

な
ぐ

（
生

活
支

援
員

）
・

利
用

料
金

…
ご

み
出

し
（

1回
１

５
０

円
　

2袋
ま

で
）

　
　

　
　

　
草

取
り

（
１

時
間

以
内

）
…

１
人

に
つ

き
１

５
０

円
　

　
　

　
　

雪
か

き
…

（
１

時
間

以
内

）
１

人
に

つ
き

１
５

０
円

・
報

酬
…

ご
み

出
し

１
回

１
５

０
円

　
　

　
　

　
草

取
り

…
１

５
０

円
　

　
　

　
　

雪
か

き
…

１
５

０
円

松
本

市
社

会
福

祉
協

議
会

新
村

支
会

・
令

和
３

年
１

１
月

　
地

域
ケ

ア
会

議
の

際
、

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
必

要
性

（
高

齢
者

の
「

ご
み

出
し

・
雪

か
き

」
等

）
に

つ
い

て
話

し
合

い
を

し
た

。
・
新

村
地

区
困

り
ご

と
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
（

７
５

歳
以

上
の

独
居

ま
た

は
高

齢
者

の
み

の
世

帯
）

・
７

０
世

帯
か

ら
回

答
。

そ
の

後
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ
ー

ム
の

結
成

。

（
成

果
）

・
地

域
連

携
と

し
て

、
第

２
コ

ム
ハ

ウ
ス

の
通

所
者

が
お

助
け

隊
の

協
力

会
員

と
し

て
活

躍
し

て
く

れ
た

。
・

協
力

会
員

に
は

、
松

本
大

学
の

先
生

も
登

録
し

て
く

だ
さ

り
、

何
か

あ
れ

ば
学

生
も

協
力

を
し

て
く

れ
る

。
 (
課

題
）

「
困

り
ご

と
ア

ン
ケ

ー
ト

」
を

実
施

し
た

際
、

困
っ

て
い

る
方

は
も

っ
と

大
勢

い
た

が
、

実
際

の
申

し
込

み
者

は
少

な
く

、
さ

ま
ざ

ま
な

理
由

で
声

を
あ

げ
れ

な
い

と
し

た
ら

、
そ

の
方

々
の

声
を

ど
う

拾
っ

て
い

く
か

が
課

題
。

R
6年

度
新
村
地
区

防
災

全
て

新
村
地
区
の
防
災
に
関
す

る
取
り
組
み

１
　

新
村

地
区

防
災

計
画

策
定

⑴
　

経
過

　
R3

年
豪

雨
災

害
時

、
梓

川
左

岸
・

右
岸

堤
防

の
一

部
損

壊
を

契
機

に
、

地
区

防
災

計
画

の
策

定
を

進
め

た
も

の
。

⑵
　

目
的

　
地

域
住

民
が

自
ら

考
え

話
し

合
い

な
が

ら
平

時
の

防
災

活
動

や
災

害
時

の
行

動
を

地
域

の
特

性
等

を
踏

ま
え

計
画

に
示

す
こ

と
に

よ
り

自
助

・
共

助
を

推
進

す
る

。
⑶

　
実

施
時

期
　

R3
～

R4
策

定
⑷

　
方

法
：

新
村

地
区

防
災

計
画

策
定

委
員

会
を

発
足

し
検

討
・

策
定

２
　

新
村

地
区

避
難

所
運

営
の

見
直

し
⑴

　
経

過
　

新
村

地
区

防
災

計
画

策
定

に
伴

い
、

松
本

大
学

地
域

防
災

科
学

研
究

所
か

ら
、

す
で

に
策

定
済

み
の

松
本

大
学

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
運

営
委

員
会

組
織

の
見

直
し

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

た
こ

と
か

ら
、

見
直

し
に

つ
い

て
取

り
組

む
こ

と
と

な
っ

た
。

⑵
　

目
的

　
松

本
大

学
地

域
防

災
科

学
研

究
所

が
東

日
本

大
震

災
時

に
避

難
所

運
営

を
支

援
し

た
経

験
か

ら
、

現
状

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
組

織
体

制
で

は
効

果
的

な
運

営
が

難
し

い
と

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
た

た
め

、
よ

り
実

効
性

の
あ

る
も

の
と

す
る

た
め

、
改

め
て

運
営

委
員

会
の

組
織

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

見
直

し
を

図
る

も
の

。
⑶

　
実

施
時

期
　

R5
～

R6
⑷

　
方

法
：

現
在

、
1回

/月
の

ペ
ー

ス
で

避
難

所
運

営
見

直
し

委
員

会
を

開
催

中
３

　
関

連
事

業
⑴

　
保

育
園

避
難

訓
練

⑵
　

児
童

セ
ン

タ
ー

夏
休

み
防

災
訓

練
、

防
災

講
座

⑶
　

新
村

地
区

（
高

綱
中

学
校

）
防

災
訓

練

・
あ

た
ら

し
の

郷
協

議
会

（
安

全
安

心
部

会
）

・
松

本
大

学
地

域
防

災
科

学
研

究
所 ・

消
防

団
・

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
・

防
災

士
・

保
育

園
・

児
童

セ
ン

タ
ー

他

・
防

災
は

ど
こ

の
地

区
で

も
重

要
テ

ー
マ

と
し

て
取

り
上

げ
て

い
る

。
・

新
村

地
区

防
災

計
画

は
、

松
本

市
地

域
防

災
計

画
に

も
位

置
付

け
ら

れ
た

市
内

35
地

区
初

の
計

画
で

あ
る

。
・

地
区

住
民

と
松

本
大

学
と

の
協

働
が

図
ら

れ
て

い
る

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
新
村
地
区

福
祉

子
ど
も

こ
ど
も
の
居
場
所
、
こ
ど

も
食
堂

（
笑
和
は
う
す
、
寺
子
屋

、
信
州
み
ん
な
の
食
堂
）

・
笑

和
は

う
す

　
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
・

食
事

提
供

、
第

2第
4土

曜
日

・
公

民
館

・
寺

子
屋

　
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
、

月
末

日
曜

日
、

公
民

館
・

信
州

み
ん

な
の

食
堂

　
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
・

こ
ど

も
食

堂
、

毎
週

水
曜

・
旧

レ
ス

ト
ラ

ン
　

ア
ン

ダ
ン

テ

・
笑

和
は

う
す

（
協

力
：

こ
ど

も
福

祉
課

、
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
信

州
他

）
・

寺
子

屋
（

主
催

：
松

本
大

学
考

房
ゆ

め
）

・
信

州
み

ん
な

の
食

堂
（

協
力

：
こ

ど
も

福
祉

課
、

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

信
州

他
）

・
当

初
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

団
体

が
個

別
に

学
習

支
援

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

食
事

の
提

供
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
現

在
は

相
互

に
情

報
共

有
や

連
携

を
深

め
お

互
い

に
支

援
し

あ
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。

R
6年

度
新
村
地
区

福
祉

子
ど
も

新
村
地
区
　
お
や
つ
ル
ー

ル
講
座

【
目

的
】

誰
も

が
身

近
な

「
お

や
つ

」
に

焦
点

を
あ

て
、

正
し

い
食

べ
方

に
つ

い
て

普
及

し
、

糖
尿

病
等

の
生

活
習

慣
病

予
防

を
啓

発
す

る
目

的
【

時
期

と
場

所
】

令
和

６
年

３
月

６
日

（
水

）
AM

　
新

村
公

民
館

大
会

議
室 【

対
象

】
特

に
制

限
な

し
　

※
地

区
事

業
や

地
区

文
化

祭
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
周

知
し

、
参

加
者

募
集

【
方

法
】

お
や

つ
の

食
べ

方
に

つ
い

て
の

講
話

と
併

せ
て

、
カ

ロ
リ

ー
に

関
す

る
参

加
型

の
ク

イ
ズ

も
実

施
。

講
座

最
後

に
各

自
「

お
や

つ
の

マ
イ

ル
ー

ル
」

を
書

い
て

も
ら

っ
た

新
村

地
区

担
当

保
健

師
（

主
体

）

・
新

村
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

長
・

福
祉

ひ
ろ

ば
職

員
・

生
活

支
援

員
・

町
会

長
・

新
村

保
育

園
、

児
童

セ
ン

タ
ー

新
村

地
区

の
健

康
課

題
を

把
握

す
る

た
め

に
令

和
５

年
１

０
月

に
健

康
意

識
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
（

回
答

数
１

７
０

）
。

そ
こ

で
間

食
す

る
人

の
割

合
が

高
い

こ
と

や
Ｋ

Ｄ
Ｂ

で
慢

性
腎

臓
病

の
医

療
費

割
合

の
増

加
、

糖
尿

病
患

者
の

割
合

増
加

等
の

課
題

か
ら

、
本

講
座

の
開

催
に

至
っ

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

、
結

果
報

告
、

講
座

の
開

催
に

お
い

て
、

地
区

支
援

企
画

会
議

を
通

し
て

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
長

等
の

地
区

関
係

職
員

と
数

回
話

し
合

っ
て

進
め

た
。

町
会

長
会

に
も

出
席

し
、

町
会

長
の

了
承

を
得

て
進

め
た

。
ま

た
、

働
き

盛
り

世
代

の
課

題
も

把
握

し
た

い
た

め
、

新
村

保
育

園
や

児
童

セ
ン

タ
ー

の
保

護
者

に
も

ア
ン

ケ
ー

ト
の

協
力

を
依

頼
し

た
。

・
健

康
意

識
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
よ

り
、

７
割

が
間

食
す

る
と

回
答

し
た

。
間

食
の

内
容

と
し

て
は

カ
ロ

リ
ー

の
低

い
も

の
か

ら
高

い
も

の
ま

で
幅

広
か

っ
た

。
・

当
初

、
健

康
講

座
の

申
し

込
み

数
は

２
０

人
以

上
い

た
が

、
当

日
大

雪
の

た
め

欠
席

者
も

お
り

、
１

７
人

参
加

し
た

。
・

参
加

者
の

約
７

０
％

が
講

座
内

容
に

満
足

と
回

答
し

て
お

り
、

自
由

記
載

で
学

び
に

な
っ

た
と

い
っ

た
感

想
も

い
た

だ
い

た
。

・
令

和
５

年
度

は
悪

天
候

だ
っ

た
り

、
参

加
で

き
る

人
も

限
ら

れ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
令

和
６

年
度

で
は

出
張

ふ
れ

健
等

で
も

「
お

や
つ

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

講
座

を
展

開
し

て
い

く
予

定

R
6年

度
和
田
地
区

福
祉

高
齢
者

町
会
サ
ロ
ン

（
6
町
会
）

町
会

内
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
町

会
長

、
民

生
児

童
委

員
が

高
齢

者
の

孤
立

を
防

ぐ
た

め
、

身
近

な
場

所
で

の
集

い
・

交
流

・
活

動
を

行
う

中
で

通
い

の
場

を
作

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
始

め
た

。

町
会

町
会

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

町
会

有
志

近
く

の
町

内
公

民
館

で
あ

れ
ば

歩
い

て
行

け
る

。
同
じ

町
会

の
者

同
士

で
気

兼
ね

な
く

集
ま

れ
る

。
高

齢
者

の
孤

立
防

止
、

地
域

の
見

守
り

、
き

ず
な

づ
く

り

R
6年

度
和
田
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

買
い
物
・
送
迎
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
「

ゆ
め

の
里

」
の

送
迎

車
を

利
用

し
、

和
田

地
区

内
の

元
気

高
齢

者
で

、
買

い
物

に
不

便
を

感
じ

て
い

る
方

に
対

し
、

週
1

回
自

宅
か

ら
店

舗
ま

で
送

迎
を

行
っ

て
い

る
。

JA
松

本
ハ

イ
ラ

ン
ド

和
田

支
所

H2
8.
4よ

り
　

社
会

福
祉

法
の

「
地

域
に

お
け

る
公

益
的

な
取

組
み

」
推

進
の

一
環

と
し

て
発

足
。

買
い

物
の

不
便

解
消

、
健

康
維

持

R
6年

度
和
田
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

全
て

思
い
や
り
カ
フ
ェ

お
茶

を
飲

み
な

が
ら

、
ち

ょ
っ

と
し

た
悩

み
や

、
認

知
症

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
な

ど
を

気
軽

に
相

談
で

き
る

場
や

、
住

民
同

士
が

お
し

ゃ
べ

り
を

楽
し

み
、

交
流

で
き

る
よ

う
な

居
場

所
を

作
っ

て
い

る
。

ま
た

、
公

民
館

協
力

の
も

と
館

長
、

主
事

に
よ

る
ス

マ
ホ

の
相

談
も

で
き

る
。

和
田

地
区

地
域

づ
く

り
協

議
会

福
祉

健
康

部
会

以
前

行
っ

て
い

た
「

認
知

症
カ

フ
ェ

」
の

実
施

主
体

の
薬

局
の

経
営

が
変

わ
っ

た
こ

と
を

き
っ

か
け

に
実

施
主

体
を

変
更

し
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行
っ

た
。

認
知

症
本

人
や

、
介

護
者

だ
け

で
な

く
住

民
誰

も
が

気
軽

に
集

い
、

話
が

で
き

る
場

所
に

変
更

し
た

。
引
き

続
き

、
包

括
、

薬
剤

師
も

加
わ

り
、

個
別

相
談

も
で

き
る

体
制

と
し

た
。

地
域

の
絆

づ
く

り
、

介
護

予
防

、
介

護
者

の
精

神
的

負
担

軽
減

、
情

報
共

有
、

医
療

と
の

円
滑

な
連

携

R
6年

度
和
田
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

福
祉
ひ
ろ
ば
を
支
え
る
会

福
祉

ひ
ろ

ば
事

業
の

継
続

性
と

自
主

性
を

維
持

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
福

祉
ひ

ろ
ば

推
進

協
議

会
の

OB
や

経
験

者
が

裏
方

と
し

て
事

業
を

支
援

し
て

い
る

。

福
祉

ひ
ろ

ば
推

進
協

議
会

OB
・

経
験

者
で

組
織

さ
れ

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

H1
1よ

り
　

退
任

し
た

町
会

役
員

が
い

つ
ま

で
も

福
祉

ひ
ろ

ば
と

か
か

わ
り
を

持
ち

「
黒

子
」

と
し

て
支

援
し

て
い

け
る

団
体

を
創

設
し

た
。

地
域

の
き

ず
な

づ
く

り
、

福
祉

ひ
ろ

ば
活

動
の

強
化

R
6年

度
和
田
地
区

福
祉

ジ
ェ
ン
ダ
ー

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

和
田

地
区

の
女

性
有

志
が

健
康

維
持

と
仲

間
づ

く
り

の
た

め
フ

ラ
ダ

ン
ス

の
サ

ー
ク

ル
を

立
ち

上
げ

活
動

し
て

い
る

。
フ

ラ
ダ

ン
ス

サ
ー

ク
ル

「
オ

ヒ
ア

・
レ

フ
ア

」

毎
週

講
師

か
ら

本
格

的
に

学
び

、
練

習
を

し
て

い
る

。
文

化
祭

や
、

福
祉

施
設

な
ど

の
慰

問
活

動
を

し
て

い
た

。
コ

ロ
ナ

禍
で

発
表

の
場

が
一

時
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

前
の

状
態

に
も

ど
り

つ
つ

あ
る

。
健

康
維

持
、

仲
間

づ
く

り
、

福
祉

活
動

R
6年

度
神
林
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

全
て

神
林
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
カ
フ

ェ

・
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
を

修
了

し
た

、
旧

民
生

児
童

委
員

を
中

心
に

、
月

1
回

程
度

町
内

公
民

館
や

お
寺

な
ど

を
会

場
に

開
催

。
・

日
常

生
活

の
た

め
に

な
る

お
話

や
体

操
な

ど
、

そ
の

時
々

で
テ

ー
マ

を
変

え
、

仲
間

づ
く

り
を

進
め

る
。

・
介

護
を

し
て

い
る

人
、

子
育

て
中

の
人

、
誰

か
と

お
話

し
た

い
人

な
ど

、
皆

が
気

軽
に

話
す

場
を

通
じ

て
つ

な
が

り
を

つ
く

り
、

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

を
目

指
す

。

・
旧

民
生

児
童

委
員

・
神

林
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
・

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

公
民

館
・

福
祉

ひ
ろ

ば
）

・
JA

神
林

支
所

・
地

区
の

勉
強

会
で

信
州

大
学

の
井

上
教

授
や

あ
か

は
ね

内
科

神
経

内
科

医
院

の
唐

木
医

師
か

ら
、

健
康

維
持

の
た

め
に

は
、

人
と

人
と

の
支

え
あ

い
や

、
生

き
が

い
づ

く
り

が
大

切
で

あ
る

と
い

う
講

演
を

聞
き

、
地

域
の

「
つ

な
が

り
」

が
重

要
で

あ
る

こ
と

を
確

認
。

・
当

時
の

民
生

児
童

委
員

が
主

体
と

な
り

オ
レ

ン
ジ

カ
フ

ェ
を

ア
レ

ン
ジ

し
認

知
症

の
方

だ
け

で
な

く
、

世
代

を
超

え
て

交
流

で
き

る
場

「
パ

イ
ナ
ッ

プ
ル

カ
フ

ェ
」

を
企

画
。

・
令

和
6年

度
で

8年
目

。
・

現
在

、
各

町
会

11
回

の
開

催
を

目
標

に
開

催
。

各
町

会
で

の
開

催
と

な
り

移
動

手
段

の
な

い
方

も
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
近

く
に

住
ん

で
い

て
も

会
話

の
機

会
が

減
少

し
て

い
た

住
民

に
絆

の
大

切
さ

を
認

識
し

て
い

た
だ

く
こ

と
が

で
き

た
。

（
久

し
ぶ

り
に

話
せ

て
よ

か
っ

た
な

ど
の

感
想

が
聞

か
れ

た
）

認
知

症
の

本
人

、
家

族
に

対
し

て
、

介
護

保
険

以
外

で
の

集
え

る
場

所
の

1つ
に

な
っ

た
。

・
地

域
住

民
の

薬
剤

師
か

ら
生

活
の

見
直

し
や

知
恵

や
工

夫
を

伝
え

て
も

ら
っ

た
り

、
地

域
に

密
着

し
て

い
る

JA
や

信
用

金
庫

か
ら

詐
欺

の
注

意
喚

起
や

今
の

制
度

に
つ

い
て

話
し

て
も

ら
う

な
ど

、
地

域
の

方
や

事
業

者
と

の
協

働
に

つ
な

が
っ

た
。

・
参

加
者

の
固

定
化

、
開

催
内

容
の

レ
パ

ー
ト

リ
ー

の
拡

充
、

運
営

の
人

員
の

確
保

な
ど

が
現

在
の

課
題

。

R
6年

度
神
林
地
区

福
祉

全
て

み
ん
な
の
え
ん
が
わ

・
令

和
5年

度
開

催
の

「
出

張
サ

ロ
ン

in
町

内
公

民
館

」
か

ら
名

称
を

変
更

。
・

全
7
町

会
の

町
内

公
民

館
で

開
催

（
不

定
期

。
各

町
会

年
1～

2回
）

。
・

移
動

販
売

や
相

談
会

、
お

茶
飲

み
サ

ロ
ン

な
ど

町
会

独
自

に
企

画
・

運
営

を
行

い
、

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
形

で
「

身
近

な
居

場
所

づ
く

り
」

を
行

う
。

・
神

林
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
・

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

公
民

館
・

福
祉

ひ
ろ

ば
）

・
コ

ロ
ナ

禍
で

、
自

宅
か

ら
歩

い
て

行
け

る
場

所
（

町
内

公
民

館
等

）
の

居
場

所
づ

く
り

が
必

要
に

な
っ

た
。

・
交

通
空

白
地

の
た

め
、

買
い

物
難

民
が

増
加

し
て

い
る

。
・
令

和
5年

度
の

活
動

が
セ

ン
タ

ー
主

導
で

、
職

員
間

の
日

程
調

整
等

の
課
題

が
あ

っ
た

た
め

、
持

続
的

な
活

動
と

な
る

よ
う

今
年

度
か

ら
町

会
が

主
体

と
な

っ
て

企
画

・
運

営
を

行
い

、
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

形
へ

と
変

更
。

・
今

年
度

か
ら

名
称

を
変

更
し

て
始

め
た

が
、

事
業

名
と

内
容

を
周

知
す

る
の

に
時

間
が

か
か

っ
た

。
・

町
会

長
や

町
会

役
員

の
方

と
相

談
し

な
が

ら
資

料
等

の
作

成
も

行
う

た
め

、
地

区
住

民
と

職
員

と
が

近
い

距
離

で
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

R
6年

度
神
林
地
区

福
祉
と
地
域
活
性
化

子
ど
も

ヒ
ッ
ポ
ポ
食
堂

・
令

和
5年

度
か

ら
神

林
公

民
館

を
会

場
に

子
ど

も
食

堂
を

開
催

。
・

月
1
回

、
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
と

し
て

、
食

事
提

供
や

学
習

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
。

・
町

会
連

合
会

を
通

じ
た

呼
び

か
け

等
で

、
地

区
住

民
か

ら
の

食
材

提
供

な
ど

も
行

っ
て

い
る

。

・
ヒ

ッ
ポ

ポ
食

堂
・

神
林

町
会

連
合

会
・
有

志
の

団
体

よ
り

地
区

内
で

子
ど

も
食

堂
を

開
き

た
い

と
の

相
談

が
あ

り
、

町
会

連
合

会
が

協
力

と
い

う
形

で
活

動
が

開
始

。

・
毎

回
定

員
い

っ
ぱ

い
の

参
加

が
あ

り
非

常
に

好
評

。
・

単
な

る
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
だ

け
で

な
く

、
地

区
内

の
サ

ー
ク

ル
等

の
団

体
と

も
関

わ
る

企
画

を
行

う
な

ど
、

多
世

代
交

流
の

場
と

な
る

よ
う

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
笹
賀
地
区
担
当

保
健
師

福
祉

全
て

が
ん
検
診
・
特
定
健
診
受

診
率
向
上
P
R

活
動

の
目

的
：

笹
賀

地
区

で
行

わ
れ

る
が

ん
検

診
・

特
定

健
診

の
認

知
度

や
受

診
率

の
向

上
の

た
め

時
期

：
5月

～
2月

場
所

：
公

民
館

、
福

祉
ひ

ろ
ば

、
地

区
事

業
の

場
な

ど
対

象
：

地
区

内
も

し
く

は
地

区
内

施
設

を
利

用
す

る
が

ん
検

診
・

特
定

健
診

対
象

者
方

法
：

①
チ

ラ
シ

の
配

布
・

公
民

館
事

業
で

行
わ

れ
る

ス
ポ

ー
ツ

大
会

で
の

直
接

的
な

チ
ラ

シ
配

布
や

PR
（

が
ん

検
診

・
特

定
健

診
）

・
町

会
長

会
、

健
康

づ
く

り
推

進
員

情
報

交
換

会
（

笹
賀

の
健

康
課

題
や

強
み

の
共

有
と

、
が

ん
検

診
・

特
定

健
診

の
PR

）
・

JA
笹

賀
支

所
（

特
定

健
診

・
が

ん
検

診
の

チ
ラ

シ
付

き
テ

ィ
ッ

シ
ュ

）
・

地
区

内
保

育
施

設
（

が
ん

検
診

ク
ー

ポ
ン

の
利

用
推

奨
）

・
回

覧
文

書
配

布
（

が
ん

検
診

）
②

SN
S
情

報
発

信
　

松
本

市
保

健
師

HP
③

ポ
ス

タ
ー

掲
示

・
公

民
館

・
福

祉
ひ

ろ
ば

・
JA

笹
賀

支
所

実
施

主
体

：
保

健
師

関
係

者
：

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
、

笹
賀

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
協

力
：

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
、

公
民

館
、

JA
笹

賀
支

所
、

地
区

内
保

育
施

設
、

健
康

づ
く

り
推

進
員

、
町

会
長

会
等

笹
賀

地
区

の
特

定
健

診
・

が
ん

検
診

の
受

診
率

が
例

年
低

か
っ

た
こ

と
、

R4
年

以
前

の
特

定
健

診
の

地
区

会
場

受
診

者
が

少
な

か
っ

た
こ

と
で

、
地

区
会

場
で

の
実

施
可

否
が

問
わ

れ
る

事
態

と
な

り
、

少
し

で
も

地
区

会
場

の
受

信
者

を
増

や
し

た
い

思
い

で
R5
年

度
か

ら
よ

り
力

を
入

れ
て

周
知

し
た
。

JA
利

用
者

に
は

国
保

加
入

者
多

い
と

予
想

し
た

た
め

、
9月

頃
に

保
健

師
が
JA
笹

賀
支

所
の

所
長

へ
相

談
し

、
AT
Mと

窓
口

に
チ

ラ
シ

や
テ

ィ
ッ

シ
ュ

を
置

い
て

い
た

だ
く

こ
と

を
了

承
い

た
だ

け
た

。
ま

た
、

農
協

祭
に

合
わ

せ
て

チ
ラ

シ
の

配
布

を
お

願
い

し
た

。
12
月

～
1月

に
か

け
て

、
が

ん
検

診
の

ク
ー

ポ
ン

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に
地

区
内

保
育

施
設

に
個

別
に

保
健

師
が

ア
ポ

イ
ン

ト
を

取
り

、
チ

ラ
シ

を
配

布
し

た
。

地
区

で
実

施
し

た
が

ん
検

診
や

特
定

健
診

の
人

数
は

、
関

心
を

持
っ

て
い

た
だ

く
た

め
に

1月
に

町
会

長
会

で
も

報
告

し
た

。

地
区

の
特

定
健

診
受

診
者

数
が

増
加

（
R4
：

9人
→

R5
：

22
人

）
JA
で

チ
ラ

シ
を

も
ら

っ
た

と
い

う
方

が
3名

ほ
ど

い
た

。

R
6年

度
笹
賀
地
区
担
当

保
健
師

福
祉

子
ど
も

健
康
相
談
事
業

活
動

の
目

的
：

地
区

住
民

の
健

康
支

援
時

期
：

偶
数

月
二

子
児

童
セ

ン
タ

ー
、

奇
数

月
第

2月
曜

日
笹

賀
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

対
象

：
二

子
児

童
セ

ン
タ

ー
は

主
に

母
子

、
福

祉
ひ

ろ
ば

は
対

象
指

定
な

し 方
法

：
保

健
師

に
よ

る
体

重
身

長
の

計
測

と
子

育
て

・
生

活
に

関
す

る
相

談 実
施

体
制

：
母

子
向

け
の

健
康

相
談

は
毎

月
第

2火
曜

日
の

母
子

支
援

事
業

「
ひ

よ
こ

」
で

も
会

の
終

了
後

に
毎

回
実

施
し

て
い

る
。

R
6
年

度
か

ら
は

、
二

子
児

童
セ

ン
タ

ー
会

場
の

実
施

日
を

第
3火

曜
日

に
設

定
し

、
チ

ラ
シ

に
記

載
。

新
生

児
訪

問
や

保
健

セ
ン

タ
ー

に
チ

ラ
シ

を
設

置
・

配
布

す
る

ほ
か

、
民

生
児

童
委

員
の

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
事

業
で

も
P
Rし

て
い

た
だ

い
た

。

実
施

主
体

：
保

健
師

関
係

者
：

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
、

二
子

児
童

セ
ン

タ
ー

、
民

生
児

童
委

員
等

①
地

区
健

康
相

談
笹
賀

地
区

が
南

北
に

長
い

地
区

で
あ

る
こ

と
や

、
日

中
車

移
動

で
き

な
い

母
子

も
い

る
こ

と
か

ら
、

R4
年

度
か

ら
隔

月
で

会
場

を
変

え
て

健
康

相
談

体
制

を
と

る
こ

と
を

考
え

、
R3
年

度
ま

で
年

数
回

不
定

期
に

出
張

型
の

健
康
相

談
を

行
っ

て
い

た
二

子
児

童
セ

ン
タ

ー
に

相
談

し
た

。
R4
年

度
は

年
度
が

始
ま

っ
て

か
ら

日
程

を
決

め
て

い
た

が
、

二
子

児
童

セ
ン

タ
ー

と
の

打
ち

合
わ

せ
の

中
で

事
前

に
日

程
を

周
知

し
た

い
と

提
案

が
あ

り
、

R5
年

度
か

ら
は

年
度

開
始

前
に

年
間

日
程

を
決

め
て

周
知

を
開

始
し

た
。

R6
年

度
に

向
け

て
の

保
健

師
と

児
童

セ
ン

タ
ー

と
の

打
ち

合
わ

せ
で

は
、

さ
ら

に
覚

え
て

も
ら

い
や

す
い

よ
う

実
施

曜
日

を
な

る
べ

く
固

定
し

て
チ

ラ
シ

に
も

掲
載

し
た

い
と

い
う

話
が

挙
が

っ
た

。
②
ひ

よ
こ

で
の

健
康

相
談

R3
年

度
ま

で
は

、
保

健
師

は
主

に
手

遊
び

と
当

日
の

育
児

支
援

の
た

め
に

出
席

し
て

い
た

が
、

短
時

間
で

も
手

軽
に

育
児

相
談

が
で

き
れ

ば
と

考
え
、

福
祉

ひ
ろ

ば
へ

会
の

終
了

後
に

健
康

相
談

を
行

う
こ

と
を

打
診

し
た
。

民
生

児
童

委
員

か
ら

、
「

二
子

児
童

セ
ン

タ
ー

の
日

程
が

チ
ラ

シ
に

掲
載

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

、
説

明
し

や
す

く
な

っ
た

。
住

ん
で

い
る

地
区

に
合

わ
せ

て
、

ど
ち

ら
が

近
い

か
、

何
を

や
っ

て
い

る
の

か
を

伝
え

や
す

く
な

っ
た

。
ひ

よ
こ

の
あ

と
で

も
測

っ
て

も
ら

え
る

か
ら

と
い

う
と

誘
い

や
す

い
」

と
コ

メ
ン

ト
あ

り
。

福
祉

ひ
ろ

ば
会

場
の

健
康

相
談

利
用

者
数

が
増

加
（

R4
：

実
人

数
10
人

→
R5
：

実
人

数
30
人

）

R
6年

度
芳
川
地
区

住
民
自
治

全
て

芳
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

１
　

地
域

づ
く

り
協

議
会

　
⑴

　
目

的
　

　
・

地
区

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
安

心
し

て
生

き
生

き
と

暮
ら

せ
る

 
 
  

住
み

よ
い

地
域

社
会

を
構

築
す

る
　

⑵
　

時
期

　
　

・
平

成
２

７
年

に
発

足
　

　
・

令
和

４
年

度
に

規
約

等
改

正
　

　
・

令
和

５
年

度
か

ら
運

営
委

員
会

を
年

１
回

→
毎

月
開

催
に

変
更

　
　

・
令

和
６

年
度

地
域

課
題

で
あ

る
防

災
に

特
化

し
た

取
り

組
み

を
 
 
  

行
う

　
　

（
防

災
対

策
チ

ー
ム

会
議

を
月

１
回

開
催

）
２

　
芳

川
ま

る
っ

と
青

空
市

　
⑴

　
目

的
 
 
  

 
 
若

い
世

代
が

「
気

軽
」

に
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

の
提

案
が

あ
 
 
  

り
、

芳
川

地
区

で
暮

ら
す

人
々

の
交

流
す

る
こ

と
も

目
的

と
し

て
 
 
  

開
催

　
⑵

　
時

期
　

　
・

モ
デ

ル
地

区
最

終
年

の
令

和
５

年
度

に
全

４
回

（
４

町
会

）
開

 
 
  

催
　

　
・

令
和

６
年

度
に

は
、

防
災

フ
ェ

ス
タ

（
９

／
２

９
）

及
び

健
康

　
　

フ
ェ

ス
タ

（
１

０
／

２
０

）
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

時
に

開
催

・
芳

川
地

域
づ

く
り

協
議

会

１
　

地
域

づ
く

り
協

議
会

　
　

活
動

の
振

り
返

り
組

織
の

見
直

し
を

検
討

し
、

地
域

課
題

の
共

有
、

　
視

点
・

知
恵

の
出

し
合

い
を

主
と

し
、

各
部

会
で

取
り

組
み

を
行

う
　
形

と
し

た
も

の
。

２
　

芳
川

ま
る

っ
と

青
空

市
　
　

若
い

世
代

が
「

気
軽

」
に

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
の

提
案

が
で

き
な

い
か

　
検

討
し

、
交

流
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
こ

と
と

な
っ

た
も

の
。

・
モ

デ
ル

事
業

と
し

て
行

っ
た

「
芳

川
地

域
づ

く
り

協
力

隊
」

の
取

組
み

は
、

芳
川

地
域

づ
く

り
協

議
会

に
引

継
ぎ

、
、

持
続

可
能

な
、

よ
り

良
い

地
域

づ
く

り
の

た
め

、
事

務
局

員
を

配
置

し
、

事
業

展
開

を
図

る

230027
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
寿
地
区

地
域
活
性

化
と
文
化
・
芸
術

全
て

寿
地
区
・
福
祉
の
文
化
祭

１
　

経
過

・
寿

地
区

文
化

祭
は

、
今

年
で

47
回

目
の

開
催

（
S5

1か
ら

）
・

福
祉

ひ
ろ

ば
の

開
所

（
H1

0）
、

民
間

の
障

が
い

者
就

労
施

設
の

開
所

（
H1

1
）

に
よ

り
、

ひ
ろ

ば
事

業
へ

の
障

が
い

の
あ

る
方

の
参

加
、

文
化

祭
参

加
の

要
望

あ
り

・
平

成
24

年
に

初
め

て
地

区
文

化
祭

の
前

日
に

開
催

し
、

障
が

い
の

あ
る

方
が

文
化

祭
に

参
加

・
今

年
13

回
目

を
数

え
、

コ
ロ

ナ
前

は
、

寿
体

育
館

で
一

堂
に

会
し

直
接

交
流

・
令

和
３

、
４

年
は

、
間

接
交

流
事

業
に

切
り

替
え

て
福

祉
の

絆
作

品
展

示
・

交
換

を
開

催
・

令
和

５
年

度
か

ら
は

、
再

び
寿

体
育

館
で

一
堂

に
会

し
て

直
接

交
流

２
　

目
的

　
誰

も
が

く
ら

し
や

す
い

街
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

た
め

、
寿

地
区

の
皆

さ
ん

や
福

祉
に

関
わ

る
方

々
が

一
堂

に
会

し
、

高
齢

者
や

障
が

い
の

あ
る

皆
さ

ん
と

住
民

や
子

ど
も

た
ち

が
互

い
に

交
流

を
深

め
、

お
互

い
を

知
る

き
っ

か
け

と
し

ま
す

。
　

ま
た

交
流

を
重

ね
る

こ
と

で
、

互
い

に
足

り
な

い
も

の
を

補
い

支
え

合
え

る
「

お
互

い
さ

ま
」

の
心

を
地

区
全

体
で

育
ん

で
い

く
こ

と
を

目
指

す
も

の
で

す
。

３
　

実
施

時
期

と
会

場
・

福
祉

の
文

化
祭

の
開

催
　

R６
年

９
月

１
８

日
（

水
）

１
０

：
０

０
～

１
１

：
３

０
　

寿
体

育
館

４
　

方
法

等
・

実
行

委
員

会
を

３
回

、
ス

タ
ッ

フ
会

議
を

３
回

開
催

し
、

話
し

合
い

を
重

ね
準

備
し

ま
し

た
。

・
今

回
初

め
て

の
企

画
と

し
て

、
８

施
設

が
施

設
紹

介
等

の
ブ

－
ス

出
展

と
そ

の
他

ダ
ン

ス
等

、
福

祉
の

文
化

祭
と

し
て

の
作

品
作

成
を

行
い

ま
し

た
。

・
令

和
６

年
度

福
祉

の
文

化
祭

実
行

委
員

会
（

構
成

：
寿

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
事

業
推

進
協

議
会

、
寿

地
区

町
会

連
合

会
、

寿
地

区
民

生
児

童
委

員
協

議
会

、
寿

地
区

地
域

づ
く

り
協

議
会

（
福

祉
部

会
）

、
寿

小
学

校
、

寿
地

区
高

齢
者

・
障

が
い

者
施

設
（

８
施

設
）

、
寿

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

出
張

所
、

公
民

館
、

福
祉

ひ
ろ

ば
）

）

昨
年

度
は

公
民

館
が

あ
ら

か
じ

め
用

意
し

て
た

案
の

と
お

り
に

各
福

祉
施

設
が

動
く

形
と

な
っ

た
が

、
今

年
度

は
企

画
の

段
階

か
ら

各
福

祉
施

設
や

小
学

校
が

案
を

出
し

合
い

、
最

終
的

に
全

員
が

合
意

し
た

形
で

の
開

催
し

た
。

・
他

地
区

で
は

、
地

区
文

化
祭

と
ひ

ろ
ば

祭
り

が
開

催
さ

れ
て

い
る

が
、

寿
地

区
で

は
高

齢
者

・
障

が
い

の
あ

る
方

と
地

域
住

民
、

小
学

生
が

参
加

交
流

で
き

る
事

業
を

開
催

し
て

い
る

。
・

民
間

施
設

の
積

極
的

な
参

加
協

力

R
6年

度
寿
台
地
区

住
民
自
治

子
ど
も

明
善
中
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

寿
台

、
松

原
、

内
田

、
中

山
の

各
公

民
館

が
持

ち
回

り
で

事
務

局
を

務
め

、
地

区
行

事
を

実
施

す
る

に
あ

た
っ

て
地

域
が

抱
え

る
問

題
を

、
「

総
合

的
な

学
習

の
時

間
」

を
活

用
し

た
中

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
り

解
決

す
る

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。

明
善

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

運
営

委
員

会
（

地
区

公
民

館
、

地
区

町
会

連
合

会
長

、
Ｐ

Ｔ
Ａ

会
長

、
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

長
、

中
学

校
教

職
員

、
地

域
住

民
等

）

・
年

に
わ

ず
か

２
回

程
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ク

ー
ル

運
営

委
員

会
の

議
論

に
よ

っ
て

、
学

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
運

営
計

画
や

地
域

の
行

事
等

の
営

み
が

改
善

さ
れ

る
こ

と
が

非
常

に
少

な
く

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
事

業
の

真
価

が
発

揮
さ

れ
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

た
。

・
し

か
し

、
明

善
中

の
生

徒
は

、
長

年
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
実

施
し

て
き

た
。

・
し

た
が

っ
て

、
学

習
要

領
の

変
革

を
期

に
、

令
和

2年
度

か
ら

運
営

委
員
会

を
再

編
し

、
「

明
善

中
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

が
始

ま
っ

た
。

・
寿

台
地

区
で

は
、

住
民

の
高

齢
化

に
よ

り
地

区
行

事
の

実
施

が
大

人
だ

け
で

は
困

難
に

な
っ

て
い

る
。

・
子

ど
も

が
地

区
行

事
に

参
加

し
、

地
域

で
の

思
い

出
づ

く
り

を
す

る
こ

と
で

、
将

来
の

地
区

へ
の

定
住

や
回

帰
を

願
う

。

・
「

寿
台

夏
祭

」
「

寿
台

文
化

祭
」

で
は

、
出

店
の

手
伝

い
や

、
お

楽
し

み
抽

選
会

で
の

景
品

配
り

の
手

伝
い

等
を

依
頼

し
た

が
、

参
加

者
か

ら
は

「
中

学
生

の
応

援
が

と
て

も
よ

か
っ

た
」

「
感

心
し

た
」

と
い

っ
た

好
評

が
あ

っ
た

。
ま

た
、

中
学

生
の

手
伝

い
な

し
で

は
実

施
で

き
な

い
と

い
う

声
も

上
が

っ
て

い
る

。
地

域
に

と
っ

て
中

学
生

の
力

が
必

要
で

あ
り

、
中

学
生

は
地

域
に

必
要

と
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
互

い
に

実
感

し
て

い
る

。

R
6年

度
寿
台
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

子
ど
も

寿
台
ハ
ッ
ピ
ー
食
堂

・
20

1
6
年

3
月

よ
り

事
業

開
始

・
食

事
を

通
し

て
、

「
生

き
る

力
を

つ
け

る
」

「
作

っ
て

く
れ

た
人

に
感

謝
で

き
る

」
「

食
べ

物
を

大
切

に
す

る
」

そ
し

て
地

域
の

人
た

ち
と

の
交

流
に

よ
り

、
「

地
域

全
体

で
子

育
て

を
応

援
す

る
」

と
い

う
目

的
で

活
動

し
て

い
る

。
・

主
に

旧
寿

台
児

童
館

に
て

、
月

2回
不

定
期

で
行

っ
て

い
る

。

・
寿

台
町

会
連

合
会

（
実

施
主

体
）

・
民

生
児

童
委

員
（

協
力

団
体

）

・
調

理
学

習
、

生
活

体
験

（
味

噌
作

り
、

し
め

縄
作

り
、

松
本

七
夕

づ
く

り
）

・
フ

ー
ド

ロ
ス

、
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

学
習

、
学

習
支

援
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

R
6年

度
寿
台
地
区

住
民
自
治

全
て

壮
青
会

次
世

代
を

育
成

す
る

た
め

の
活

動
・

町
会

連
合

会
(主

体
)

・
壮

青
会

地
区

内
が

高
齢

化
し

、
役

員
の

な
り

手
が

な
く

い
た

め
、

次
世

代
を

育
て

て
将

来
の

役
員

候
補

と
し

た
い

。

壮
青

会
を

立
ち

上
げ

て
ま

だ
３

年
の

た
め

、
成

果
と

し
て

は
ま

だ
無

い
が

、
今

後
の

見
込

み
と

し
て

は
、

大
き

く
育

て
て

い
き

た
い

。

R
6年

度
寿
台
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

寿
台
マ
ル
シ
ェ

買
い

物
弱

者
の

対
応

で
、

５
～

６
件

ほ
ど

の
業

者
が

来
て

衣
類

、
靴

、
食

品
等

の
販

売
を

実
施

。
歩

い
て

い
け

る
場

所
で

、
楽

し
く

買
い

物
が

で
き

る
と

喜
ば

れ
て

い
る

。

・
町

会
連

合
会

・
地

区
生

活
支

援
員

(主
体

)
・

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
(協

力
)

買
い

物
弱

者
の

た
め

６
年

以
上

行
っ

て
い

る
た

め
、

そ
れ

な
り

の
成

果
は

出
せ

て
い

る
。

他
地

区
か

ら
の

参
加

者
も

増
え

て
き

て
い

る
。

今
後

の
展

望
も

あ
り

。

R
6年

度
寿
台
地
区

住
民
自
治

ジ
ェ
ン
ダ
ー

居
酒
屋
「
よ
り
ま
し
ょ
」

男
性

の
居

場
所

づ
く

り
、

交
流

の
場

・
町

会
連

合
会

(主
体

)
・

地
区

生
活

支
援

員
(協

力
)

男
性

の
居

場
所

づ
く

り
足

か
け

１
０

年
続

い
て

い
て

、
毎

回
２

５
名

～
３

０
名

の
出

席
が

あ
る

。

R
6年

度
松
原
地
区

地
域
活
性

化
と
地
域
資
源

全
て

松
原
モ
ー
ル
ぷ
ろ
じ
ぇ
く

と
支
援

松
原

地
区

の
住

民
有

志
が

地
区

内
に

あ
る

「
松

原
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

」
の

活
性

化
を

図
る

た
め

に
コ

ン
サ

ー
ト

や
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
イ

ベ
ン

ト
、

日
常

的
な

美
化

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
松

原
モ

ー
ル

ぷ
ろ

じ
ぇ

く
と

5年
先

、
10
年

先
ま

で
の

地
域

活
性

化
に

つ
い

て
考

え
始

め
た

グ
ル

ー
プ

が
、

具
体

的
な

目
標

と
し

て
地

区
内

の
モ

ー
ル

に
あ

る
か

ら
く

り
時

計
の

修
復

と
モ

ー
ル

の
美

化
活

動
を

20
18
年

の
春

か
ら

開
始

し
た

。
か

ら
く

り
時
計

修
復

の
費

用
を

捻
出

す
る

た
め

、
定

期
的

に
コ

ン
サ

ー
ト

や
ク

リ
ス

マ
ス

の
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
を

時
計

台
ま

わ
り

で
行

い
、

地
域

住
民

の
関

心
を

集
め

募
金

活
動

を
行

っ
た

。

か
ら

く
り

時
計

修
復

を
業

者
に

頼
ん

だ
場

合
の

費
用

は
法

外
で

あ
っ

た
た

め
、

協
力

者
の

輪
を

広
げ

、
全

て
の

修
理

を
地

域
住

民
の

手
で

行
い

、
昨

年
の

10
月

に
は

修
復

完
成

記
念

式
典

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
モ

ー
ル

の
美

化
活

動
に

つ
い

て
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
と

協
力

者
に

よ
り

冬
季

以
外

毎
週

土
曜

日
の

朝
7時

か
ら

1，
2時

間
か

け
て

清
掃

と
草

取
り

を
継

続
的

に
行

っ
て

い
る

。

R
6年

度
松
原
地
区

住
民

自
治
と
防
災

全
て

松
原
地
区
町
会
連
合
会
自

主
防
災
会

松
原

地
区

の
住

民
有

志
、

防
災

防
犯

部
長

、
セ

ン
タ

ー
職

員
、

避
難

所
担

当
職

員
ら

が
、

地
域

の
防

災
力

を
高

め
る

た
め

に
防

災
に

つ
い

て
学

習
を

し
た

り
避

難
所

運
営

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
る

。

松
原

地
区

町
会

連
合

会
自

主
防

災
会

公
民

館
主

催
で

本
年

5月
10
日

に
山

梨
防

災
安

全
セ

ン
タ

ー
と

甲
府

地
方

気
象

台
を

訪
問

し
、

防
災

研
修

を
行

っ
た

。
そ

の
時

の
参

加
者

が
中

心
に

な
っ

て
、

な
か

な
か

体
制

整
備

が
進

ま
な

い
地

域
の

防
災

体
制

に
ド

ラ
イ

ブ
を

か
け

る
た

め
、

研
究

会
と

い
う

形
で

グ
ル

ー
プ

を
立

ち
上

げ
活

動
を

開
始

し
た

。

・
現

状
の

町
会

長
や

防
災

防
犯

部
長

は
１

年
も

し
く

は
2年

任
期

の
た

め
、

地
域

の
防

災
体

制
に

対
し

て
危

機
感

を
持

っ
て

も
、

長
期

的
な

視
点

で
課

題
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

が
難

し
い

。
そ

れ
を

補
い

サ
ポ

ー
ト

す
る

形
で

の
活

動
を

目
指

し
て

い
る

。
・

地
区

内
で

最
も

防
災

体
制

が
整

っ
て

い
る

町
会

の
防

災
担

当
者

か
ら

災
害

時
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

提
供

し
て

も
ら

い
、

地
区

版
の

各
種

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

を
開

始
し

て
い

る
。

R
6年

度
松
原
地
区

福
祉

全
て

ひ
ろ
ば
を
支
え
る
会

・
ひ

ろ
ば

の
事

業
を

行
う

と
き

の
サ

ポ
ー

ト
・

ひ
ろ

ば
を

支
え

る
会

・
男

性
会

員
が

多
く

、
協

力
体

制
が

整
っ

て
い

る
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
松
原
地
区

福
祉
と
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ

若
者

カ
ミ
カ
ミ
促
進
運
動
(R

5年
度
)

①
グ

ミ
教

室
　

8月
上

旬
に

公
民

館
主

催
で

小
中

学
生

対
象

に
噛

み
応

え
の

あ
る

グ
ミ

を
作

成
。

試
食

時
に

保
健

師
よ

り
嚙

む
こ

と
に

つ
い

て
の

講
話

を
実

施
。

②
松

原
ウ

ォ
ー

ク
　

9月
下

旬
に

体
力

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

主
催

で
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

大
会

を
実

施
。

体
力

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

の
歩

き
方

講
座

の
後

に
、

地
区

内
を

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

。
そ

の
後

、
食

生
活

改
善

推
進

員
が

調
理

し
た

カ
ミ

カ
ミ

豚
汁

を
試

食
し

、
保

健
師

か
ら

噛
む

こ
と

に
つ

い
て

の
講

話
を

実
施

。
③

文
化

祭
　

10
月

下
旬

に
福

祉
部

と
健

康
福

祉
ブ

ー
ス

を
設

置
。

咀
嚼

チ
ェ

ッ
ク

ガ
ム

や
握

力
測

定
で

噛
む

力
の

可
視

化
や

噛
む

こ
と

を
テ

ー
マ

に
し

た
ク

イ
ズ

を
実

施
し

た
。

④
恵

方
巻

教
室

　
節

分
の

日
に

公
民

館
主

催
で

、
小

中
学

生
を

対
象

に
恵

方
巻

づ
く

り
を

実
施

。
試

食
時

に
保

健
師

よ
り

嚙
む

こ
と

に
つ

い
て

の
講

話
を

実
施

。

公
民

館
福

祉
ひ

ろ
ば

食
生

活
改

善
推

進
員

福
祉

部
体

力
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
安

協
松

原
地

区
地

区
担

当
保

健
師

国
保

加
入

者
の

デ
ー

タ
（

KD
B）

の
分

析
よ

り
、

松
原

地
区

は
”

食
事

速
度
が

速
い

”
や

”
血

糖
値

が
高

い
”

、
”

BM
Iが

高
い

”
傾

向
が

あ
っ

た
。

こ
れ

ら
は

、
食

事
速

度
が

速
い

こ
と

に
よ

る
、

大
食

い
や

イ
ン

ス
リ

ン
の

過
剰

分
泌

が
一

因
と

推
測

し
、

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
す

る
取

り
組

み
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

ま
ず

は
、

地
区

企
画

支
援

会
議

や
福

祉
部

定
例

会
に

て
、

地
区

の
健

康
課

題
を

共
有

。
そ

の
後

、
関

係
団

体
と

事
業

を
企

画
し

、
必

要
あ

ら
ば

他
団

体
に

も
協

力
を

依
頼

し
た

。
全

世
代

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

考
え

、
「

楽
し

い
」

と
思

え
る

企
画

に
な

る
よ

う
努

め
た

。

課
題

を
共

有
し

た
こ

と
で

、
地

区
職

員
か

ら
「

こ
こ

で
カ

ミ
カ

ミ
の

話
を

し
た

ら
？

」
や

「
カ

ミ
カ

ミ
の

企
画

し
て

」
と

い
っ

た
声

を
か

け
て

い
た

だ
け

た
。

そ
の

結
果

、
自

分
だ

け
で

は
考

え
付

か
な

っ
た

事
業

も
行

え
て

、
活

動
の

幅
が

広
が

っ
た

と
考

え
る

。
R5
年

度
は

、
全

世
代

に
向

け
て

の
企

画
を

実
施

し
た

が
、

実
施

す
る

な
か

で
食

時
速

度
は

壮
年

期
世

代
や

高
齢

者
男

性
で

早
い

傾
向

が
あ

る
と

感
じ

た
。

R6
年

度
は

国
保

加
入

者
の

デ
ー

タ
（

KD
B）

の
分

析
を

進
め

、
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

世
代

を
絞

っ
て

企
画

し
て

い
く

。

R
6年

度
岡
田
地
区

地
域
活
性
化

全
て

暮
ら
し
い
ろ
ど
る
　
岡
田

マ
ル
シ
ェ

・
令

和
６

年
度

地
域

自
治

支
援

交
付

金
提

案
事

業
の

一
つ

・
目

的
：

岡
田

で
の

暮
ら

し
や

人
と

の
つ

な
が

り
、

新
し

い
出

会
い

を
よ

り
楽

し
め

る
空

間
を

目
指

す
も

の
・

内
容

：
岡

田
地

区
住

民
を

主
体

と
し

た
出

店
者

に
よ

る
販

売
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
な

ど
を

行
う

も
の

・
実

施
時

期
：

令
和

６
年

１
０

月
２

６
日

（
土

）
、

１
２

月
２

１
日

（
土

）
の

２
回

実
施

予
定

・
会

場
：

岡
田

公
民

館
及

び
岡

田
公

民
館

駐
車

場

・
岡

田
で

楽
し

む
！

実
行

委
員

会
（

信
大

生
）

・
岡

田
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
岡

田
公

民
館

・
岡

田
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

・
地

域
づ

く
り

課
（

ユ
ー

ス
サ

ポ
ー

ト
担

当
）

・
大

学
生

に
よ

る
地

域
活

性
化

に
つ

な
が

る
事

業
で

あ
る

。
・

大
学

生
と

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
等

と
の

協
働

事
業

で
あ

る
。

R
6年

度
岡
田
地
区

住
民
自
治
と

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も

お
か
Ｂ
Ｅ
Ｎ

（
お
か
だ
で
勉
強
＆
弁
当

）

・
令

和
６

年
度

地
域

自
治

支
援

交
付

金
提

案
事

業
の

一
つ

・
目

的
　

夏
休

み
な

ど
の

長
期

休
暇

中
の

こ
ど

も
た

ち
の

居
場

所
づ

く
り

、
地

域
の

大
人

や
学

生
に

よ
る

宿
題

や
学

習
支

援
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

多
世

代
交

流
を

図
る

、
こ

ど
も

た
ち

に
昼

食
を

提
供

し
孤

食
を

防
ぐ

と
と

も
に

保
護

者
の

負
担

を
軽

減
す

る
・

開
催

日
　

７
月

２
３

日
、

７
月

２
４

日
、

７
月

３
０

日
、

７
月

３
１

日
、

８
月

２
０

日
　

（
春

休
み

に
も

実
施

予
定

）

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ス
マ

イ
ル

こ
ど

も
の

家
ち

ょ
こ

長
野

県
支

部
「

山
ノ

コ
ド

モ
」

・
岡

田
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

・
岡

田
公

民
館

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ス
マ

イ
ル

こ
ど

も
の

家
ち

ょ
こ

長
野

県
支

部
「

山
ノ

コ
ド

モ
」

支
部

長
の

元
木

さ
ん

が
地

域
自

治
支

援
金

提
案

事
業

に
応

募
・
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

職
員

、
公

民
館

主
事

等
と

実
施

内
容

を
検

討

・
夏

休
み

の
実

施
期

間
に

は
毎

回
５

０
名

程
度

の
こ

ど
も

の
参

加
が

あ
っ

た
。

・
昨

年
度

ま
で

は
岡

田
公

民
館

主
催

で
、

長
期

休
暇

中
に

学
習

会
場

を
こ

ど
も

た
ち

に
開

放
し

て
い

た
が

、
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
昼

食
付

の
事

業
と

し
て

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
し

た
内

容
と

な
っ

た
・

昼
食

提
供

に
ラ

ー
メ

ン
「

寸
八

」
、

「
お

き
な

堂
」

さ
ん

の
協

力
が

得
ら

れ
た

（
元

木
さ

ん
の

力
）

・
来

年
度

以
降

事
業

継
続

の
方

向
性

検
討

（
資

金
ど

う
す

る
か

）

R
6年

度
岡
田
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

「
お
か
だ
お
気
軽
お
助
け

隊
」

・
高

齢
者

の
皆

さ
ん

が
、

住
み

慣
れ

た
岡

田
で

ず
っ

と
暮

ら
し

て
い

く
た

め
に

　
地

域
住

民
が

協
力

隊
員

と
な

り
、

お
手

伝
い

を
す

る
有

償
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
・

令
和

6年
4月

よ
り

開
始

・
支

援
内

容
　

ご
み

出
し

（
可

燃
ご

み
限

定
）

草
取

り
・

利
用

希
望

者
は

、
地

区
生

活
支

援
員

に
利

用
申

請
書

を
提

出
、

協
力

隊
員

を
マ

ッ
チ

ン
グ

し
支

援
す

る
・

利
用

料
金

　
ご

み
出

し
　

月
20

0円
/草

取
り

　
隊

員
1名

に
つ

き
1時

間
5
0
0円

3
0分

超
え

る
ご

と
に

プ
ラ

ス
25

0円
・

隊
員

報
酬

　
利

用
料

金
と

同
額

・
９

月
１

３
日

現
在

　
協

力
隊

員
３

３
名

、
利

用
会

員
１

４
名

松
本

市
社

会
福

祉
協

議
会

岡
田

支
会

・
地

区
生

活
支

援
員

が
岡

田
地

区
の

高
齢

者
の

皆
さ

ん
の

困
り

ご
と

を
解

決
す

る
た

め
に

「
お

か
だ

お
気

軽
お

助
け

隊
」

を
立

ち
上

げ
よ

う
と

考
え

た ・
Ｒ

５
年

度
困

り
ご

と
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
、

そ
の

結
果

「
ご

み
出

し
・

草
取

り
・

雪
か

き
」

に
困

っ
て

い
る

人
が

多
い

事
が

分
か

っ
た

・
Ｒ

５
年

度
マ

ス
コ

ッ
ト

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

を
作

成
し

名
前

を
募

集
す

る
こ

と
で

住
民

の
皆

さ
ん

に
お

助
け

隊
を

周
知

・
Ｒ

５
年

度
協

力
隊

員
募

集
の

チ
ラ

シ
を

作
成

し
全

戸
配

布
、

集
ま

っ
た

隊
員

や
セ

ン
タ

ー
長

と
話

し
合

い
を

重
ね

、
ま

ず
は

ご
み

出
し

か
ら

や
っ

て
み

よ
う

と
な

り
Ｒ

６
年

４
月

よ
り

始
動

・
利

用
者

さ
ん

に
と

て
も

感
謝

さ
れ

て
い

る
反

面
、

始
め

て
み

て
見

え
て

き
た

課
題

が
沢

山
あ

っ
た

・
概

ね
2か

月
に

一
度

定
例

会
を

開
催

し
、

協
力

隊
員

の
活

動
の

状
況

報
告

、
活

動
や

マ
ッ

チ
ン

グ
を

通
し

て
感

じ
た

課
題

に
つ

い
て

、
協

力
隊

員
や

セ
ン

タ
ー

長
と

話
し

合
い

、
課

題
を

解
決

に
向

け
取

り
組

ん
で

い
る

・
今

後
も

新
た

な
課

題
が

出
て

く
る

と
思

う
が

、
利

用
者

さ
ん

に
感

謝
さ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

協
力

隊
員

も
や

っ
て

良
か

っ
た

と
や

り
が

い
を

感
じ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

組
織

に
し

た
い

R
6年

度
岡
田
地
区

福
祉

全
て

岡
田
地
区
健
康
づ
く
り
推

進
員
会

＜
目

的
＞

「
健

康
」

を
地

区
住

民
に

意
識

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
地

区
対

象
及

び
各

町
会

対
象

に
意

識
啓

発
や

講
座

開
催

な
ど

を
行

っ
て

い
く

。
「

健
康

」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
と

し
た

地
域

づ
く

り
に

取
り

組
む

。
＜

時
期

＞
・

定
例

会
は

、
約

２
か

月
に

１
回

開
催

・
健

康
講

座
は

、
年

２
回

開
催

＜
場

所
＞

・
岡

田
公

民
館

・
地

区
住

民
＜

幹
事

＞
・

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
長

・
地

区
担

当
保

健
師

・
健

康
講

座
は

、
岡

田
公

民
館

共
催

で
、

電
話

申
し

込
み

先
と

な
っ

て
い

る
。

・
令

和
４

年
の

健
康

づ
く

り
推

進
員

会
の

見
直

し
に

よ
り

、
令

和
５

年
度

か
ら

人
数

は
縮

小
し

た
が

、
町

会
組

織
と

し
て

活
動

を
続

け
て

い
る

。

・
健

康
講

座
を

年
２

回
開

催
。

一
般

住
民

１
２

～
２

５
名

ほ
ど

参
加

。
・

地
区

の
夏

祭
り

、
サ

ー
ク

ル
発

表
会

等
で

健
康

啓
発

活
動

を
し

て
い

る
。

・
各

町
会

の
出

張
ふ

れ
あ

い
健

康
教

室
で

、
運

営
補

助
を

し
て

い
る

。

R
6年

度
岡
田
地
区

福
祉

子
ど
も

タ
ッ
チ
ケ
ア
講
座

離
乳
食
講
座

＜
目

的
＞

・
身

近
な

場
所

で
子

育
て

に
関

す
る

正
し

い
知

識
を

学
べ

る
場

の
提

供
・

子
育

て
を

し
て

い
る

方
へ

相
談

窓
口

や
出

か
け

先
の

周
知

・
岡

田
地

区
で

子
育

て
を

す
る

方
へ

、
公

民
館

や
福

祉
ひ

ろ
ば

の
認

知
　

を
広

め
る

＜
時

期
＞

3
か

月
ご

と
そ

れ
ぞ

れ
2回

ず
つ

＜
場

所
＞

岡
田

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
＜

対
象

＞
・

タ
ッ

チ
ケ

ア
講

座
：

歩
き

出
す

前
の

お
子

さ
ん

と
保

護
者

・
離

乳
食

講
座

：
４

か
月

～
１

歳
頃

の
お

子
さ

ん
と

保
護

者

＜
主

催
＞

・
岡

田
公

民
館

・
岡

田
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

・
健

康
づ

く
り

課

・
子

育
て

を
し

て
い

る
方

に
、

保
健

師
(相

談
窓

口
)や

出
か

け
先

の
周

知
を
し

、
公

民
館

や
福

祉
ひ

ろ
ば

に
つ

い
て

知
っ

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

核
家

族
化

が
進

み
、

サ
ポ

ー
ト

不
足

や
地

域
か

ら
孤

立
し

て
い

る
母

子
が

多
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
、

講
座

を
立

ち
上

げ
た

。

・
２

～
６

組
/回

の
参

加
あ

り
。

・
そ

の
後

も
継

続
し

て
、

福
祉

ひ
ろ

ば
の

利
用

が
あ

り
、

き
っ

か
け

作
り

と
な

っ
て

い
る

。
・

地
区

職
員

や
民

生
委

員
と

の
顔

合
わ

せ
の

場
所

と
な

っ
て

お
り

、
今

後
の

支
援

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

R
6年

度
入
山
辺
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

あ
じ
さ
い
の
会

入
山

辺
線

バ
ス

で
来

れ
る

「
歌

の
会

」

目
的

：
入

山
辺

線
バ

ス
を

利
用

し
た

、
高

齢
者

の
通

い
の

場
の

提
供

時
期

：
月

２
回

（
バ

ス
中

央
ル

ー
ト

、
北

ル
ー

ト
を

利
用

）
場

所
：

地
区

公
民

館
対

象
：

高
齢

者
実

施
体

制
・

方
法

：
　

民
生

児
童

委
員

⇒
ピ

ア
ノ

伴
奏

、
曲

の
選

曲
、

住
民

へ
の

声
掛

け
、

送
迎 　

地
区

生
活

支
援

員
⇒

歌
詞

作
成

、
地

区
住

民
へ

の
周

知
。

・
民

生
児

童
委

員
・

地
区

生
活

支
援

員

経
緯

「
集

ま
り

の
場

が
な

い
」

「
行

き
た

く
て

も
足

が
な

く
て

行
け

な
い

」
と

い
う

高
齢

者
の

声
を

地
区

生
活

支
援

員
が

民
生

委
員

へ
相

談
。

　
・

入
山

辺
線

の
バ

ス
の

時
間

に
合

わ
せ

た
会

を
作

れ
な

い
か

　
・

公
民

館
の

使
っ

て
い

な
い

ピ
ア

ノ
を

利
用

で
き

な
い

か
　
・

多
く

の
人

が
参

加
し

や
す

い
も

の
は

何
か

等
民
生

委
員

が
中

心
と

な
り

、
協

力
者

と
参

加
者

を
募

り
開

催
。

好
評

に
よ

り
、

バ
ス

の
路

線
を

変
え

て
月

一
回

⇒
月

二
回

に
増

や
し

て
実

施
。

成
果

・
こ

れ
ま

で
通

い
の

場
に

あ
ま

り
参

加
し

て
い

な
か

っ
た

方
、

歩
い

て
来

れ
る

方
、

バ
ス

を
利

用
す

る
方

、
そ

れ
ぞ

れ
楽

し
み

に
参

加
さ

れ
て

い
る

。
・

独
唱

し
た

い
方

、
各

自
の

得
意

な
楽

器
を

披
露

し
た

い
方

等
、

輪
が

広
が

っ
て

い
る

。
・

松
風

園
の

方
も

今
後

は
参

加
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
入
山
辺
地
区

福
祉
と
教

育
・
ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

わ
た
げ
の
会

グ
ラ

ウ
ン

ド
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
目

的
：

高
齢

者
向

け
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
時

期
：

月
1
回

場
所

：
入

山
辺

運
動

広
場

対
象

：
高

齢
者

民
生

委
員

地
区

生
活

支
援

員
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

ひ
ろ

ば
の

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
つ

い
て

行
け

な
い

方
か

ら
、

「
グ

ラ
ウ

ン
ド

で
あ

れ
ば

歩
け

る
」

と
い

う
声

を
聞

き
、

民
生

委
員

さ
ん

に
相

談
。

入
山

辺
運

動
広

場
を

歩
く

だ
け

で
は

な
く

、
歌

も
歌

う
わ

た
げ

の
会

を
発

足
。

自
分

の
ペ

ー
ス

で
、

お
し

ゃ
べ

り
を

し
な

が
ら

歩
く

。

周
辺

地
区

の
方

が
歩

い
て

来
て

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
と

歌
、

お
し

ゃ
べ

り
を

楽
し

む
会

と
な

っ
て

い
る

。

R
6年

度
入
山
辺
地
区

福
祉

全
て

百
歳
体
操
愛
好
会

目
的

：
地

域
の

方
の

定
期

的
な

運
動

の
場

時
期

：
毎

週
金

曜
日

場
所

：
地

区
公

民
館

対
象

：
ど

な
た

で
も

健
康

づ
く

り
課

地
区

生
活

支
援

員

百
歳

体
操

を
や

り
た

い
、

と
い

う
声

は
あ

る
が

町
会

で
発

足
す

る
く

こ
と

が
難

し
か

っ
た

た
め

、
健

康
づ

く
り

推
進

員
に

相
談

し
、

体
験

会
等

を
し

参
加

者
を

集
め

る
。

地
区

生
活

支
援

員
が

地
区

住
民

へ
周

知
し

、
ど

な
た

で
も

自
由

に
参

加
で

き
る

。

住
民

の
方

な
ら

誰
で

も
予

約
な

く
参

加
で

き
る

の
で

、
気

軽
に

参
加

し
や

す
い

。
当

番
も

、
機

械
関

係
の

で
き

な
い

高
齢

者
以

外
の

方
で

回
し

て
い

る
。

R
6年

度
入
山
辺
地
区

住
民

自
治
と
交
通

高
齢
者

ど
こ
で
も
椅
子

目
的

：
移

動
販

売
の

買
い

物
に

集
ま

る
高

齢
者

が
お

喋
り

を
　

　
　

　
す

る
た

め
の

椅
子

時
期

：
毎

週
水

曜
日

場
所

：
バ

ス
停

の
空

い
た

ス
ペ

ー
ス

対
象

：
移

動
販

売
を

利
用

す
る

高
齢

者

・
移

動
販

売
業

者
・

地
区

生
活

支
援

員

移
動

販
売

を
毎

週
利

用
す

る
高

齢
者

が
、

買
い

物
の

後
に

立
っ

た
ま

ま
、

し
ゃ

が
み

こ
ん

で
話

し
込

む
姿

を
見

た
地

区
生

活
支

援
員

が
、

地
区

住
民

と
、

入
山

辺
地

区
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

考
え

る
会

（
愛

称
：

こ
ん

な
山

辺
に

す
る

じ
ゃ

ん
会

）
の

Ｄ
Ｉ

Ｙ
グ

ル
ー

プ
に

相
談

。
住

民
が

考
案

し
、

す
る

じ
ゃ

ん
会

メ
ン

バ
ー

が
制

作
を

手
伝

う
形

で
、

3脚
の

「
ど

こ
で

も
椅

子
」

を
制

作
。

平
日

は
地

区
公

民
館

に
飾

り
、

水
曜

日
に

地
区

生
活

支
援

員
が

バ
ス

停
に

運
び

、
地

域
の

方
の

交
流

の
場

に
使

っ
て

も
ら

う
。

す
る

じ
ゃ

ん
会

メ
ン

バ
ー

に
ペ

ン
キ

を
塗

っ
て

も
ら

っ
て

、
座

り
心

地
が

よ
い

こ
と

も
あ

り
話

が
は

ず
ん

で
い

る
。

今
後

は
、

椅
子

の
入

る
よ

う
な

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

座
布

団
）

を
、

集
ま

り
の

場
に

あ
ま

り
参

加
で

き
な

い
よ

う
な

地
域

の
方

に
声

を
か

け
て

制
作

の
依

頼
予

定
。

R
6年

度
入
山
辺
地
区
保

健
師

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

ふ
れ
あ
い
会
食
会

〇
目

的
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
等

に
会

食
又

は
配

食
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

て
外

出
や

地
域

住
民

と
の

交
流

の
機

会
を

提
供

し
、

孤
立

感
の

緩
和

や
親

睦
を

深
め

、
地

域
福

祉
を

推
進

す
る

〇
時

期
R
5
年

1
1
月

2
1日

R
6
年

1
1
月

2
6日

〇
場

所
入

山
辺

公
民

館
　

大
会

議
室

〇
対

象
6
5
歳

以
上

の
一

人
暮

ら
し

、
ま

た
は

、
75

歳
以

上
の

夫
婦

二
人

暮
ら

し
〇

方
法

・
実

施
体

制
公

民
館

で
の

2時
間

ほ
ど

の
交

流
会

と
、

弁
当

配
布

〇
実

施
主

体
入

山
辺

地
区

健
康

づ
く

り
推

進
員

会 〇
共

催
入

山
辺

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
、

入
山

辺
公

民
館

〇
関

係
者

・
関

係
団

体
等

入
山

辺
地

区
民

生
児

童
委

員
会

（
お

誘
い

・
送

迎
）

→
R6

年
度

か
ら

は
協

力
団

体

〇
流

れ
R5
年

8月
の

健
康

づ
く

り
推

進
員

定
例

会
に

て
、

実
施

内
容

を
検

討
R5
年

9月
の

民
生

児
童

委
員

協
議

会
定

例
会

に
て

、
地

区
担

当
保

健
師

か
ら
対

象
者

へ
の

お
誘

い
を

依
頼

R5
年

9～
10
月

に
、

推
進

員
・

民
生

委
員

が
協

力
し

て
対

象
者

へ
の

お
誘

い
を

実
施

R5
年

11
月

、
当

日
送

迎
を

民
生

委
員

が
実

施
、

当
日

運
営

を
推

進
員

が
実

施 〇
そ

の
他

・
入

山
辺

公
民

館
か

ら
は

、
会

場
（

大
会

議
室

・
運

動
場

）
借

用
、

参
加

者
問

い
合

わ
せ

等
・
入

山
辺

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
か

ら
は

補
助

金
助

成
あ

り

R5
年

度
は

33
人

の
参

加
が

あ
り

、
対

象
者

の
17
パ

ー
セ

ン
ト

で
あ

っ
た

。
参

加
者

か
ら

は
「

久
し

ぶ
り

に
同

級
生

に
会

え
て

う
れ

し
い

」
「

脳
ト

レ
が

楽
し

か
っ

た
」

等
の

感
想

を
い

た
だ

い
た

。
R6
年

度
は

実
施

に
向

け
準

備
中

。

R
6年

度
里
山
辺
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

地
域
住
民
の
繋
が
り
づ
く

り

○
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
高

齢
者

の
引

き
こ

も
り

や
外

出
控

え
の

対
策

○
住

民
の

「
顔

が
み

え
　

心
つ

な
が

る
　

里
山

辺
」

を
目

指
し

て
取

組
み

・
「

ふ
れ

あ
い

ベ
ン

チ
」

の
製

作
　

散
歩

途
中

の
休

憩
・

交
流

の
場

に
な

る
よ

う
手

作
り

ベ
ン

チ
を

製
作

し
て

設
置

。
※

設
置

場
所

：
針

塚
古

墳
、

八
坂

神
社

、
薄

宮
神

社
、

地
区

公
民

館
等

　
　

　
　

　
　

Ｒ
６

年
度

は
新

た
に

兎
川

寺
に

設
置

予
定

・
「

青
空

サ
ロ

ン
　

さ
と

カ
フ

ェ
」

の
開

催
　

地
区

住
民

が
気

軽
に

立
ち

寄
れ

る
場

と
し

て
無

料
の

コ
ー

ヒ
ー

と
お

茶
菓

子
を

用
意

し
希

望
の

場
所

へ
出

張
し

て
カ

フ
ェ

を
開

催
。

さ
と

カ
フ

ェ
で

使
用

す
る

テ
ー

ブ
ル

や
紙

コ
ッ

プ
を

入
れ

る
カ

ッ
プ

ホ
ル

ダ
ー

も
メ

ン
バ

ー
が

手
作

り
。

・
メ

ン
バ

ー
間

で
考

え
た

企
画

の
実

施
　

つ
な

が
ろ

う
会

メ
ン

バ
ー

自
身

が
楽

し
み

交
流

で
き

る
こ

と
を

企
画

開
催

。
小

グ
ル

ー
プ

に
分

け
た

メ
ン

バ
ー

内
で

企
画

し
実

行
す

る
。

　
Ｒ

５
年

度
　

「
安

曇
野

め
ぐ

り
」

「
地

区
内

施
設

視
察

研
修

」
「

思
い

出
の

レ
コ

ー
ド

コ
ン

サ
ー

ト
」

「
そ

ば
打

ち
体

験
」

を
実

施
　

Ｒ
６

年
度

　
「

地
区

内
を

走
る

路
線

バ
ス

を
使

っ
た

市
街

地
井

戸
め

ぐ
り

」
、

「
干

し
柿

作
り

又
は

ワ
イ

ナ
リ

ー
見

学
」

を
実

施
予

定
・

そ
の

他
　

ふ
れ

あ
い

会
食

会
の

プ
レ

ゼ
ン

ト
作

り
、

人
材

育
成

講
座

の
開

催

・
つ

な
が

ろ
う

会
（

有
志

団
体

）
協

力
：

里
山

辺
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
、

東
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
里

山
辺

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
（

地
区

生
活

支
援

員
）

・
地

区
生

活
支

援
員

や
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
に

よ
る

生
活

支
援

体
制

整
備

の
一

環
と

し
て

住
民

と
協

力
し

て
立

ち
上

げ
た

グ
ル

ー
プ

で
あ

る
が

、
リ

ー
ダ

ー
等

を
決

め
ず

、
活

動
は

自
由

で
、

緩
や

か
な

有
志

グ
ル

ー
プ

と
し

て
活

動
し

て
い

る
。

⇒
そ

の
分

、
地

区
生

活
支

援
員

の
関

わ
り

が
大

き
く

な
る

。
・

自
分

達
も

楽
し

め
る

活
動

を
す

る
こ

と
が

モ
ッ

ト
ー

R
6年

度
里
山
辺
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

全
て

喫
茶
「
憩
い
の
森
」

〇
地

域
交

流
、

子
育

て
世

代
・

高
齢

者
へ

の
支

援
等

を
目

的
と

し
て

行
っ

て
お

り
、

令
和

５
年

よ
り

新
た

に
調

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
集

し
食

事
や

お
や

つ
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
今

年
度

よ
り

手
作

り
の

メ
ニ

ュ
ー

を
増

や
し

、
長

期
休

み
の

学
生

や
独

居
高

齢
者

の
食

事
の

補
助

を
目

指
し

た
。

参
加

者
数

も
昨

年
度

よ
り

増
加

傾
向

に
あ

る
。

今
後

更
に

地
域

の
住

民
が

利
用

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
、

メ
ニ

ュ
ー

考
案

を
行

っ
て

い
く

予
定

。

福
祉

ひ
ろ

ば
事

業
推

進
協

議
会

既
存

事
業

で
あ

っ
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
飲

食
の

制
限

を
受

け
、

規
模

も
縮

小
し

て
い

っ
た

が
、

令
和

5年
度

よ
り

調
理

の
試

験
運

転
を

再
開

し
た
。

よ
り

多
く

の
世

代
に

通
っ

て
い

た
だ

く
た

め
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
や

目
的

を
明

確
に

し
実

施
し

て
い

る
。

調
理

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
つ

い
て

は
ひ

ろ
ば

事
業

推
進

協
議

会
の

関
係

団
体

に
声

掛
け

を
行

い
、

都
度

募
集

を
し

て
い

る
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
数

を
増

や
し

、
組

織
化

を
目

指
す

。

R
6年

度
今
井
地
区

地
域
資
源

全
て

文
化
財
保
存
継
承
活
動

地
区

住
民

の
活

動
団

体
で

あ
る

今
井

地
区

文
化

財
委

員
会

が
、

今
井

地
区

の
文

化
財

の
保

護
調

査
及

び
歴

史
文

化
を

研
究

し
継

承
す

る
た

め
に

、
文

化
財

の
案

内
板

の
設

置
、

学
習

会
等

を
行

っ
て

い
る

。
今

井
地

区
文

化
財

委
員

会

・
今

井
地

区
文

化
財

委
員

会
は

、
松

本
市

歴
史

文
化

基
本

構
想

文
化

財
調

査
時

に
、

今
井

地
区

の
文

化
財

を
調

査
す

る
た

め
に

発
足

し
た

。
文

化
財

調
査

終
了

後
、

文
化

財
を

学
び

、
保

護
・

研
究

す
る

任
意

団
体

に
発

展
し

た
。

・
地

区
内

の
文

化
財

の
案

内
板

の
設

置
、

立
替

を
行

っ
て

い
る

。
・
毎

月
、

会
報

「
今

井
の

文
化

財
」

を
発

行
し

て
い

る
。

・
月

に
１

回
定

例
会

を
開

催
。

・
会

報
「

今
井

の
文

化
財

」
の

50
号

発
行

を
記

念
し

、
合

冊
版

を
発

行
し

た
。

今
井

地
区

、
地

区
外

か
ら

も
配

布
希

望
が

多
数

あ
っ

た
。

・
活

動
を

継
続

す
る

た
め

、
後

継
者

の
育

成
が

必
要

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
今
井
地
区

福
祉
と
住
民
自
治

子
ど
も

今
井
っ
子
わ
く
わ
く
ひ
ろ

ば

・
目

的
　

今
井

地
区

に
お

け
る

子
ど

も
の

居
場

所
づ

く
り

活
動

の
一

環
と

し
て

、
地

域
全

体
で

子
育

て
を

行
う

体
制

を
作

り
、

子
ど

も
の

健
全

な
育

成
を

促
し

地
域

と
の

関
り

を
深

め
る

も
の

・
実

施
時

期
　

小
学

校
の

長
期

休
み

に
あ

わ
せ

て
実

施
・

場
所

　
今

井
公

民
館

・
対

象
　

小
学

生
、

中
学

生
（

お
手

伝
い

）
・

方
法

と
体

制
　

地
域

関
係

団
体

協
力

の
も

と
、

様
々

な
学

習
体

験
や

食
事

提
供

を
行

う
。

・今
井
福
祉
協
議
会

・今
井
地
区
民
生
児
童
委
員

・今
井
地
区
食
生
活
改
善
推
進
委
員

・今
井
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

・今
井
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

・今
井
福
祉
協
議
会
健
康
部
会

・蕎
麦
道
場
大
瀬
庵

・若
妻
大
学
（今
井
）

・絵
画
ク
ラ
ブ
「プ
ル
シ
ャ
ン
・ブ

ル
ー
」

・日
赤
奉
仕
団
笹
賀
分
団

地
域
住
民
か
ら
長
期
休
み
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
が
必
要
で
は
な
い
か
と

の
声
が
上
が
り
、
今
井
福
祉
協
議
会
が
核
と
な
っ
て
、
地
域
の
活
動
団
体
に

声
が
け
を
行
い
R
5
年
度
か
ら
活
動
を
開
始

・
5日

間
で

累
計

約
16
0名

が
参

加
・

地
域

住
民

や
学

年
を

超
え

た
交

流
が

広
が

っ
た

。
・

子
ど

も
の

長
期

休
み

に
あ

わ
せ

て
行

う
こ

と
で

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

共
に

行
う

工
作

や
料

理
作

り
な

ど
様

々
な

実
体

験
が

子
ど

も
の

成
長

に
つ

な
が

る
。

・
地

区
関

係
団

体
の

理
解

と
協

力
の

上
、

事
業

が
実

施
で

き
て

い
る

。
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
積

極
的

な
参

画
と

、
職

員
の

負
担

軽
減

が
課

題

R
6年

度
今
井
地
区

福
祉

全
て

新
規
地
区
サ
ー
ク
ル
立
ち

上
げ
推
進
（
い
き
い
き
百
歳

体
操
体
験
会
）

活
動

の
目

的
：

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
流

行
に

伴
い

縮
小

し
た

、
今

井
地

区
内

に
お

け
る

住
民

の
交

流
の

機
会

と
な

る
場

の
再

興
時

期
：

7月
～

2月
場

所
：

公
民

館
、

福
祉

ひ
ろ

ば
(出

張
ふ

れ
健

)な
ど

対
象

：
今

井
地

区
町

会
長

、
主

に
高

齢
者

方
法

：
・

今
井

地
区

町
会

長
向

け
に

い
き

い
き

百
歳

体
操

の
説

明
会

の
実

施
・

依
頼

の
あ

っ
た

町
会

出
張

ふ
れ

健
に

て
体

験
会

の
実

施

実
施

主
体

：
保

健
師

関
係

者
：

地
区

福
祉

ひ
ろ

ば
、

今
井

地
区

体
力

づ
く

り
サ

ポ
ー

タ
ー

協
力

：
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

、
今

井
地

区
体

力
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
、

今
井

地
区

生
活

支
援

員
、

公
民

館
、

今
井

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、

町
会

長
会

等

・
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

の
影

響
で

今
井

地
区

内
の

サ
ー

ク
ル

や
住

民
の

集
い

の
場

が
減

少
傾

向
に

あ
っ

た
た

め
、

地
区

担
当

保
健

師
の

取
り

組
み

と
し

て
、

新
た

な
住

民
の

集
い

の
場

と
し

て
い

き
い

き
百

歳
体

操
の

実
施

を
取

り
入

れ
た

サ
ー

ク
ル

の
設

立
を

目
指

す
こ

と
と

し
た

。
・
サ

ー
ク

ル
設

立
ま

で
の

流
れ

を
円

滑
に

す
る

た
め

、
6月

に
地

区
の

町
会
長

や
地

区
職

員
に

向
け

て
、

い
き

い
き

百
歳

体
操

の
説

明
会

を
行

っ
た
。

・
福

祉
ひ

ろ
ば

、
体

力
づ

く
り

サ
ポ

ー
タ

ー
の

協
力

の
も

と
、

出
張

ふ
れ

健
も

し
く

は
希

望
の

あ
っ

た
町

会
の

公
民

館
で

い
き

い
き

百
歳

体
操

の
体

験
会

を
行

っ
た

。

・
新

た
に

１
町

会
で

い
き

い
き

百
歳

体
操

を
取

り
入

れ
た

サ
ー

ク
ル

が
設

立
さ

れ
た

。
・

そ
の

ほ
か

体
験

会
を

行
っ

た
町

会
か

ら
は

、
参

加
者

か
ら

か
ね

が
ね

好
評

な
ご

意
見

を
い

た
だ

い
た

が
設

立
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

実
際

に
場

所
や

設
備

の
確

保
や

メ
ン

バ
ー

集
め

を
す

る
に

あ
た

り
、

指
揮

を
執

れ
る

方
が

い
な

か
っ

た
こ

と
も

原
因

の
1つ

で
あ

っ
た

と
考

え
る

。
・

時
期

に
よ

っ
て

サ
ー

ク
ル

設
立

に
つ

な
が

る
地

区
も

あ
る

と
予

想
し

、
R6
年

度
以

降
も

町
会

長
に

向
け

た
説

明
会

と
、

希
望

が
あ

る
町

会
で

体
験

会
を

行
い

、
新

た
な

サ
ー

ク
ル

設
立

に
向

け
て

活
動

す
る

予
定

と
し

て
い

る
。

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

全
て

ス
マ
ホ
サ
ロ
ン

・
防

災
、

介
護

予
防

、
生

き
が

い
づ

く
り

に
役

立
つ

ス
マ

ホ
の

基
本

の
操

作
な

ど
を

学
ぶ

・
月

１
回

本
郷

福
祉

ひ
ろ

ば
と

南
郷

福
祉

ひ
ろ

ば
で

開
催

・
地

区
住

民

・
社

協
本

郷
支

会
・

福
祉

ひ
ろ

ば
・

北
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

区
生

活
支

援
員

20
20
年

夏
、

大
雨

や
台

風
に

よ
る

自
然

災
害

が
発

生
。

「
避

難
所

が
わ

か
ら
な

い
」

「
防

災
無

線
が

聞
こ

え
な

い
」

な
ど

の
住

民
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
が

多
発

し
、

町
会

長
へ

の
電

話
が

繋
が

ら
な

い
と

の
課

題
が

地
区

の
会

議
で

出
さ

れ
た

。
そ

の
課

題
解

決
の

一
つ

と
し

て
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
と

地
区

生
活

支
援

員
の

連
携

と
福

祉
ひ

ろ
ば

の
協

力
で

事
業

を
開

始

住
民

同
士

で
教

え
合

い
励

ま
し

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
で

、
ス

マ
ホ

で
色

々
な

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
今

年
度

か
ら

お
茶

会
も

取
り

入
れ

た
こ

と
で

、
住

民
同

士
の

つ
な

が
り

づ
く

り
が

深
ま

っ
て

い
る

。

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

全
て

世
代
間
交
流
会

・
高

齢
者

と
小

学
生

が
一

緒
に

楽
し

み
な

が
ら

交
流

し
、

相
互

理
解

を
深

め
る

き
っ

か
け

づ
く

り
・

夏
休

み
、

冬
休

み
の

長
期

休
み

に
テ

レ
ビ

ゲ
ー

ム
の

ｅ
ス

ポ
ー

ツ
体

験
や

昔
の

遊
び

、
子

ど
も

た
ち

が
は

ま
っ

て
い

る
遊

び
を

通
じ

て
交

流
・

南
郷

児
童

館
、

浅
間

児
童

セ
ン

タ
ー

に
通

う
小

学
生

、
福

祉
ひ

ろ
ば

利
用

者
な

ど
に

呼
び

か
け

、
福

祉
ひ

ろ
ば

や
公

民
館

、
文

化
セ

ン
タ

ー
で

開
催

・
社

協
本

郷
支

会
・

福
祉

ひ
ろ

ば
・

北
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

区
生

活
支

援
員

・
信

州
大

学
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ー
ク

ル

・
「

世
代

間
交

流
会

を
行

う
こ

と
で

、
高

齢
者

の
課

題
解

決
に

繋
が

る
か

も
し

れ
な

い
」

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

誰
で

も
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

ｅ
ス

ポ
ー

ツ
世

代
間

交
流

会
を

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

と
地

区
生

活
支

援
員

の
連

携
で

計
画

・
今

年
度

で
４

年
目

・
信

大
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
サ

ー
ク

ル
が

運
営

や
準

備
に

協
力

・
今

年
度

は
、

事
前

に
子

ど
も

を
対

象
に

し
た

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

講
座

で
高

齢
者

へ
の

理
解

を
深

め
た

後
に

交
流

会
を

開
催

・
地

域
の

障
害

者
施

設
に

通
う

方
々

に
も

声
か

け
を

し
て

参
加

。
障

害
の

あ
る

方
へ

の
理

解
を

深
め

る
講

座
も

今
後

検
討

し
て

い
く

予
定

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

ジ
ェ
ン
ダ
ー

子
育
て
支
援
講
座

・
育

児
支

援
講

座
を

開
催

し
、

少
し

で
も

不
安

の
解

消
に

努
め

る
　

①
交

流
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

同
じ

世
代

の
親

同
士

で
コ

　
　

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

　
②

子
育

て
中

の
親

が
、

悩
み

を
一

人
で

抱
え

込
ま

ず
、

困
っ

た
時

に
身

　
　

近
に

相
談

で
き

る
先

を
増

や
す

　
③

自
分

の
地

区
に

、
自

分
の

こ
と

を
見

守
っ

て
く

れ
る

存
在

が
い

る
こ

　
　

と
で

孤
独

感
を

感
じ

な
い

・
本

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

・
南

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

を
会

場
に

開
催

・
本

郷
地

区
に

お
住

い
の

お
子

さ
ん

と
そ

の
保

護
者

・
講

師
に

関
し

て
は

、
今

後
も

事
業

が
継

続
し

て
い

か
れ

る
よ

う
に

、
地

域
に

住
む

助
産

師
さ

ん
や

関
係

職
員

等
に

依
頼

（
本

郷
消

防
署

、
助

産
院

ラ
フ

、
北

部
保

健
セ

ン
タ

ー
）

・
民

生
委

員
の

会
長

も
趣

旨
に

賛
同

。
チ

ラ
シ

の
配

布
や

主
任

児
童

委
員

も
当

日
の

運
営

を
協

力
・

地
域

の
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

に
ご

協
力

い
た

だ
い

て
い

る
。

・
社

協
本

郷
支

会
・

地
区

担
当

保
健

師
・

社
協

地
区

担
当

・
地

区
生

活
支

援
員

・
民

生
委

員
、

主
任

児
童

委
員

・
福

祉
ひ

ろ
ば

（
本

郷
、

南
郷

）
・

子
育

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・

浅
間

児
童

セ
ン

タ
ー

　
（

つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
）

・
南

郷
こ

ど
も

プ
ラ

ザ

・
保

健
師

の
地

区
課

題
分

析
で

分
か

っ
た

こ
と

　
①

年
間

12
0人

の
出

生
が

あ
り

、
市

内
で

４
番

目
に

多
い

　
②

妊
娠

届
で

時
の

聞
き

取
り

で
、

ハ
イ

リ
ス

ク
妊

婦
が

約
半

数
い

る
　
③

乳
幼

児
健

診
の

問
診

で
、

育
児

負
担

感
の

あ
る

親
が

多
い

　
④

健
康

相
談

時
、

離
乳

食
や

食
事

に
関

す
る

相
談

者
が

約
半

数
で

、
　
　

食
事

に
関

心
て

不
安

を
抱

え
て

い
る

親
が

多
い

・
地

区
担

当
保

健
師

と
地

区
生

活
支

援
員

と
で

相
談

し
、

交
流

の
場

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
一

人
で

悩
み

を
抱

え
込

ま
す

、
困

っ
た

時
に

身
近

に
相

談
で

き
る

先
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

こ
と

を
目

的
に

、
子

育
て

支
援

講
座

を
企

画
。

・
今

年
度

の
内

容
は

、
「

幼
児

食
へ

の
移

行
と

お
や

つ
・

口
腔

機
能

と
む

し
歯

予
防

」
「

子
ど

も
の

救
急

対
応

」
「

離
乳

食
の

進
め

方
と

食
材

ア
レ

ン
ジ

」
「

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

」
の

４
講

座
を

開
催

・
昨

年
ま

で
の

ベ
ビ

ー
マ

サ
ー

ジ
講

座
は

、
大

変
好

評
で

保
護

者
の

方
同

士
や

地
域

の
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

さ
ん

と
も

交
流

し
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

が
出

来
た

。
・

浅
間

つ
ど

い
の

ひ
ろ

ば
職

員
や

南
郷

こ
ど

も
ぷ

ら
ざ

職
員

に
も

声
を

か
け

、
事

業
の

共
催

や
、

当
日

、
施

設
の

紹
介

も
実

施
・

今
年

は
、

さ
ら

に
回

数
も

増
え

地
域

の
子

育
て

支
援

の
場

と
し

て
定

着
出

来
る

と
よ

い
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

と
地
域
資
源

子
ど
も

子
育
て
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座

・
本

郷
地

区
の

担
い

手
育

成
講

座
と

し
て

企
画

・
終

了
後

は
、

子
育

て
支

援
講

座
を

含
む

地
域

の
子

育
て

に
関

す
る

事
業

や
行

事
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

き
っ

か
け

づ
く

り
・

本
郷

公
民

館
で

地
区

住
民

を
対

象
に

1回
の

開
催

・
社

協
本

郷
支

会
・

社
協

地
区

担
当

・
地

区
生

活
支

援
員

・
地

区
担

当
保

健
師

・
本

郷
地

区
子

育
て

支
援

講
座

の
開

催
を

き
っ

か
け

に
地

域
の

子
育

て
に

興
味

の
あ

る
方

の
担

い
手

づ
く

り
と

し
て

計
画

・
「

本
郷

地
区

の
状

況
に

つ
い

て
（

講
師

：
地

区
担

当
保

健
師

）
」

「
乳

幼
児

の
特

性
と

気
を

つ
け

る
こ

と
（

講
師

：
の

ば
ら

保
育

園
園

長
）

」
「
乳

幼
児

の
保

護
者

へ
の

接
し

方
、

気
を

つ
け

る
こ

と
に

つ
い

て
（

講
師
：

こ
ど

も
プ

ラ
ザ

所
長

）
」

に
講

師
を

依
頼

し
て

開
催

・
親

子
へ

の
接

し
方

を
学

ぶ
事

に
よ

り
、

適
切

な
か

か
わ

り
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
と

も
に

、
安

心
し

て
ボ

ラ
ン

テ
イ

ア
に

従
事

で
き

る
体

制
を

構
築

。
講

座
終

了
後

、
今

後
計

画
し

て
い

る
子

育
て

支
援

講
座

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

し
て

く
だ

さ
る

方
が

多
く

い
た

。

R
6年

度
本
郷
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

本
郷
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
「
さ
さ
え
あ
い
の
会

」

・
本

郷
地

区
で

活
躍

す
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
支

え
、

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

づ
く

り
を

と
も

に
進

め
る

こ
と

を
目

指
す

。
ま

た
、

自
ら

の
健

康
づ

く
り

や
仲

間
づ

く
り

、
学

習
と

研
鑽

を
重

ね
、

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

連
携

し
て

本
郷

地
区

の
活

性
化

に
協

力
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
・

本
郷

地
区

内
の

個
人

及
び

関
係

す
る

団
体

な
ら

誰
で

も
入

会
可

・
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
や

地
区

生
活

支
援

員
も

参
加

し
て

、
情

報
提

供
や

個
別

の
相

談
な

ど
行

っ
て

い
る

・
社

協
本

郷
支

会
・

社
協

地
区

担
当

・
地

区
生

活
支

援
員

・
平

成
28
年

「
本

郷
地

区
さ

さ
え

あ
い

講
座

」
全

6回
に

参
加

し
た

地
区

住
民

で
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
興

味
の

あ
る

方
を

対
象

に
立

ち
上

げ
た

・
社

協
地

区
担

当
と

地
区

生
活

支
援

員
が

事
務

局
・
会

員
そ

れ
ぞ

れ
が

自
分

の
身

近
で

高
齢

者
や

子
ど

も
の

支
援

活
動

を
行
っ

て
い

る
（

地
区

・
町

会
サ

ロ
ン

、
銭

太
鼓

、
福

祉
ひ

ろ
ば

の
送

迎
、

子
ど

も
の

見
守

り
な

ど
）

毎
年

会
員

を
対

象
に

視
察

研
修

や
講

座
、

交
流

会
を

開
催

 今
年

度
は

、
JI
CA
駒

ケ
根

と
日

本
聴

導
犬

協
会

へ
視

察
研

修
を

実
施

さ
さ

え
あ

い
講

座
と

交
流

会
も

実
施

予
定

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

高
齢
者

地
域
の
縁
側
「
に
こ
に
こ

サ
ロ
ン
」

・
本

郷
地

区
全

域
の

方
対

象
で

、
お

茶
の

み
や

世
間

話
、

日
常

生
活

の
困

り
ご

と
相

談
な

ど
気

軽
に

参
加

出
来

る
気

寄
り

の
場

（
オ

レ
ン

ジ
カ

フ
ェ

を
含

む
）

・
月

１
回

　
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
え

が
お

で
開

催

・
サ

ロ
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
地

域
住

民
）

・
社

協
本

郷
支

会
・

社
協

地
区

担
当

者
・

北
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

区
生

活
支

援
員

平
成

28
年

本
郷

地
区

さ
さ

え
あ

い
講

座
の

参
加

を
き

っ
か

け
に

当
時

の
健

康
づ

く
り

推
進

員
を

中
心

に
誰

で
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

地
区

の
サ

ロ
ン

と
し

て
立

ち
上

げ
た

地
域

の
気

寄
り

の
場

と
し

て
長

年
活

動
し

て
き

た
が

、
今

後
会

場
が

お
借

り
で

き
な

く
く

な
る

可
能

性
が

高
く

な
り

、
場

所
の

問
題

や
参

加
者

や
担

い
手

の
高

齢
化

、
限

ら
れ

た
人

し
か

参
加

で
き

な
い

送
迎

問
題

な
ど

の
課

題
が

あ
る

R
6年

度
本
郷
地
区

福
祉

全
て

町
会
サ
ロ
ン

・
地

域
の

通
い

の
場

と
し

て
、

町
会

ご
と

に
サ

ロ
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
運

営
、

準
備

・
15

町
会

で
開

催
・

町
会

住
民

を
対

象
に

年
数

回
か

ら
月

１
回

程
度

、
公

民
館

や
個

人
宅

、
社

務
所

な
ど

で
開

催

・
サ

ロ
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
地

域
住

民
）

・
社

協
本

郷
支

会
・

社
協

地
区

担
当

者
・

北
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
地

区
生

活
支

援
員

・
平

成
28
年

「
本

郷
地

区
福

祉
を

考
え

る
つ

ど
い

」
で

他
地

区
の

取
り

組
み
の

お
話

な
ど

を
き

っ
か

け
に

少
し

ず
つ

町
会

サ
ロ

ン
が

立
ち

上
が

っ
た

・
社

協
地

区
担

当
や

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

、
地

区
生

活
支

援
員

な
ど

立
ち

上
げ

に
協

力

・
町

会
ご

と
に

サ
ロ

ン
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
さ

ん
が

、
毎

回
内

容
に

工
夫

を
凝

ら
し

、
身

近
な

場
所

で
の

通
い

の
場

と
し

て
楽

し
み

や
生

き
が

い
づ

く
り

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
・

参
加

者
の

固
定

化
や

担
い

手
の

高
齢

化
、

周
知

方
法

な
ど

課
題

が
あ

る
。

・
課

題
解

決
や

情
報

共
有

の
場

と
し

て
、

社
協

本
郷

支
会

が
主

催
で

「
サ

ロ
ン

主
催

者
交

流
会

」
を

定
期

開
催

し
て

い
る

。

R
6年

度
本
郷
地
区

地
域
資
源

全
て

本
郷
地
区
合
併
5
0周

年
記
念

誌
発
刊

・
本

郷
地

区
が

松
本

市
と

合
併

し
50

周
年

を
迎

え
る

に
あ

た
り

、
地

区
の

歴
史

を
振

り
返

り
、

松
本

市
に

お
け

る
本

郷
地

区
の

存
在

意
義

を
再

認
識

す
る

た
め

、
令

和
６

年
７

月
に

記
念

誌
「

本
郷

地
区

松
本

市
合

併
50

年
の

あ
ゆ

み
」

を
発

刊
・

本
誌

の
発

刊
作

業
は

、
町

会
連

合
会

を
核

と
し

、
地

域
住

民
と

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
、

公
民

館
で

編
集

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
令

和
２

年
11

月
よ

り
定

期
的

に
実

施
し

た
。

「
本

郷
地

区
松

本
市

合
併

50
年

の
歩

み
」

編
集

委
員

会

・
平

成
28
.３

月
に

本
郷

地
区

が
松

本
市

に
合

併
し

て
50
年

を
迎

え
る

に
あ
た

り
、

50
周

年
記

念
事

業
に

つ
い

て
協

議
・
令

和
２

年
度

、
町

会
長

会
に

お
い

て
事

業
内

容
を

決
定

　
（

記
念

式
典

の
開

催
と

記
念

誌
の

発
刊

）
・
合

併
50
周

年
記

念
専

門
委

員
会

開
催

。
　
専

門
委

員
（

あ
ゆ

み
編

集
委

員
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

専
門

委
員

）
の

委
嘱

と
今

後
の

進
め

方
に

つ
い

て
打

合
せ

・
発

刊
後

、
地

区
内

だ
け

で
な

く
市

内
外

か
ら

記
念

誌
を

求
め

る
声

が
あ

り
、

本
郷

地
区

の
情

報
発

信
に

繋
が

っ
て

い
る

。
・

公
民

館
で

記
念

誌
を

も
と

に
し

た
展

示
を

計
画

す
る

な
ど

、
公

民
館

な
ど

に
お

け
る

事
業

実
施

に
活

用
し

て
い

る
。

R
6年

度

本
郷
地
区

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン

タ
ー

福
祉

子
ど
も

本
郷
地
区
子
育
て
支
援
講

座

目
的

：
本

郷
地

区
の

住
民

対
象

で
、

育
児

支
援

講
座

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
実

際
に

地
域

を
見

守
っ

て
い

る
役

員
や

子
育

て
世

代
の

住
民

の
交

流
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

一
人

で
悩

み
を

抱
え

込
ま

す
、

困
っ

た
時

に
身

近
に

相
談

で
き

る
先

を
増

や
す

。
時

期
；

R6
年

8月
か

ら
月

１
回

実
施

　
計

８
回

実
施

場
所

：
本

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

、
南

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

対
象

：
①

０
か

月
か

ら
11

か
月

　
②

４
か

月
か

ら
11

か
月

　
③

１
歳

か
ら

3
歳

　
④

未
就

園
児

方
法

：
＜

内
容

＞
①

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

　
②

離
乳

食
の

進
め

方
と

食
材

の
ア

レ
ン

ジ
　

③
幼

児
食

へ
の

移
行

と
お

や
つ

に
つ

い
て

＆
口

腔
機

能
と

虫
歯

予
防

　
④

こ
ど

も
の

救
急

対
応

法
＜

予
算

＞
社

協
の

助
成

金
を

活
用

＜
周

知
方

法
＞

７
月

１
日

号
の

回
覧

で
周

知
、

民
生

委
員

が
対

象
の

過
程

に
チ

ラ
シ

持
参

も
し

く
は

ポ
ス

ト
イ

ン
、

乳
幼

児
健

診
時

に
チ

ラ
シ

配
布

・
健

康
づ

く
り

課
北

部
保

健
セ

ン
タ

ー
本

郷
地

区
担

当
保

健
師

・
松

本
市

社
会

福
祉

協
議

会
本

郷
支

部

・
本

郷
地

区
生

活
支

援
員

・
民

生
委

員
、

主
任

児
童

委
員

・
本

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

、
南

郷
福

祉
ひ

ろ
ば

・
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

・
浅

間
つ

ど
い

の
ひ

ろ
ば

・
南

郷
こ

ど
も

ぷ
ら

ざ

保
健

師
の

地
区

課
題

分
析

の
中

で
、

本
郷

地
区

は
年

間
１

２
０

人
の

出
生

が
あ

り
、

市
内

で
４

番
目

に
出

生
が

多
い

が
、

妊
娠

届
け

出
時

の
聞

き
取

り
で

、
ハ

イ
リ

ス
ク

妊
婦

が
約

半
数

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

ま
た

、
乳

幼
児

健
診

の
問

診
か

ら
も

、
育

児
負

担
感

の
あ

る
親

が
多

い
こ

と
が

わ
か
っ

た
。

ま
た

、
本

郷
地

区
健

康
相

談
時

、
離

乳
食

や
食

事
に

関
す

る
相

談
者

が
約

半
数

で
、

食
事

に
関

し
て

不
安

を
抱

え
て

い
る

親
が

多
い

こ
と

も
わ

か
っ

た
。

保
健

師
と

生
活

支
援

員
と

で
相

談
し

、
交

流
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

一
人

で
悩

み
を

抱
え

込
ま

す
、

困
っ

た
時

に
身

近
に

相
談

で
き

る
先

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
を

目
的

に
、

子
育

て
支

援
講

座
を

企
画

。
講
師

に
関

し
て

は
、

今
後

も
事

業
が

継
続

し
て

い
か

れ
る

よ
う

に
、

本
郷

地
区

の
施

設
等

に
依

頼
し

た
（

本
郷

消
防

署
、

助
産

院
ラ

フ
、

北
部

保
健

セ
ン

タ
ー

）
。

民
生

委
員

の
会

長
も

趣
旨

に
賛

同
し

、
チ

ラ
シ

の
配

布
に

つ
い

て
協

力
や

主
任

児
童

委
員

も
当

日
の

運
営

を
手

伝
っ

て
く

れ
た

。
福

祉
ひ

ろ
ば

も
会

場
を

提
供

し
て

く
れ

た
。

ま
た

地
区

支
援

員
主

催
で

、
子

育
て

応
援

ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

講
座

を
企

画
し
、

親
子

へ
の

接
し

方
を

学
ぶ

事
に

よ
り

、
適

切
な

か
か

わ
り

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

と
も

に
、

安
心

し
て

ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

に
従

事
で

き
る

体
制

を
構

築
し

た
。

浅
間

つ
い

の
ひ

ろ
ば

職
員

や
南

郷
こ

ど
も

ぷ
ら

ざ
職

員
に

も
声

を
か

け
、

事
業

の
共

催
や

、
当

日
、

施
設

の
紹

介
も

実
施

。

参
加

し
た

親
子

か
ら

は
、

身
近

な
場

所
で

行
き

や
す

か
っ

た
、

楽
し

か
っ

た
と

い
う

意
見

が
聞

か
れ

、
好

評
で

あ
っ

た
。

現
在

は
行

政
主

導
の

企
画

だ
が

、
本

郷
地

区
の

住
民

を
巻

き
込

み
、

５
～

10
年

後
に

は
、

本
郷

地
区

の
子

育
て

支
援

講
座

を
住

民
（

主
任

児
童

員
や

ひ
ろ

ば
や

ボ
ラ

ン
テ

イ
ア

等
）

が
企

画
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

き
た

い
。

行
政

職
員

だ
け

で
は

な
く

同
じ

地
区

の
住

民
も

見
守

り
に

加
わ

る
こ

と
で

、
よ

り
身

近
な

相
談

先
を

増
や

す
こ

と
で

、
親

子
が

気
軽

に
相

談
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
四
賀
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

四
賀
地
区
地
域
づ
く
り
協

議
会
専
門
リ
ー
ダ
ー
ズ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

・
四

賀
地

区
の

課
題

解
決

に
向

け
、

地
域

づ
く

り
協

議
会

活
動

の
7つ

の
柱

を
達

成
す

る
た

め
、

部
会

に
地

区
内

か
ら

選
ば

れ
た

専
門

リ
ー

ダ
を

配
置

。
・

活
動

期
間

は
基

本
的

に
年

度
単

位
。

・
各

事
業

に
関

す
る

企
画

書
の

作
成

、
事

業
実

施
に

向
け

た
調

整
他

。
・

専
門

リ
ー

ダ
ー

間
で

常
に

情
報

を
共

有
し

、
案

件
に

よ
っ

て
は

複
数

人
の

リ
ー

ダ
ー

が
協

力
し

て
事

業
実

施
を

目
指

す
も

の
。

・
四

賀
地

区
地

域
づ

く
り

協
議

会

・
令

和
５

年
度

ま
で

の
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

強
化

モ
デ

ル
事

業
を

契
機

に
、

地
域

づ
く

り
協

議
会

活
動

が
活

発
化

。
・
市

民
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

に
よ

り
、

地
域

内
の

課
題

、
資

源
の

掘
起

こ
し

を
実

施
。

・
上

記
を

踏
ま

え
、

地
域

づ
く

り
協

議
会

活
動

に
専

門
リ

ー
ダ

ー
の

必
要

性
が

生
じ

、
令

和
６

年
度

総
会

に
お

い
て

規
約

改
正

、
並

び
に

専
門

リ
ー

ダ
ー

を
選

定
し

た
も

の
。

・
主

に
地

域
振

興
部

会
活

動
の

企
画

書
の

作
成

、
並

び
に

主
体

性
の

あ
る

事
業

実
施

調
整

を
予

定
。

・
既

存
事

業
に

留
ま

ら
な

い
新

た
な

視
点

か
ら

の
事

業
展

開
、

将
来

像
を

踏
ま

え
た

持
続

可
能

な
活

動
の

活
性

化
に

期
待

。

R
6年

度
四
賀
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

四
賀
在
る
会
議

・
地

域
の

良
さ

、
魅

力
を

見
つ

め
直

し
、

持
続

可
能

な
地

域
と

す
る

た
め

に
、

地
域

に
あ

っ
た

地
域

づ
く

り
の

取
り

組
み

を
具

体
化

す
る

目
的

で
開

催 ・
令

和
５

年
９

月
か

ら
月

１
回

の
ペ

ー
ス

で
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

開
催

し
て

い
る

。
な

お
令

和
６

年
度

か
ら

は
必

要
に

応
じ

て
実

施
す

る
も

の
。

・
四

賀
地

区
地

域
づ

く
り

協
議

会

・
令

和
５

年
度

ま
で

の
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

強
化

モ
デ

ル
事

業
を

契
機

に
開

催
。

・
令

和
４

年
度

は
（

仮
称

）
若

手
未

来
会

議
と

し
て

５
回

、
令

和
５

年
度

は
四

賀
在

る
会

議
と

し
て

４
回

開
催

。
・
令

和
６

年
度

か
ら

は
、

専
門

リ
ー

ダ
ー

の
企

画
作

成
に

必
要

な
場

合
を

中
心

に
開

催
予

定
。

・
強

化
モ

デ
ル

事
業

後
も

継
続

し
て

四
賀

地
区

独
自

で
行

っ
て

い
る

事
業

・
従

来
か

ら
の

在
住

者
と

移
住

者
が

交
流

し
な

が
ら

進
め

て
い

る
他

、
令

和
６

年
度

か
ら

は
地

域
リ

ー
ダ

ー
の

企
画

内
容

に
、

新
た

な
気

づ
き

、
ア

イ
デ

ア
を

加
え

る
化

学
反

応
に

期
待

し
て

い
る

。

R
6年

度
四
賀
地
区

地
域
活
性
化

全
て

大
結
ぶ
市

・
地

域
活

性
化

を
目

指
し

、
地

区
内

飲
食

店
事

業
者

等
を

中
心

と
し

た
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

・
令

和
６

年
度

は
地

区
住

民
の

要
望

を
受

け
、

夜
開

催
も

新
た

に
実

施

・
大

結
ぶ

市
実

行
委

員
会

（
四

賀
地

区
地

域
づ

く
り

協
議

会
協

力
）

・
地

区
内

飲
食

店
事

業
者

等
が

、
地

域
内

の
活

性
化

を
目

的
に

声
を

掛
け

合
い

、
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

・
活

動
は

実
行

委
員

会
を

主
体

に
、

地
域

づ
く

り
協

議
会

協
力

に
よ

り
実

施 ・
日

中
を

中
心

に
活

動
し

て
き

た
が

、
夏

の
暑

さ
対

策
、

地
区

内
で

夜
に

人
が

集
ま

れ
る

場
の

創
出

を
目

的
に

夜
市

も
企

画
開

催
。

　
開

催
に

あ
た

り
地

域
か

ら
協

賛
を

募
っ

た
ほ

か
、

夜
開

催
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
、

機
材

、
保

険
等

を
実

行
委

員
会

と
協

議
し

整
備

。

・
令

和
６

年
４

月
昼

開
催

　
1,
00
0名

程
度

参
加

・
令

和
６

年
８

月
夜

開
催

　
1,
00
0名

程
度

参
加

・
今

後
、

秋
冬

の
開

催
を

検
討

R
6年

度
四
賀
地
区

地
域

活
性

化
と
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ェ
ン
ダ
ー

松
本
ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ

・
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
地

域
振

興
、

並
び

に
女

子
野

球
の

聖
地

を
目

指
し

、
全

国
規

模
の

女
子

野
球

大
会

の
開

催
を

支
援

。
・

お
も

て
な

し
と

防
災

力
向

上
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

豚
汁

３
０

０
食

、
炊

き
出

し
の

ふ
る

ま
い

、
町

会
応

援
団

の
編

成
、

音
楽

隊
の

編
成

等
。

・
四

賀
地

区
ブ

ロ
ッ

ク
実

行
委

員
会

（
野

球
を

愛
す

る
会

（
四

賀
地

区
地

域
づ

く
り

協
議

会
協

力
、

元
気

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
日

赤
奉

仕
団

、
М

Ａ
Ｂ

（
市

民
バ

ン
ド

）
）

・
四

賀
地

区
内

に
在

る
資

源
（

球
場

）
を

活
用

し
た

地
域

振
興

、
並

び
に

女
子

野
球

の
聖

地
を

目
指

し
た

い
と

い
う

声
が

地
域

か
ら

あ
が

っ
た

た
め
、

実
行

員
会

を
立

ち
上

げ
、

地
区

内
の

各
種

団
体

を
取

り
込

み
な

が
ら

拡
大

し
現

在
に

至
る

。
・
活

動
は

実
行

委
員

会
主

体
に

、
地

域
づ

く
り

協
議

会
協

力
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

。

・
令

和
６

年
９

月
開

催
予

定

R
6年

度
四
賀
地
区

地
域
活
性

化
と
住
民
自
治

全
て

四
賀
「
お
い
し
い
里
山
」

計
画

・
移

住
し

、
地

元
の

人
と

の
関

わ
り

の
中

で
気

づ
い

た
四

賀
の

里
山

の
価

値
を

維
持

し
て

い
く

た
め

に
実

施
・

五
常

地
区

に
あ

る
店

舗
、

移
動

販
売

、
イ

ベ
ン

ト
出

店
等

・
四

賀
地

区
の

農
産

物
の

良
さ

を
体

感
し

て
も

ら
う

た
め

の
惣

菜
、

加
工

食
品

の
製

造
・

販
売

（
交

付
金

は
、

必
要

な
厨

房
備

品
の

購
入

に
充

当
）

・
の

ら
ど

こ
（

代
表

　
織

田
倉

悠
）

・
移

住
者

の
視

点
か

ら
四

賀
地

区
の

魅
力

を
「

里
山

の
恵

み
」

に
注

目
し

、
そ

の
良

さ
を

気
軽

に
感

じ
ら

れ
る

よ
う

、
ま

た
、

付
加

価
値

を
付

け
ら

れ
る

惣
菜

・
加

工
品

製
造

・
販

売
に

取
り

組
ん

で
い

る
点

R
6年

度
四
賀
地
区

地
域
資
源

全
て

ま
つ
も
と
文
化
遺
産

「
虚
空
蔵
山
と
善
光
寺
街

道
　
　
～
祈
り
の
道
～
」

・
虚

空
蔵

山
と

善
光

寺
街

道
に

関
係

す
る

文
化

財
に

つ
い

て
、

調
査

研
究

し
、

歴
史

と
伝

統
の

保
存

と
保

護
を

目
的

と
す

る
。

四
賀

文
化

財
保

護
協

会

・
村

時
代

に
「

四
賀

村
の

石
造

文
化

財
誌

」
「

四
賀

村
の

寺
社

文
化

財
誌
」

発
行

・
「

地
区

内
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
」

開
催

時
に

文
化

財
の

説
明

・
地

区
内

に
あ

る
文

化
財

の
状

況
調

査

・
9月

26
日

の
定

例
教

育
委

員
会

に
て

協
議

後
、

認
定

予
定

。

・
善

光
寺

街
道

と
虚

空
蔵

山
登

山
道

の
整

備
や

、
文

化
財

案
内

板
の

設
置

、
四

賀
小

学
校

の
遠

足
へ

同
行

し
て

の
関

連
文

化
財

説
明

な
ど

を
計

画

R
6年

度
四
賀
地
区
・
健

康
づ
く
り
課

福
祉
と
住
民
自
治

子
ど
も

世
代
間
交
流
会

目
的

：
地

区
に

住
む

世
代

の
異

な
る

住
民

が
、

お
互

い
顔

の
見

え
る

関
係

と
な

る
こ

と
で

支
え

あ
え

る
地

域
を

目
指

す
。

時
期

：
小

学
生

の
夏

休
み

期
間

場
所

：
四

賀
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

対
象

：
児

童
セ

ン
タ

ー
に

通
う

児
童

及
び

地
域

住
民

（
福

祉
健

康
部

会
員

＋
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
で

集
ま

っ
た

方
＋

地
区

関
係

職
員

）
内

容
：

レ
ク

＋
食

改
協

力
の

も
と

小
学

5・
6年

生
と

カ
レ

ー
作

り
＋

昼
食

会
に

令
和

６
年

度
は

災
害

の
視

点
（

ハ
イ

ゼ
ッ

ク
ス

を
使

用
し

て
炊

き
出

し
＋

防
災

の
話

）
も

加
え

て
交

流
会

を
実

施
｡

四
賀

地
区

地
域

づ
く

り
協

議
会

福
祉

健
康

部
会

､児
童

セ
ン

タ
ー

少
子

高
齢

化
が

進
む

四
賀

地
区

で
、

「
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
」

の
き
っ

か
け

と
し

て
世

代
間

交
流

会
を

福
祉

健
康

部
会

で
検

討
。

→
児

童
セ

ン
タ

ー
と

相
談

し
、

夏
休

み
期

間
の

ひ
と

つ
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
令

和
5年

度
か

ら
開

催
。

令
和

6年
度

は
地

域
づ

く
り

協
議

会
の

取
り

組
み

の
柱

の
ひ

と
つ

に
防

災
が
あ

る
こ

と
か

ら
、

防
災

の
視

点
も

取
り

入
れ

た
内

容
を

セ
ン

タ
ー

職
員

や
部

会
で

検
討

し
実

施
。

児
童

セ
ン

タ
ー

か
ら

約
50
名

、
そ

の
他

部
会

員
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

含
め

合
計

約
80
名

の
参

加
。

こ
ど

も
達

か
ら

も
大

人
か

ら
も

好
評

で
、

ま
た

や
っ

て
欲

し
い

と
の

声
が

あ
が

っ
た

。
ゲ

ー
ム

や
昼

食
の

カ
レ

ー
会

を
通

し
て

、
こ

ど
も

と
地

域
の

大
人

達
の

交
流

の
き

っ
か

け
と

な
っ

た
。

今
後

、
こ

の
よ

う
な

顔
の

見
え

る
関

係
か

ら
、

お
互

い
支

え
あ

え
る

地
域

に
つ

な
が

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

R
6年

度
安
曇
地
区

福
祉

と
住
民
自
治

全
て

ち
ょ
っ
と
よ
っ
て
い
き
ま

し
ょ

～
月
１
回
 診

療
つ
い
で
に

ち
ょ
っ
と
一
息
～

１
　

目
的

　
　

健
康

と
く

ら
し

の
調

査
の

結
果

か
ら

見
る

地
区

の
課

題
の

悪
循

環
を

抑
制

し
、

公
民

館
事

業
等

の
現

状
の

改
善

を
目

的
に

開
催

す
る

も
の

２
　

時
期

　
　

５
～

１
０

月
の

間
の

月
１

回
（

年
６

回
）

　
　

第
３

回
目

の
水

曜
日

３
　

場
所

　
　

大
野

川
区

事
務

所
４

　
対

象
　

　
一

般
５

　
方

法
　

　
地

元
団

体
（

大
野

川
区

町
会

等
）

+行
政

（
安

曇
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

等
）

が
、

通
い

の
場

を
つ

く
る

も
の

大
野

川
区

町
会

の
り

く
ら

観
光

協
会

乗
鞍

う
ま

い
も

の
工

房
大

野
川

区
民

生
委

員
安

曇
地

区
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

安
曇

公
民

館
安

曇
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

西
部

保
健

セ
ン

タ
ー

西
部

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

松
本

市
社

協
安

曇
事

業
所

安
曇

地
区

生
活

支
援

員

１
　

安
曇

地
区

関
係

職
員

情
報

交
換

会
（

現
在

の
安

曇
地

区
関

係
職

員
連

携
会

議
）

が
、

健
康

と
く

ら
し

の
調

査
の

結
果

か
ら

見
る

安
曇

地
区

の
課

題
を

踏
ま

え
た

事
業

計
画

（
案

）
を

検
討

【
調

査
結

果
１

】
　
通

い
の

場
や

趣
味

の
会

な
ど

に
参

加
す

る
割

合
が

低
い

。
【
調

査
結

果
２

】
　
認

知
機

能
低

下
者

、
閉

じ
こ

も
り

者
の

割
合

が
高

い
。

【
課

題
１

】
　
公

民
館

事
業

等
の

参
加

者
の

固
定

化
及

び
参

加
者

数
が

増
え

な
い

。
【
課

題
２

】
　
特

に
上

地
区

（
大

野
川

区
等

）
の

参
加

者
数

が
少

な
い

２
　

課
題

及
び

事
業

計
画

（
案

）
を

地
元

団
体

と
共

有
す

る
と

と
も

に
、

主
催

者
と

し
て

関
わ

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

調
整

３
　

来
場

し
や

す
さ

等
を

狙
い

移
動

販
売

車
を

手
配

１
　

令
和

３
年

６
月

か
ら

月
に

１
回

開
催

２
　

近
所

で
誘

い
合

わ
せ

て
来

場
す

る
者

が
い

た
。

３
　

来
場

者
同

士
、

話
を

す
る

姿
が

見
ら

れ
た

。
４

　
関

係
団

体
と

協
議

を
し

、
抱

き
合

わ
せ

企
画

を
実

施
５

　
令

和
５

年
度

か
ら

、
旗

振
り

役
を

変
更

（
安

曇
公

民
館

→
安

曇
地

区
生

活
支

援
員

）
６

　
事

業
開

始
か

ら
４

年
、

固
定

客
が

み
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
、

事
業

継
続

を
望

む
声

が
多

い
。

R
6年

度
安
曇
地
区

福
祉
と
地
域
活
性
化

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ま
つ
も
と
お
山
で
す
く
す

く
子
育
て
サ
ロ
ン

１
　

目
的

　
　

子
育

て
中

の
親

の
育

児
へ

の
不

安
感

や
、

育
児

の
孤

立
化

の
解

消
を

目
指

し
、

子
育

て
を

し
て

い
る

親
同

士
の

交
流

及
び

地
域

住
民

や
保

健
師

と
の

つ
な

が
り

づ
く

り
を

目
的

に
開

催
す

る
も

の
２

　
時

期
　

　
月

１
回

（
年

１
２

回
）

３
　

場
所

　
　

ふ
れ

あ
い

パ
ー

ク
乗

鞍
、

一
ノ

瀬
園

地
等

４
　

対
象

　
　

主
に

０
歳

～
５

歳
く

ら
い

ま
で

の
お

子
様

を
子

育
て

中
の

親
子

５
　

方
法

　
　

乗
鞍

高
原

の
豊

か
な

自
然

の
中

で
自

然
保

育
を

実
践

し
て

い
る

「
の

り
く

ら
自

然
保

育
木

の
こ

」
を

中
心

に
講

師
を

お
迎

え
し

、
外

遊
び

、
絵

本
の

読
み

聞
か

せ
、

散
歩

、
郷

土
食

づ
く

り
、

野
菜

の
収

穫
体

験
等

を
行

な
う

。

の
り

く
ら

自
然

保
育

 木
の

こ
安

曇
公

民
館

健
康

づ
く

り
課

西
部

保
健

セ
ン

タ
ー

１
　

松
本

市
安

曇
地

区
内

に
あ

る
大

野
川

区
町

会
で

は
、

児
童

館
等

、
子

ど
も

（
特

に
未

就
園

児
）

及
び

子
育

て
世

代
同

士
が

交
流

で
き

る
機

会
や

場
所

が
な

い
。

こ
の

こ
と

で
生

じ
る

孤
独

感
や

悩
み

、
日

々
の

暮
ら

し
で

感
じ

る
生

活
の

不
便

さ
が

、
人

口
減

少
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

考
え

た
。

２
　

近
し

い
環

境
に

あ
る

者
同

士
が

交
流

で
き

る
場

を
つ

く
る

こ
と

で
、

悩
み

を
分

か
ち

合
う

と
同

時
に

、
地

域
の

魅
力

及
び

山
で

の
暮

ら
し

の
楽

し
さ

を
味

わ
っ

て
も

ら
え

る
機

会
と

な
る

よ
う

、
こ

の
活

動
を

始
め

た
。

１
　

令
和

５
年

度
に

開
始

し
た

官
民

協
働

の
取

り
組

み ２
　

令
和

６
年

度
は

回
数

を
増

加
（

４
→

１
２

回
）

３
　

実
施

の
都

度
、

参
加

者
か

ら
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

基
に

、
企

画
内

容
及

び
実

施
場

所
等

、
柔

軟
に

対
応

し
て

い
る

。
４

　
数

回
は

日
曜

開
催

と
し

、
父

親
の

参
加

を
狙

っ
た

。
５

　
地

域
と

の
つ

な
が

り
づ

く
り

に
向

け
、

地
元

住
民

等
と

調
整

し
、

本
事

業
へ

の
参

画
を

目
指

す
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
安
曇
地
区

福
祉

高
齢
者

出
張
エ
ル
ダ
ー

（
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
）

・
目

的
: 

各
町

会
で

の
健

康
増

進
と

閉
じ

こ
も

り
の

防
止

・
実

施
時

期
: 

令
和

６
年

度
か

ら
毎

週
（

一
部

町
会

は
５

年
度

の
途

中
か

ら
）

・
場

所
: 

５
会

場
・

対
象

: 
５

町
会

の
６

つ
の

い
き

い
き

百
歳

体
操

サ
ー

ク
ル

参
加

者
・

方
法

: 
５

町
会

の
い

き
い

き
百

歳
体

操
実

施
日

に
併

せ
て

実
施

・
実

施
体

制
: 

５
町

会
５

会
場

で
月

に
１

１
回

実
施

（
１

回
３

０
分

）

安
曇

地
区

地
域

づ
く

り
セ

ン
タ

ー
安

曇
地

区
福

祉
ひ

ろ
ば

大
野

田
町

会
島

々
町

会
橋

場
町

会
稲

核
町

会
大

野
川

区
町

会
安

曇
地

区
生

活
支

援
員

・
月

１
度

の
福

祉
ひ

ろ
ば

で
開

催
す

る
エ

ル
ダ

ー
事

業
に

人
が

集
ま

ら
な

い
。

・
安

曇
地

区
関

係
職

員
連

携
会

議
で

課
題

と
し

て
取

り
上

げ
た

。
・
５

町
会

に
い

き
い

き
百

歳
体

操
サ

ー
ク

ル
が

発
足

し
人

が
集

ま
り

好
評

で
あ

る
。

・
保

健
師

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

生
活

支
援

員
が

健
康

講
座

や
お

役
立

ち
講

座
を

い
き

い
き

百
歳

体
操

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
て

開
催

し
て

い
る

。
・
そ

こ
へ

エ
ル

ダ
ー

を
持

っ
て

出
向

い
て

行
け

ば
ど

う
か

。

・
福

祉
ひ

ろ
ば

で
開

催
し

て
い

た
時

と
比

べ
参

加
者

は
5倍

強
に

な
っ

た
。

（
16
人

⇒
85
人

/１
ヶ

月
）

・
今

後
は

エ
ル

ダ
ー

コ
ン

テ
ン

ツ
を

幅
広

く
使

っ
て

参
加

者
を

飽
き

さ
せ

な
い

よ
う

に
し

た
い

。

R
6年

度
安
曇
地
区

福
祉
と
交
通

高
齢
者

通
い
の
場
に
合
わ
せ
た
健

康
タ
イ
ア
ッ
プ
講
座

(
1
)経

過
・

目
的

健
康

情
報

の
普

及
啓

発
の

場
が

乏
し

い
と

い
う

課
題

解
決

の
た

め
、

町
会

毎
定

期
的

に
集

ま
れ

る
場

と
し

て
い

き
い

き
百

歳
体

操
の

場
を

利
用

し
、

体
操

前
の

3
0分

を
利

用
し

、
関

係
機

関
が

持
ち

回
り

で
健

康
情

報
を

発
信

す
る

場
と

す
る

も
の

(
2
)対

象
と

方
法

い
き

い
き

百
歳

体
操

参
加

者
を

対
象

に
、

関
係

機
関

が
そ

れ
ぞ

れ
必

要
な

健
康

情
報

を
30

分
で

講
義

。
各

町
会

・
各

サ
ー

ク
ル

に
お

い
て

、
２

～
３

か
月

に
1回

を
目

安
に

企
画

。
令

和
６

年
度

は
、

生
活

支
援

員
が

「
市

出
前

講
座

」
「

防
災

」
、

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
「

介
護

保
険

制
度

の
流

れ
」

地
区

担
当

保
健

師
が

「
フ

レ
イ

ル
健

診
と

予
防

講
座

」
「

健
康

課
題

（
血

圧
）

」
を

講
義

し
て

い
る

。

・
地

区
生

活
支

援
員

（
西

部
社

協
）

・
西

部
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・

西
部

保
健

セ
ン

タ
ー

交
通

面
で

課
題

が
あ

る
安

曇
地

区
に

お
い

て
、

人
の

孤
立

化
、

健
康

情
報

の
普

及
啓

発
の

場
が

乏
し

い
と

い
う

課
題

が
あ

る
。

課
題

に
対

し
生

活
支

援
員

が
中

心
と

な
り

、
安

曇
地

区
関

係
職

員
情

報
交

換
会

の
場

で
検

討
し

実
施

に
至

っ
た

。
R6
年

度
か

ら
、

い
き

い
き

百
歳

体
操

で
エ

ル
ダ

ー
を

や
ら
な

い
週

に
、

2・
3か

月
に

1回
を

目
安

に
試

験
的

に
開

始
。

R
6年

度
奈
川
地
区

地
域
活
性

化
と
地
域
資
源

全
て

奈
川
の
無
農
薬
野
菜
を
広

め
よ
う

・
信

州
大

学
生

有
志

が
令

和
３

年
に

活
動

を
は

じ
め

、
今

年
で

４
年

目
の

取
組

み
・

奈
川

の
無

農
薬

野
菜

を
広

め
る

た
め

、
有

機
農

業
サ

ー
ク

ル
で

培
っ

た
知

識
を

生
か

し
て

減
農

薬
・

無
農

薬
で

の
耕

作
に

取
り

組
む

。
・

地
域

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
し

、
子

ど
も

た
ち

の
楽

し
み

に
加

え
て

地
域

の
大

人
や

大
学

生
が

交
流

し
、

奈
川

の
魅

力
を

再
発

見
す

る
機

会
を

つ
く

る
。

・
活

動
場

所
は

奈
川

地
区

全
域

・
活

動
期

間
：

令
和

６
年

５
月

か
ら

令
和

７
年

３
月

・
奈

川
え

ん
が

わ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
地

域
や

行
政

と
連

携
し

て
、

活
動

を
展

開
し

て
い

る
こ

と
。

・
拠

点
（

市
営

住
宅

）
が

あ
る

こ
と

で
、

地
域

と
深

く
か

か
わ

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

・
活

動
が

浸
透

し
つ

つ
あ

り
、

地
域

住
民

に
受

け
入

れ
ら

れ
認

め
ら

れ
て

い
る

。
・

新
た

な
メ

ン
バ

ー
を

募
り

、
地

域
と

学
生

の
協

働
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

る
な

ど
、

メ
ン

バ
ー

の
入

れ
替

わ
り

が
あ

っ
て

も
活

動
を

継
続

す
る

意
思

が
あ

る
。

R
6年

度
奈
川
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

な
が
わ
青
空
マ
ル
シ
ェ
＆

マ
ー
ケ
ッ
ト

・
地

域
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

「
マ

ル
シ

ェ
を

や
り

た
い

」
メ

ン
バ

ー
が

チ
ー

ム
を

つ
く

り
、

主
体

的
に

イ
ベ

ン
ト

を
企

画
し

た
。

・
夏

場
の

ス
キ

ー
場

周
辺

の
活

用
を

図
り

、
地

区
内

外
に

奈
川

の
魅

力
を

発
信

し
な

が
ら

、
大

勢
の

人
が

交
流

す
る

場
づ

く
り

を
し

て
、

地
域

の
元

気
と

賑
わ

い
を

創
出

し
た

。
・

開
催

日
：

令
和

６
年

８
月

１
８

日
・

場
所

：
松

本
市

フ
ォ

ー
レ

ス
ト

フ
ィ

ー
ル

ド
奈

川
・

来
場

者
数

：
延

べ
７

０
０

人
（

ス
タ

ッ
フ

・
出

店
者

等
含

む
）

・
出

店
数

：
３

０

・
な

が
わ

青
空

マ
ル

シ
ェ

＆
マ

ー
ケ

ッ
ト

実
行

委
員

会

・
持

続
可

能
な

奈
川

地
区

推
進

協
議

会
の

取
組

み
か

ら
生

ま
れ

た
、

住
民

主
体

の
新

た
な

活
動

で
あ

る
こ

と
。

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

・
協

力
を

得
て

、
人

と
人

の
つ

な
が

り
で

イ
ベ

ン
ト

を
成

功
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
・

２
回

目
の

開
催

と
な

り
、

来
場

者
、

出
店

数
と

も
に

倍
増

し
盛

会
で

あ
っ

た
。

今
後

も
工

夫
し

な
が

ら
継

続
し

て
い

き
た

い
。

R
6年

度
奈
川
地
区

住
民
自
治

と
地
域
活
性
化

全
て

持
続
可
能
な
奈
川
地
区
推

進
事
業

・
少

子
高

齢
化

と
人

口
減

少
が

著
し

い
奈

川
地

区
に

お
い

て
、

将
来

に
わ

た
っ

て
奈

川
地

区
が

持
続

可
能

な
地

域
と

な
る

た
め

に
、

令
和

３
年

９
月

に
「

持
続

可
能

な
奈

川
地

区
推

進
協

議
会

」
を

設
立

し
、

地
域

住
民

を
は

じ
め

、
関

係
団

体
や

行
政

、
専

門
家

な
ど

が
、

様
々

な
意

見
交

換
や

調
査

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

な
ど

を
経

て
、

令
和

５
年

８
月

に
知

地
域

づ
く

り
の

基
本

姿
勢

と
具

体
的

な
行

動
を

示
し

た
「

持
続

可
能

な
奈

川
地

区
推

進
計

画
」

を
策

定
し

た
。

・
令

和
４

年
11

月
か

ら
地

域
で

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
始

ま
り

、
住

民
主

体
の

活
動

を
生

み
出

す
取

組
み

が
始

ま
っ

た
。

令
和

６
年

８
月

に
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

か
ら

生
ま

れ
た

企
画

（
イ

ベ
ン

ト
）

を
実

践
し

た
。

・
推

進
計

画
を

道
標

と
し

て
、

引
き

続
き

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

組
み

を
行

な
い

、
住

民
主

体
の

活
動

を
生

み
出

し
支

援
す

る
と

と
も

に
、

様
々

な
取

組
み

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

人
材

の
発

掘
と

育
成

を
行

う
。

・
持

続
可

能
な

奈
川

地
区

推
進

協
議

会

・
地

域
住

民
が

主
体

と
な

り
な

が
ら

、
地

域
外

の
人

た
ち

や
行

政
・

関
係

団
体

な
ど

、
多

く
の

主
体

の
参

画
と

協
働

で
推

進
計

画
の

実
現

を
目

指
し

て
い

る
。

・
市

内
34
地

区
に

先
駆

け
て

、
地

域
づ

く
り

推
進

の
た

め
の

体
制

を
つ

く
り

取
組

み
を

進
め

て
い

る
。

R
6年

度
梓
川
地
区

福
祉

全
て

梓
川
地
区
 食

生
活
改
善
推

進
員
と
の
地
区
で
の
活
動

目
的

　
食

育
活

動
の

推
進

、
食

生
活

改
善

推
進

員
の

活
動

促
進

。
時

期
　

梓
川

地
区

　
文

化
祭

(1
1月

）
場

所
　

文
化

祭
会

場
対

象
　

地
区

住
民

福
祉

ひ
ろ

ば
、

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

、
地

域
づ

く
り

セ
ン

タ
ー

、
地

区
担

当
保

健
師

　
会

員
は

、
26
名

お
り

、
主

体
的

な
活

動
が

行
わ

れ
て

い
る

。
男

の
運

動
ひ
ろ

ば
や

子
育

て
支

援
事

業
お

ひ
さ

ま
な

ど
の

福
祉

ひ
ろ

ば
事

業
へ

の
協

力
を

分
担

し
て

行
っ

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
前

に
は

年
2回

お
弁

当
作

り
を

行
っ

て
い

た
が

、
業

者
に

委
託

と
な

り
現

在
は

行
っ

て
い

な
い

。
松

本
市

内
で

も
多

く
の

会
員

を
有

す
る

梓
川

地
区

の
活

動
を

広
げ

る
た

め
以

下
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

行
っ

た
。

　
５

月
　

松
本

市
で

行
っ

て
い

る
具

沢
山

味
噌

汁
コ

ン
テ

ス
ト

の
周

知
を
、

文
化

祭
参

加
者

へ
の

試
食

も
含

め
て

行
う

こ
と

を
職

員
連

絡
会

で
提

案
。

実
施

の
方

向
で

了
承

。
　
７

月
　

食
生

活
改

善
推

進
員

と
協

議
し

実
施

の
方

向
と

な
っ

た
。

　
８

月
　

文
化

祭
実

行
委

員
会

の
事

務
局

と
協

議
の

上
２

０
０

食
分

の
試

食
を

無
償

で
提

供
す

る
こ

と
と

し
、

調
理

を
食

生
活

改
善

推
進

員
が

行
う

方
向

。
　
１

１
月

　
実

施
予

定

R
6年

度
梓
川
地
区

福
祉

子
ど
も

お
ひ
さ
ま
　
（
子
育
て
支

援
事
業
）

・
目

　
　

的
：

子
育

て
支

援
・

実
施

時
期

：
月

1回
（

第
一

木
曜

日
）

・
場

　
　

所
：

福
祉

ひ
ろ

ば
・

内
　

　
容

：
ふ

れ
あ

い
遊

び
、

読
み

聞
か

せ
、

情
報

交
換

な
ど

、
　

　
　

　
　

　
希

望
者

に
は

身
体

計
測

、
健

康
相

談
。

・
参

加
人

員
：

民
生

委
員

　
6～

7人
　

参
加

者
　

14
.5

人
（

R6
．

4月
～

9
月

平
均

）

主
体

：
主

任
児

童
委

員
、

民
生

児
童

委
員

関
係

団
体

：
福

祉
ひ

ろ
ば

、
地

区
生

活
支

援
員

、
地

区
担

当
保

健
師

民
生

児
童

委
員

が
、

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
事

業
を

実
施

し
て

い
く

中
で
、

転
入

者
が

多
く

お
母

さ
ん

同
士

の
つ

な
が

り
が

薄
い

と
感

じ
た

。
訪

問
時

に
保

護
者

か
ら

の
ニ

ー
ズ

も
あ

り
平

成
26
年

か
ら

開
始

。
主

体
は

主
任
児

童
委

員
、

民
生

児
童

委
員

で
あ

る
が

、
福

祉
ひ

ろ
ば

事
業

と
し

て
の

位
置

づ
け

で
事

業
展

開
し

て
い

る
。

コ
ロ

ナ
期

間
中

は
休

止
し

て
い

た
が

R5
年

1月
か

ら
再

開
し

て
い

る
。

内
容

の
検

討
は

主
任

児
童

委
員

を
中

心
と

し
て

福
祉

ひ
ろ

ば
職

員
や

地
区

担
当

保
健

師
と

行
っ

て
実

施
し

て
い

る
。

R5
年

か
ら

、
梓

川
東

保
育

園
、

梓
川

西
保

育
園

と
交

流
事

業
を

行
っ

て
お

り
、

お
ひ

さ
ま

参
加

者
が

保
育

園
に

出
向

き
交

流
し

て
い

る
。

入
園

を
想

定
し

て
の

見
学

者
も

お
り

、
保

育
園

の
雰

囲
気

を
知

る
よ

い
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

お
ひ

さ
ま

は
未

就
園

児
の

事
業

で
あ

る
た

め
、

今
後

も
実

施
が

期
待

さ
れ

る
。
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Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

事
業

名
・
活

動
名

概
要

（
活
動
の
目
的
、
時
期
、
場
所
、
対
象
、
方
法
、
実
施
体
制
等
）

実
施

主
体

 関
係

者
・
関

係
団

体
等

活
動

の
き

っ
か

け
／

取
組

み
に

至
る

ま
で

の
経

過
（誰
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
誰
に
相
談
し
、
ど
う
行
動
し
た
か
等
）

活
動

の
成

果
お

よ
び

課
題

、
今

後
の

展
望

等

回
答

者
所

属
（
地
区
名
・課
名

等
）

回
答

年
度

関
連

分
野

対
象

R
6年

度
健
康
づ
く
り
課

福
祉

と
住
民
自
治

高
齢
者

ふ
れ
あ
い
会
食
会

〇
目

的
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
等

に
会

食
又

は
配

食
サ

ー
ビ

ス
を

通
じ

て
外

出
や

地
域

住
民

と
の

交
流

の
機

会
を

提
供

し
、

孤
立

感
の

緩
和

や
親

睦
を

深
め

、
地

域
福

祉
を

推
進

す
る

〇
時

期
R
5
年

1
1
月

2
1日

R
6
年

1
1
月

2
6日

〇
場

所
入

山
辺

公
民

館
　

大
会

議
室

〇
対

象
6
5
歳

以
上

の
一

人
暮

ら
し

、
ま

た
は

、
75

歳
以

上
の

夫
婦

二
人

暮
ら

し
〇

方
法

・
実

施
体

制
公

民
館

で
の

2時
間

ほ
ど

の
交

流
会

と
、

弁
当

配
布

〇
実

施
主

体
入

山
辺

地
区

健
康

づ
く

り
推

進
員

会 〇
共

催
入

山
辺

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
、

入
山

辺
公

民
館

〇
関

係
者

・
関

係
団

体
等

入
山

辺
地

区
民

生
児

童
委

員
会

（
お

誘
い

・
送

迎
）

→
R6

年
度

か
ら

は
協

力
団

体

〇
流

れ
R5
年

8月
の

健
康

づ
く

り
推

進
員

定
例

会
に

て
、

実
施

内
容

を
検

討
R5
年

9月
の

民
生

児
童

委
員

協
議

会
定

例
会

に
て

、
地

区
担

当
保

健
師

か
ら
対

象
者

へ
の

お
誘

い
を

依
頼

R5
年

9～
10
月

に
、

推
進

員
・

民
生

委
員

が
協

力
し

て
対

象
者

へ
の

お
誘

い
を

実
施

R5
年

11
月

、
当

日
送

迎
を

民
生

委
員

が
実

施
、

当
日

運
営

を
推

進
員

が
実

施 〇
そ

の
他

・
入

山
辺

公
民

館
か

ら
は

、
会

場
（

大
会

議
室

・
運

動
場

）
借

用
、

参
加

者
問

い
合

わ
せ

等
・
入

山
辺

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
か

ら
は

補
助

金
助

成
あ

り

R5
年

度
は

33
人

の
参

加
が

あ
り

、
対

象
者

の
17
パ

ー
セ

ン
ト

で
あ

っ
た

。
参

加
者

か
ら

は
「

久
し

ぶ
り

に
同

級
生

に
会

え
て

う
れ

し
い

」
「

脳
ト

レ
が

楽
し

か
っ

た
」

等
の

感
想

を
い

た
だ

い
た

。
R6
年

度
は

実
施

に
向

け
準

備
中

。

R
6年

度
島
内
地
区

地
域
活
性
化

全
て

島
高
松
未
来
づ
く
り
検
討
会

目
的

・町
会
活
動
の
中
核
を
担
っ
た
世
代
か
ら
次
の
世
代
へ
の
移
行
期
を
迎
え

る
中
、
生
活
様
式
の
多
様
化
と
相
ま
っ
て
地
域
に
対
す
る
無
関
心
、
定
年
後

も
働
き
続
け
る
層
が
厚
く
な
り
、
地
域
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
現
実
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
持
続
的
な
町
会
活
動
を
す
す
め
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
の
住
民
が
「我
が
こ
と
」と
し
て
様
々
な
「場
」に
参
加
し
、
関
わ
る
こ

と
の
で
き
る
町
会
活
動
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
の
検
討
会

を
設
置
す
る
。

島
高
松
未
来
づ
く
り
検
討
会

令
和
３
年
度
～
島
内
地
区
防
災
モ
デ
ル
町
会
と
し
て
全
常
会
が
安
否
確
認
、

避
難
誘
導
計
画
等
の
策
定
に
取
り
組
み
、
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
形
成
を

積
み
重
ね
て
き
た
。

令
和
6
年
度

4
月
　
第
１
回
審
議
会
に
お
い
て
「町
会
活
動
活
性
化
研
究
会
」設
置
に
つ
い

て
協
議

5
月
　
活
性
化
研
究
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
審
議
会
構
成
メ
ン
バ
ー
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施

7
月
　
第
2
回
審
議
会
に
お
い
て
「島
高
松
未
来
づ
く
り
検
討
会
」設
置
要
領

を
決
定

8
月
　
町
会
全
戸
に
公
募
委
員
の
募
集
を
実
施

町
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
総
会
資
料
の
活
動
報
告
及
び
活
動
計

画
に
基
づ
く
内
容
を
基
本
に
検
討
す
べ
き
課
題
を
整
理
し
た

検
討
す
べ
き
課
題

・活
性
化
に
つ
な
が
る
役
員
選
出
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
町
会
財
政
の
方
向
性
に
つ

い
て

・助
け
合
い
活
動
に
よ
る
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
の

あ
り
方
に
つ
い
て

・超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
交
通
弱
者
対
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て

・町
会
員
が
自
由
に
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
や
通
い
の

場
に
つ
い
て

・I
C
T
を
活
か
し
た
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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分科会 世話人 市民幹事 氏名 肩書等 備考
〇 野村　茂 松本市町会連合会副会長／安原地区町会連合会長
〇 中田　安子 長野県生涯学習推進センター公民館支援専門員

神田　孝文 信州大学　特任助教
金井　稔 松南地区地域づくりセンター長
忠地　智司 新村地区地域づくりセンター長
西村　宏美 福祉政策課　課長補佐
横林　緑 福祉政策課　課長補佐
太田　義夫 危機管理課　課長補佐
筒井　健介 保健総務課　主任
内藤　哲夫 白板地区公民館長
乾　由理子 本郷公民館長

〇 栗田　幸信 第二地区公民館主事
〇 中條　陽 島内公民館主事
〇 塩原　航 新村公民館主事 副リーダー
〇  碇　浩平 芳川公民館主事
〇 保科　黄 内田公民館主事 リーダー
〇 安藤　ひかり 梓川公民館主事
〇 今福　良夢 生涯学習課・中央公民館　事務員

〇 降旗　都子 第三地区まちづくり協議会副会長
〇 小股　祐希 松本大学総合経営学部観光ホスピタリティー学科2年

三村　恵美 第三地区地域づくりセンター長
板花　賢治 今井地区地域づくりセンター長

窪田　潔 和田公民館長
丸山　勝久 神林公民館長
西口　恵利子 庄内地区子ども会育成会　会長

百瀬　あき 島立こども広場運営委員代表
大蔵　真由美 島立こども広場運営委員
吉沢　紗也加 島立こども広場運営委員
濱本　初美 島立こども広場運営委員
磯崎　福久子 島立こども広場運営委員
曽根　淳子 第三地区こども育成会わかばの会副会長

〇 深澤　佐恵 第三地区公民館主事

〇 中條　克明 大手公民館主事 副リーダー
〇 小林　大 庄内地区公民館主事 リーダー

〇 丸山　直紀 島立公民館主事
〇 宮下　慶祐 本郷公民館主事

〇 桑原　美由紀 精神障害者の支援 コミュニティカフェてくてくの運営
諏訪　智子 特定非営利活動法人ハートラインまつもと
青木　茂人 元寿公民館長
橋本　和子 松本市民

宇留賀　真理子 中央地区地域づくりセンター長
山岸　清治 岡田地区地域づくりセンター長
瀧澤　和子 城東公民館長
永田　幸彦 芳川公民館長

〇 村田　美鈴 城北公民館主事
〇 奥原　直弥 安原地区公民館主事 副リーダー

〇 片桐　史門 白板地区公民館主事 リーダー
〇 丸山　稜雅 寿公民館主事
〇 赤羽　絵美 今井公民館主事

〇 清水　春生 生涯学習課・中央公民館　主事
堀　敬子 城北地区地域づくりセンター長
藤牧　啓吾 笹賀地区地域づくりセンター長

荻原　しほみ 田川公民館長
大野　修 安曇公民館長

〇 降旗　一博 東部公民館主事

〇 伊藤　貴浩 松南地区公民館主事 副リーダー
〇 北澤　圭祐 和田公民館主事
〇 丸山　貴大 神林公民館主事 リーダー

〇 斉川　史徳 入山辺公民館主事
〇 小岩井　一樹 生涯学習課・中央公民館　主査

関谷　健司 たいじ屋代表
南　麻里子 農家レストラン＆カフェＯｌｕＯｌｕ
北山　英実 ＪＡＺＺ雅鳴きたや代表
牛丸　尚久 松原地区地域づくりセンター長
大野　晃永 安曇地区地域づくりセンター長
大槻　研一 笹賀公民館長
久保田　文章 寿公民館長

〇 田中　貢治 岡田公民館主事
〇 市橋　佑磨 里山辺公民館主事
〇 阿部　優磨 松原地区公民館主事

〇 浅沼　喜之 四賀公民館主事

〇 羽田　大樹 安曇公民館主事 副リーダー
〇 奥原　美鈴 奈川公民館主事 リーダー

中嶌　弘美 寿台地区地域づくりセンター長

柏原　せつ子 入山辺地区地域づくりセンター長
内山　健一 地域づくり課　係長
中嶋　美穂 地域づくり課　主任

上條　泰正 今井公民館長
河内　正弘 松原地区公民館長

〇 朝倉　光貴 第一地区公民館主事 副リーダー

〇 小林　弘幸 城東公民館主事

〇 髙山　美空 鎌田地区公民館主事
〇 宇治　樹 中山公民館主事 リーダー
〇 小山　高志 寿台公民館主事
〇 小松　一成 波田公民館主事

5

6

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い
～第40回松本市公民館研究集会・令和６年度松本市地域づくり市民活動研究集会～

分科会運営委員会名簿

1

2

3

4

230027
タイプライターテキスト
129



 

 

 

 

 

未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い 

－資 料 集－ 

 

編 集：「未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会」 

発 行：「未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会」 

発行日：令和７年９月１日 

 




